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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　安曇雪伸
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　序章







　それは鮮あざやかな手て並なみだった。


　護ご衛えいの剣けん士し達は剣を抜く事もなかった。抜けなかったと言うより、抜く意志を生じさせる暇ひまさえなかったのだ。悲ひ鳴めいが迸ほとばしらぬようにと口元を押さえつつ、背はい後ごから延えん髄ずいをひと突き。手て慣なれた故ゆえの素す早ばやさと自然さ。時間にして、まさに一いつ瞬しゆん。恐おそらく彼かれ等らは何が起こったのかさえ理解せずに逝いったろう。


　三年に一度、王おう宮きゆうにて開かれる舞ぶ踏とう会かい……その二日目の帰り。


　王おう都とのスコルプス家別べつ邸ていに向かう夜の路上で、職業的殺人者エリミネーター達は襲おそってきた。時間も比ひ較かく的てき早く、十名以上の人通りがあったために、剣士達も警けい戒かい心しんが多少緩ゆるんでいたのだろう。まさか彼等もその通行人の全すべてが殺し屋であるなどとは考えもしなかったに違いない。


　男が七人。女が四人。


　いずれも平へい凡ぼんな衣い装しように身を包つつんだ者達だ。当然ながら、武器らしい武器も帯おびていない。


　大たい抵ていの職業的殺人者は、人の油ゆ断だんにまぎれる。一いつ般ぱん人じんが安よう易いに思い描えがくように、わざわざ夜の闇やみにまぎれるのは、三流か……もしくは超一流のどちらかだ。わざわざ警戒心が高まっている状じよう況きよう下かを狙ねらって仕掛けるのは、その事を理解していないか、さもなくば、それをものともしない実力があるか、である。


　恐らく周囲の家々の人間はあらかじめ薬くすりで眠らせてあるのだろう。他に人影はなし。通りの入り口と出口に有力貴き族ぞくの名をかたって通行規き制せいの看かん板ばんでも置いておけば、予定外の目もく撃げき者しやが『狩り場キルサイト』に入ってくる事も防ふせげる。不ふ審しんに思った人間が通報しても、事は終わり、殺し屋達は王都の雑ざつ踏とうに紛まぎれ込んでしまっているという寸すん法ぽうだ。


　無ぶ遠えん慮りよに開け放はなたれる扉とびら。


「スロークハルト・スコルプス男だん爵しやく？」


　馬車の客室……ただでさえ狭せまいその室内の隅すみへと身を寄せる三つの人影に、職業的殺人者の一人が尋たずねる。神しん経けい質しつそうな顔立ちの中年男性と、その妻つまらしき女性、そしてまだ幼おさない少年と……いずれも無む言ごん。無論、殺し屋も答えを期き待たいしていたわけでもなかろうが。


「お覚かく悟ごを」


　するりと袖そで口ぐちから滑すべり出た針はりをその手に持つと、暗殺者は身を乗り出す。


　その腕うでに女性が飛びついたのは、次の瞬間であった。


「む……！」


　狭い馬車の客室内である。職業的殺人者もうまく動けず、もみ合いになる。女性……スロークハルトの妻・マリエラは必ひつ死しにその凶きよう器きを奪うばおうとしたが、やはり素人しろうとと玄人くろうとの間には絶対的な差があった。


　瞬またたく間にねじ伏ふせられるマリエラ。もみ合いの際にできたのか、その手の甲こうには針の引っ搔かいたらしい傷ができていた。


「さすがに王国騎き士しの家の出ですな、奥おく様さま」


　獲え物もののことは係けい累るいも含ふくめて詳しよう細さいに調べてあるのだろう。職業的殺人者はマリエラの腕をねじ上げながら、無表情に言った。


「いざというときの胆たん力りよくが違う。とはいえ、貴女あなたの行こう為いは単に死期を早めただけですよ。〈魔バ蟲グ〉の毒どくには及およびませんが、ソシミの花の毒は非常に強力だ。かすっただけでも致ち命めい的てきですな。しかも、これにやられると、それはそれは無む惨ざんなものですよ」


　無力な獲物、と思っていた相手に組み付かれた事によって、多少なりとも動どう揺ようしたのか……冷たい無表情に反して、男はやや饒じよう舌ぜつになっていたようだった。玄人にあるまじき失しつ態たいと言える。無む駄だ口ぐちをたたかずに仕事を遂すい行こうしていれば、あるいは未来は変わっていたかもしれない。


「高熱が出る上に、全身が腫はれ上がって、毛が抜け、まるで生きた肉にく塊かい、血の詰つまった革かわ袋ぶくろのようになって死んでいくのですよ。悪く思わないで下さい。存分に苦しめて殺せというのは、依い頼らい者しやからの第一条件でして……」


　その時。


　短く鋭するどい音が男の表情を凍こおらせた。


「…………！」


　緊きん急きゆう事じ態たいを告げる仲間からの口くち笛ぶえの音だ。一いつ旦たん、とどめを保ほ留りゆう、客室から出る。


　そこで男の見たものは……通りを猛もう烈れつな勢いきおいで疾しつ駆くしてくる騎き馬ばの姿すがたであった。


　予定外の乱らん入にゆう者しやに職業的殺人者の一人が、短剣を構かまえる。


　だが。


　空気をえぐり抜く勢いで振られた、騎士の長ちよう大だいな剣……長ちよう騎き剣けんは、短剣ごとその殺し屋を両断した。胴どうから二つに切り離されたその職業的殺人者は、そのまま壊こわれた人形のように吹っ飛んで、民家の壁かべに激げき突とつする。どれほどの力が炸さく裂れつしたのか……骸むくろは二つとも壁にはりついたまま、落ちてこなかった。


「…………！」


　まさに問もん答どう無む用ようの暴ぼう風ふう。


　その騎士は馬の疾しつ走そうする速さと自みずからの膂りよ力りよくをもって、すさまじい速さで剣を振るった。それこそ瞬まばたきする間まに、数人の暗殺者たちが二つになって吹っ飛ぶ。


　そこで、ようやく暗殺者達の反撃が始まった。


　短剣が投げられ、馬の首に突き刺さる。もんどりうって倒れる馬から放り出されながらも、騎士は受け身をとって、すぐに剣を構え直した。


　無論、その長大な武器とまともに打ち合おうなどと考える者はいない。急所めがけて投げつけられる針を手てつ甲こうが弾はじき、短剣を長大な剣身が叩たたき落とす。二撃目を放はなつ余よ裕ゆうなど与えず、猛もう烈れつな速さで走る長騎剣が、断だん頭とう台だいの刃の如ごとく、不ふ埒らちな殺し屋達を文も字じ通り解ば体らしてゆく。最後の一人がその長大な剣に身を貫つらぬかれるまで……費ついやされた時間はほんのわずかだった。


「何な故ぜ……ここは……人ひと払ばらい……」


　血ち混まじりの声で最後の一人がつぶやく。


「殺さつ気きを放ちすぎだ、戯たわけ者もの。通りの向こうからでも分かるぞ」


　その騎士は灰色の右みぎ眼めで瀕ひん死しの殺し屋を見み据すえつつ、言った。


　左眼はない。戦場で失うしなったのか、あるいは何らかの事故によるものか、騎士の左眼は眼がん帯たいに覆おおわれていた。


「隻せき眼がんの騎士……まさか……貴き様さま……」


「我わが名はドイル・バレット。ラインヴァン宮きゆう廷てい騎士団〈アンヴァー・ナイツ〉副騎士団長である。我の剣の前に倒れたこと、誇ほこりにして逝いくがよい」


「……無念」


　そうして、最後の職業的殺人者が息いき絶たえる。


　同時に……轟ごう音おん。


　一いつ瞬しゆんの炎ほのおと衝しよう撃げきが、殺し屋の肉体を四し散さんさせた。


　死して屍しかばねを残さず。隠かくし持っていた火か薬やくを使ったのだ。


　それは身み元もとを隠すというより、敵てきや標ひよう的てきの巻き添ぞえを狙ねらったものだったろう。事実、その破は壊かい力りよくは馬車の一部を壊し……破は片へんが、妻さい子しを庇かばったスロークハルトの太ふと股ももに突き刺ささっていた。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


　そう声をかけながら爆ばく煙えんを払い、騎士は馬車に歩み寄るが……その言葉は、彼にこそかけられるべき言葉だろう。火薬の匂においに気付き、咄とつ嗟さに剣を離して後こう方ほうに跳とんだものの……間ま近ぢかで爆発の力を受けた全身には、無数の傷が刻きざまれていた。一つ一つの傷は小さいものの、全部合わせれば相当な出血量になる。しかも……動けば動いただけ全身の傷が別々に痛む。体中に針を刺されているようなものだ。なまじ一カ所に大おお怪け我がをしているよりも、苦痛は耐たえ難がたいだろう。


　だが……


「……毒か」


　騎士はマリエラの顔色を見てすぐに状じよう況きようを察したらしい。


「すぐ近くに医者の家があるはずだ。急げば間に合うやもしれん」


「しかし……」


　スロークハルトは苦く渋じゆうの表情を浮かべた。元々彼はたくましい方ではない上に、太股にも傷を負おっている。とても人一人を背せ負おって走れるような状態ではなかった。


「私が背負って行こう」


　見方によってはスロークハルトよりも重傷であるはずの騎士は、躊躇ためらいもなくそう言うと、マリエラの身体からだを抱き上げた。


「しかし貴き公こうも……」


　血だらけの騎士を見てスロークハルトが言うが……振り返った騎士の隻せき眼がんを見て、彼は黙だまり込む。ひたすらに真まっ直すぐで、有う無むを言わせぬ迫はく力りよくがその片目にはあった。


「一いつ刻こくを争あらそう」


　そう言い捨すてると、騎士はマリエラを抱かかえて走り出した。


「……なんという……」


　感かん嘆たんの声を上げるスロークハルト。


　彼の視線は、騎士の背中よりも、その走り去った跡あとに注そそがれていた。


　点々と地に残る……深しん紅くの足跡に。


「王国騎士ドイル・バレット……」


　尋じん常じような体力であればその場で倒れ伏ふしてもおかしくはない。そんな身体で、しかし騎士は毒に冒おかされた女を……面めん識しきもない初対面の女を救おうと、走って行く。己おのれの身体につけられた幾いくつもの傷をも顧かえりみず、地面に点々と血の足跡を残しながら。


　スロークハルトは自分の右腕にすがる幼おさない息子むすこに視線を降おろした。


　まだ二歳の幼児は、その琥こ珀はく色の眼を魅み入いられたかのように、騎士の後ろ姿に向けている。まだ分かるまいとは思いながらも、スロークハルトは幼い息子に言った。


「レオポルド……よく見ておきなさい。あれが……あれこそが真に騎士たる者の姿だ」


　幼児は答えない。


　ただ彼は……スロークハルト・スコルプス男だん爵しやくの嫡ちやく男なんレオポルド・スコルプスはひたすらにじっと、その騎士の姿を見つめ続けていた。


　まるで、その大きな眼に、走り去る騎士の姿を焼き付けておこうとするかのごとく。




　第一章　白はく馬ばの騎き士し未み満まん







　獲え物ものは皆みな殺ごろし。


　それが彼かれ等らのやり方であった。簡かん単たんにして明めい瞭りよう、それゆえに間ま違ちがいのない方法である。


　女子供は生かしておけば売り飛ばすこともできるが、彼等は惜おしげもなく始し末まつした。きっちり殺しておけば、復ふく讐しゆうだの官かん吏りへの通報だのといった、後こう顧この憂うれいを絶たつこともできる。そもそも被害者のいない事件には官吏も動きようがないのだ。目撃者は全員殺して土の下……それで事件そのものがなかった事になる。無論、女に関してはその前に一通り楽しむ事を忘れはしなかったが。


　だからこそ彼等は確実を期すために、必要以上の人数で獲物を襲おそった。今回のように小型の旅りよ装そう馬車一台を襲うだけなら、十人という人数は十じゆう分ぶんすぎるほどだろう。


「……へへえ？」


　頭とう目もく格かくらしき男が嬉うれしそうに声を上げる。


　まだ若いが、剃そっているのか天てん然ねんなのか、見み事ごとに禿はげ上がった頭をした巨きよ漢かんである。


　略りやく式しきの硬こう革かく鎧よろいには、あちこちに下げ品ひんな言葉が書きなぐられており、携たずさえる剣は、やたらといびつで凶きよう悪あくな形をしていた。野や卑ひな事この上ない印いん象しようだが、威い圧あつ感かんだけは十分にある。


　禿とく頭とうの男は舌したなめずりをしながら御ぎよ者しや台だいの上の獲物を眺ながめた。


「……なかなかの上じよう玉だまじゃねえか」


　初しよ夏かの昼下がり。だがダストヴィン大陸の実質的な夏は短い。降ふり注そそぐ太陽の光は淡あわく、人々の肌はだが汗あせばむ季き節せつはまだほんの少し先の話だ。


　なだらかな山肌に刃は物もの傷きずをつけるようにして引かれた一本の道……その真ん中に、彼らの獲物である馬車はいた。


　逃げ道はない。左右の斜しや面めんはそう急きゆう勾こう配ばいでもないが、徒歩ならばともかく、馬車では下るのも登のぼるのも無理な角度である。そして前後は武装した男達がふさいでいる。


　御者台の上には二人の女の姿すがたがあった。


　一人は歳としの頃ころ、十四、五といった感じの小こ柄がらな少女である。


　やや癖くせのある金きん髪ぱつをきっちりと結ゆい上げ、臙えん脂じ色と麻あさ色の衣い装しように身を包つつんでいる。非常に愛らしい顔立ちだが、弱々しさはなく、むしろ黙だまっていても闊かつ達たつそうな印象が漂ただよってくるような……そんな少女だった。


　もう一人は二は十た歳ちほどの黒くろ髪かみの娘むすめである。長ちよう身しん瘦そう軀くで、落ち着いた雰ふん囲い気きの美しい顔立ちなのだが、のんびりと緩ゆるんだ表情のせいか、童どう女じよのように清せい楚そ可か憐れんな印象がある。


　禿頭の男は野卑な笑いを浮かべた。


「こりゃ久ひさ方かたぶりの『当たり』だな。折せつ角かくだから色々と楽しませてもらおうかい」


　同意の卑いやしい笑い声が、仲間達の間からあがる。元々の『地じ』ではあるが、ことさらに襲おそう相手の恐きよう怖ふをあおるような、愚ぐ鈍どんな台詞せりふであり、粗そ野やな笑い方である。わざわざ強調して見せるのは、その方が獲物の怯おびえ様ようを十じゆう分ぶんに堪たん能のうできるからだ。


　だが……


「なんだ、強ごう盗とうか」


　恐怖どころか緊きん張ちよう感かんさえない声。


　金髪の少女は、その空色の瞳ひとみで自分達の馬車を円状に取り囲かこむ男達をぐるりと見回し、そして最後に傍かたわらの娘を向いて言った。


「強盗で良かったねえ、ラクウェル姉ねえ」


「そうね」


　黒髪の娘……ラクウェル・カスールは、彼女の妹いもうとに微笑ほほえんでうなずいた。


　パシフィカ・カスール。


　それが金髪の少女の名前だ。一見すれば可愛かわいらしいだけの少女に過ぎないのだが、その名はある種の者達には、特別な……非常に特別な意味を持っていた。


　場合によっては一国の、いや、世界の未来を左右するような。


　だが言うまでもなく、田舎いなかの強盗達がそんな事を知っているはずもない。


「なんだ？　『良かった』だ？　馬ば鹿かかてめえら」


　恐おそれる様よう子すを見せない女二人を前にして、禿頭の男はやや苛いら立だちを含ふくんだ声をあげる。


　自分達の置かれた状じよう況きようが、分かっていない……女二人の反応を、男達はそう理解した。


「……あの」


　一いつ瞬しゆん、小鳥のような仕し種ぐさで小さく首をかしげてから、ラクウェルが言った。


「見み逃のがしてもらえません？　お互たがい、それが一番、面めん倒どうがなくていいかと思いますが」


「やっぱ馬鹿か！」


　げらげらと男達は笑った。


「だめですか？」


「ぎゃははは！　だめにきまってんだろ！」


　事じ態たいを理解しているのか、いないのか……ぼーっとした表情でラクウェルは笑う男達を眺ながめていたが、しばらくして彼女は馬車の客室部分を振り返って言った。


「シャノン……起きてる？」


「寝てるよ」


　面倒くさそうな声が即そく答とうした。


　客室後こう部ぶの扉とびらを開き、のっそりと出てくる人影が一つ。


　見るからにだらけた物もの腰ごしのその青年は、黒髪、黒こく瞳どうで、ラクウェルと非常によく似にた容よう貌ぼうをしていた。


　ラクウェルの双ふた子ごの弟おとうと、シャノンである。


　もっとも、双子といっても似ているのはその姿形のみで、長ちよう身しん瘦そう軀くにまとわり付かせている雰ふん囲い気きは、まったく違う。ラクウェルのそれは春の午後を思わせる温ぬくもりだが、シャノンのそれは秋の夕ゆう暮ぐれ時の気けだるさだ。


　女のように長い黒髪を、改あらためて白の細ほそ紐ひもで縛しばり直しながらシャノンは言った。


「こんな連中、おまえ一人で十分だろが」


「それはそうだけど……」


　ラクウェルは少し唇くちびるを尖とがらせて言った。二十歳の娘にしては妙みように幼おさない仕し種ぐさだが、不ふ思し議ぎと彼女にはそれがよく似合う。


「シャノン、一昨日おとといも私が山さん賊ぞくさんのお相手したら、怒おこったじゃない」


「たかが四、五人の山賊を蹴け散ちらすのに、攻こう城じよう戦せん級の魔法なんぞ使うからだろ。土ど砂しや崩くずれで埋うまりそうになったの、忘れたか？」


　シャノンの言葉に男達は顔を見合わせた。


　元々、魔ま導どう士しそれ自体が珍めずらしい存在ではあるが……在ざい野やの魔導士で、高度な攻こう性せい魔法を操あやつる人間は、さらに希け有うな存在なのである。


　攻撃用の魔法に関する魔ま導どう式しきは、軍も王おう立りつ魔ま導どう院いんも公開を禁じており、民間の魔導士は自分で式を組み上げるか、非ひ合ごう法ほうに式の記き述じゆつを入にゆう手しゆするしかない。無論どちらも非常に困こん難なんで、大たい概がいの魔導士は、せいぜい、ちょっとした護ご身しん用、あるいは野や獣じゆう対たい策さくに使えるような、軽い攻性魔法を身につけている程度に過ぎないのだ。


　唯ゆい一いつとも言える例外は、退たい役えきした軍の魔導士などであるが……彼かれ等らも退役時に『今後の使用及および他者への教きよう授じゆをしない』という誓せい約やく書しよを書かされる。


　無論、生き真ま面じ目めにその誓約を守っている者ばかりではないし、当局の眼めが厳きびしくない田舎いなかでは、結けつ構こう、強力な使い手がいたりもするのだが……


「おいおい、兄にいちゃんよ」


　禿とく頭とうの男はシャノンをにらんだ。


「俺おれ達もなめられたもんだな、え？　そんなはったりで、びびるとでも思ってんのか？」


「はったり？」


　一瞬シャノンは眉まゆをひそめてつぶやき……そして男達を哀あわれむような表情を浮かべた。


「……まあ、そう思うのも無理ないが。一応警けい告こくしておいてやるが、余よ計けいな怪け我がをしたくなければ、この魔法中ちゆう毒どく娘むすめの攻性魔法が炸さく裂れつしないうちに逃げた方が、身のためだぞ」


「魔法中毒……」


　何な故ぜか、うっとりとつぶやくラクウェル。


　だが……男達にひるんだ様子はない。やはり、はったりだと思っているのだろう。にやにやと笑いながら包ほう囲いを狭せばめてさえ来る。


「やれやれ……」


　シャノンは片手を客室の中に突っ込むと、黒くろ鞘さやに納おさめられた一ひと振ふりの刀かたなを取り出した。


「女も馬鹿だがこいつも馬鹿だな！」


　禿頭の男はシャノンが刀を抜くのを見てせせら笑った。


「たった一人で、この人数を相手にできると思ってやがるぜ？」


　応じたのはシャノンの薄い笑みだった。


「そういうおまえも、相当な馬鹿だな」


「……なんだと？」


「自分達の中ちゆう途と半はん端ぱな強さを基き準じゆんにして、相手の力を見くびるところなんかがな。世の中にはな、『桁けた違ちがい』って言葉があるんだよ」


　誇ほこるでも嘲あざけるでもなく、相変わらず面めん倒どうくさそうな口く調ちようである。だが、その言葉の意味が浸しん透とうするにつれ、男達の表情にどす黒い怒いかりが広がり始めた。


「この野や郎ろう……」


「そうやってお手て軽がるな挑ちよう発はつに、乗りやすいところもな」


　刀を構かまえて、そうシャノンがつぶやくが、もはや強ごう盗とう達は聞いていなかった。


「手足へし折ってから刻きざみ殺してやる！」


　陽光を飛沫しぶきのように散らして、ぎらりと凶悪な形状の剣が光る。刃がいびつな分、切せつ断だん力は落ちるが、斬きられれば傷口はぐずぐずに引き裂さかれて、縫ほう合ごうするのも困こん難なんだろう。


　男の殺さつ気きが膨ふくれ上がり、剣を振り上げ……


　その刹せつ那な。


「……そこまでっ！」


　唐とう突とつに、凛りん然ぜんたる声が宣せん言げんした。


「…………!?」


　シャノン達でも強盗達でもない。


　不意の割込みに驚おどろいて辺あたりを見回す強盗達。彼等の視線は、すぐに声の主ぬしを……斜しや面めんの上に立つ人じん馬ば一組の騎き影えいを発見した。


「なんだ……？」


　それは……どこぞの絵本の中から出てきたかのような美しい白はく馬ばにまたがり、やはり絵本さながらの鮮あざやかな蒼あおと白の衣い装しように身を包つつんだ青年、いや、少年であった。




[image: ]


　歳としの頃ころは十七、八くらいだろうか。柔やわらかそうな枯かれ葉は色の髪かみの上に、きりりと巻いた白い鉢はち巻まきが目立つ。眉び目もく秀しゆう麗れいな顔立ちで、簡かん易い式しきの鋼板鎧プレートメイルを帯おび、剣を掲かかげるその姿すがたも、なかなかに様さまにはなっていた。


　ただし……この少年、武装などするよりも楽がつ器き片手に恋の歌でも奏そうしている方が、百倍も似に合あいそうではあった。雄お々おしさよりは、女性のような繊せん細さいさが、まず目に付くのだ。第一印いん象しようを問われれば、十人が十人とも『いいとこのお坊ぼつちゃん』と答えるだろう。


　手に携たずさえているのは、槍やりにも匹ひつ敵てきするような長さの剣だ。


　長ちよう騎き剣けんと呼ばれるその武器は、かつて騎き士しの間で流は行やったものである。馬に乗ったまま敵てきと斬り合えるようにと、異い様ような長さを与えられており、その迫はく力りよくは通常の剣の比ではない。これを構えた騎士の姿は、勇ゆう猛もうの一語に尽つき、騎士を題材とした絵かい画がには、よく描かれる武器でもある。


　もっとも……ここまで大きく重いと扱あつかいにくさも尋じん常じようではない。しかも長すぎる剣身は耐たい久きゆう性せいの面でも問題があり、よく折れた。最さい盛せい期きでさえ、実用に耐たえた長騎剣は、ごく少数だったとも伝えられる。


　まして、馬上で正しよう面めんから敵と剣で斬り合うなどという行こう為い自体が、そもそも愚ぐの骨こつ頂ちようである事から──下へ手たをすると自分の馬の首を斬り落としかねない──この武器は、急速に廃すたれていったのだ。


　現在では儀ぎ式しき用に使われることはあっても、実戦に使う人間はほとんどいない。ただ持ち歩くだけでも、余よ計けいな体力を消しよう費ひするような代しろ物ものなのである。


「な、なんだてめえは！」


「悪党に名乗る名前はありませんっ！」


　強ごう盗とうの一人の問いに、颯さつ爽そうとした口く調ちようで少年は答える。


「はっ！」


　ついで、少年は掛け声も鋭するどく、馬を走らせた。疾しつ風ぷうも遅おくれをとるほどの勢いきおいで斜面を駆かけ降おりつつ、少年は涼すずやかな声を張り上げる──


「大の男が徒と党とうを組んで婦ふ女じよ子しを脅おどすなど、言ごん語ご道どう断だん！　ましてや、暴力によって金きん品ぴんを奪うばうなどとは畜ちく生しようにも劣おとる所しよ業ぎよう！　そのような行為、断じて見過ごすわけにはまいりません！　天に代かわってこの僕ぼくが成せい敗ばいします！」


　シャノン達と強盗達が見守る中、少年と彼の乗った馬は、一気に斜面を駆け降りる。


　その疾しつ駆くの勢いに、思わず身み構がまえる強盗達。


　そして──


「覚かく悟ごおおお……おおぉぉ？」


　騎き手しゆが未み熟じゆくなのか、馬が悪いのか。


　勢いが緩ゆるまない。


　少年はシャノン達の目の前、街かい道どうをそのまま止まる事なく横切り、遥はるか下まで駆け抜けてゆく……


「おおおお……のおおおぉぉぉぉぉぉっ！」


　……どうやら勢いがつきすぎて、止まらなくなったらしい。


　未み練れんげに長々と尾を引く声と対たい照しよう的てきに、どんどん小さくなってゆく少年の後ろ姿。それを黙だまって見送るシャノン達と強盗達。


　やがて少年の姿が見えなくなり……ごん、と何かにぶつかったらしい鈍にぶい音が、斜面の下の方から聞こえてきた。


　後には、間まの抜けた沈ちん黙もくだけが残る。


「……何だ、あれは？」


　ややあって……少年の去っていった方を呆ぼう然ぜんと眺ながめながら、禿とく頭とうの巨きよ漢かんがつぶやくが、無論、答えられる者などいない。


「ち……なんだか知らんが余よ計けいな……」


　気を取り直し、シャノンの方を向き直る禿頭の男。


　その瞬しゆん間かん、彼が見たものは……自分の顔がん面めんに迫せまり来る靴くつ底ぞこであった。


「……ぬがっ？」


　短い、悲ひ鳴めいともいえないような声を漏もらして男は吹っ飛んだ。シャノンと彼とはかなりの体重差があるが、油ゆ断だんしきったところに飛び蹴げりを食らっては、巨漢といえど、ひとたまりもない。くっきりと顔に靴底の跡あとをつけながら、男は痙けい攣れんする。


「戦せん闘とうの最中に気を逸そらすとこなんかも、素す敵てきに馬ば鹿かだよな、てめーらは」


　白目をむいて気絶した男を眺めながら……シャノンは意外とつまらなさそうに言った。








　記しるすまでもない事だが……その後、シャノンは瞬またたく間に強盗達を駆く逐ちくしてのけた。


　無論、いくらシャノンが強くても一気に十数人を倒すのは無理だ。だが、うまく連れん携けいのできていない集団は、個人と同じである。しかも頭とう目もく格かくの大男が早々に倒されているので、士し気きも何もあったものではない。


　一人また一人と強盗は倒され、その人数が半分をきったところで、残りの強盗達は気絶した者をかついで逃げ出したのだ。案外と強い結けつ束そく力りよくに免じて、シャノンも追つい撃げきはしなかった。普ふ段だんならラクウェルの攻こう性せい魔法で駄だ目め押おししているところである。


　それはともかく……


「問題はこれなんだけど」


　そう言いながらパシフィカは気絶した少年騎き士しの横にしゃがんで、指先でつついた。


　何者か知らないが、さすがに放っておくのも気が引けたので、シャノンが斜しや面めんの下端から引ひっ張ぱり上げてきたのだ。


　ちなみに、彼の乗っていた白はく馬ばは、主人の落らく馬ばなど知らぬげに、斜面を降おりきったところで、のんびりと草など食はんでいた。馬自体は転てん倒とうしなかったところを見ると……意外と名めい馬ばなのかもしれない。


「どうするの？」


「このまま放っておきたい気もするがな」


　そう言いながら地に横たえられていた少年の上半身を起こすと、シャノンは少年の背中に掌てのひらを当てた。一通り調べたが、特に脳のうや内ない臓ぞうを傷つけた様よう子すもなさそうなので、とりあえず軽く活かつを入れてやる。


「う……」


　少年が小さくうめいて目を覚さました。


「……僕は……？」


　自分を注視するパシフィカ、ラクウェル、そしてシャノンの三人を順番に見つめ返し、少年は茶色の眼を瞬しばたたかせた。


「気が付いた？」


　パシフィカが一同を代表し、その顔をのぞき込みながら尋たずねる。


　まだ意い識しきがはっきりしないのか、パシフィカの言葉と姿すがたを吟ぎん味みするかのように、改あらためてゆっくりと瞬まばたきする。


　黄金こがね色の髪かみ。まだ幼おさなさの残る頰ほお。そして愛らしくも頑がん固こそうな空色の瞳ひとみ。


　それらパシフィカの容よう貌ぼうを構成する全すべてを、己おのれの瞳に映うつして、さらに瞬きを二度、三度。


　やがて表情に理解の色を広げると、彼はいきなりパシフィカの両手を握にぎった。


「結婚して下さいっ！」


　……ごが。


　背はい後ごから問もん答どう無む用ようで炸さく裂れつしたシャノンの蹴けりが、少年を地に這はわせた。


「何をとち狂ってるんだ、こいつは」


「ううっ、何をするんですか」


　少年は土だらけの顔を上げて抗こう議ぎする。さして痛がっていないところを見ると、見掛けによらず頑がん丈じようなのだろう。


「ちょっとした、一ひと目め惚ぼれじゃないですか」


　少年は屈くつ託たくのない表情で言った。


「僕って思い込み激しいんです」


「……自じ慢まんそうに言ってどうする」


　呆あきれた様子でシャノンが言う。


「群むらがる無む法ほう者もの！　無力に怯おびえる美しい娘むすめ達！　そこへ通りかかる騎き士し！　騎士の気き迫はくに打たれた無法者達は、すごすごと尻しつ尾ぽを巻いて去って行く……ああ、燃えます！」


「……多分に都つ合ごうの良い脚きやく色しよくが入ってるような気がするんだが」


　シャノンの言葉を、聞いていないのか、最初から耳に入っていないのか……少年は拳こぶしを握りしめて主張する。


「しかも！　眼が覚さめたらすぐ前に、美しいお嬢じようさんの姿……！　こういう状じよう況きようで、一目惚れせずに、一体いつしろと？」


「……で、何者なんだ、おまえは」


　真ま面じ目めに応対するのが馬ば鹿からしくなったのか、シャノンは冷さめた口調で尋たずねた。


「ああ、申し遅おくれました。僕はレオポルド・スコルプス。ラインヴァン王国騎士にしてタスコ領領主スコルプス男だん爵しやく家けの長男です」


「……ほう」


　見るからに、どーでもいいような表情で相あいづちを打つシャノン。元々、シャノンは、貴き族ぞくに対してあまり好こう意い的てきではない。


　代かわりにラクウェルが尋ねた。


「その貴族様が、こんなところで何を？」


　タスコ領といえば、この辺あたりからなら、馬でも優に一週間はかかる距きよ離りである。ちょっと遠乗り、というわけにもいくまい。


「武む者しや修しゆ業ぎよう中なんです。〈アンヴァー・ナイツ〉入団を目め指ざしているんですよ、僕」


　少年……レオポルドは胸むねを張って言った。


〈アンヴァー・ナイツ〉。


　ラインヴァン王国騎士達の頂点たる近この衛え騎士団。およそ四千名の王国騎士の中から選ばれた精せい鋭えいであり、宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団だん〈ジェイド・サーキット〉と共に、王国の力の象しよう徴ちようとして知られる、最強の武力集団である。


　もっとも……ラインヴァン王国はここ二十年余あまり、戦争らしい戦争をしていないためか、一部の例外を除のぞいて、騎士や兵士の質の低下が激しい。


　戦争を知らない世代の騎士が増ふえたせいかもしれない。騎士叙じよ勲くんそのものは、武術などほとんど収おさめていなくても、身分や金かね次し第だいでいくらでも受けられるし、親の爵しやく位いを継つぐ前の若い貴族が、お洒落しやれとして騎士を名乗るのも流行していたりする。


　実際の現〈アンヴァー・ナイツ〉の実力がどの程度かも、定さだかではない。


　まさか国家の威い信しんの一いち翼よくを担になう宮廷騎士団が、腑ふ抜ぬけの集団でもあるまいが……代だい替がわりで二十年前の騎士はもう半分も残っておらず、今ではかの精鋭騎士団を『飾かざり物』呼ばわりする者さえいる。


「そういうあなた達はどうしてこんな道を？　ただの旅行なら、多少遠回りでも主要街かい道どうを通った方が安全ですよ」


　確かにレオポルドのいう通りではある。主要街道は山さん賊ぞくや強ごう盗とうに狙ねらわれる危険は少ない。


　だが、シャノン達にとって本当に恐ろしいのは、無法者達ではなく、行き交かう旅人の中に紛まぎれてくる暗あん殺さつ者しやだった。


「まあ、色々ありまして……」


「はあ……」


　適当にラクウェルがごまかすと、レオポルドは何やら考え込むような表情を見せたが、それ以上は尋ねてこなかった。他人に言いにくい事情でもあると思ったらしい。


　少年はしばらく何か思し案あんしている様よう子すだったが、一つ大きくうなずいてシャノン達をその大きな瞳ひとみで見回した。


「この道を通っているという事は、当面の目的地はパウザ領ですよね？」


「そうなりますね」


　レオポルドは大きくうなずいた。


「分かりました。か弱い庶しよ民みんを、このような無法地帯に見み捨すてて行ったとあれば、スコルプス家末まつ代だいまでの名な折おれ。とりあえず僕の最初の目的地もパウザ領ですし、この街道を抜けるまで、僕が護まもってあげましょう！」


「……いらん」


　シャノンが即そく答とうする。


「まあまあ。遠えん慮りよはいりません」


　鷹おう揚ように笑うレオポルドだが、シャノンは再度、即そく座ざに言い下くだした。


「してない」


「……貴族の親しん切せつをむげに断ことわると七代祟たたりますよう」


「どこの貴族だ、それは」


　一転して主あるじに捨てられた犬のような瞳で、そう訴うつたえるレオポルドに、シャノンは呆あきれたような表情を向けた。


　案外、傷つきやすい性格なのかもしれない。


　多少馴なれ馴なれしい感じはするが、何かの下心があるようにも見えなかった。この少年は単に、持ち前の善ぜん意いと正せい義ぎ感かんから申し出ているのだろう。


「…………」


　救いを求めるようにラクウェルを振り返るが、ただ彼女は苦笑して肩を竦すくめた。


　何事に対しても斜しやに構かまえたような、突き放はなした態たい度どを示しめすくせに、根こん本ぽん的なところでシャノンは他人に甘あまい。捨て犬を見てもいちいち足を止めたりはしないが、その子犬がじゃれついてくれば、どうしても蹴けり離す事ができない……そんなシャノンの性格を、ラクウェルはよく知っている。


　パシフィカはというと……


「えへへー……」


　……よほど『美しいお嬢じようさん』と言われたのが嬉うれしいのか、まだにへら、と表情を崩くずしたままだ。反対意見などどこをつついても出そうにない。


　シャノンは一つため息をついて言った。


「……好きにしろ」


「はい！」


　レオポルドはぱっと表情を輝かがやかせると、元気よく頷うなずいた。








「馬ば鹿か野や郎ろう共どもが」


　吐はき捨てるような口く調ちように、禿とく頭とうの男以下十数名は表情を強こわ張ばらせた。


　強ごう盗とう達のねぐら……山やま肌はだの一いつ角かくに築きずかれた古い要よう塞さい跡あとの、一室での事である。


　ずいぶん前に放ほう棄きされた場所なのだが、軍用拠きよ点てんとして造つくられたために、その堅けん牢ろうさは並なみではない。老ろう朽きゆう化かした部分には簡かん単たんな改かい修しゆうが施ほどこされ、国民を護まもるために造られたその建たて物ものは、皮ひ肉にくにも、今やその国民を狙ねらう略りやく奪だつ者達の巣そう窟くつと化していた。


「たかが野郎一人に逃げ帰ってきただ？　ダグ、てめえら、たるんでんじゃねえのか？」


「いや、しかし兄あに貴き……」


「黙だまれ。言い訳わけするな。喋しやべるな。息もするな」


　そう言って声の主ぬしは立ち上がった。


　禿頭の男……ダグも相当に体格が良いが、こちらはさらに大きい。ただし禿頭の男にある肉体としての均きん衡こうは、こちらにはない。


　ずんぐりむっくりの体たい軀くは、上下から押しつぶした粘ねん土ど人形のようである。ぼさぼさの黒くろ髪かみを生はやした頭は、異い様ように隆りゆう起きした両肩の間にめり込んでいるかの様ようだった。どういう鍛きたえかたをすればこうなるのか……両腕うでは化け物じみて太い。恐おそらく普ふ通つうの人間の一ひと抱かかえ分程ほどはあるだろう。


〈怪かい腕わんのロプス〉……それが、この強盗団を束たばねる男の呼び名であった。


「よし、俺おれが直じき々じきに出で張ばってやろう」


「いや、兄貴、それは……」


「……黙れつったぞ」


　ロプスは意外な素す早ばやさで手を伸のばすと、ダグの首をつかむ。さして力を込めた様子もなく……しかし軽々とロプスはダグの巨体を持ち上げた。


　ダグの顔が、呼こ吸きゆう困こん難なんでみるみるうちに青白くなってゆく。


　他の男達も、自みずからの首を絞しめられたかのように青ざめた。自分たちの頭とう目もくの力を彼かれ等らはよく承しよう知ちしている。彼の豪ごう腕わんは、絞め殺すどころか、首をねじ切ることだってできるだろう。そしてその選せん択たくは、彼の気分次し第だいだ。


　手下たちの顔を、切れ込みのような細い灰色の眼めで、一つ一つじっくりと眺ながめてから、ロプスは言った。


「てめえらが、自分のたるんだ根こん性じようを言い訳してるだけか、本当にそいつが強いのか、俺が見み極きわめてやろうじゃねえか。言い訳の方だったら、骨の一本や二本は覚かく悟ごしとけよ」


　そのまま、ごみでも捨すてるような仕し種ぐさでロプスはダグを放り出す。


　ダグは……白目をむいて気絶していた。








　紅あかく暮くれ行く陽ひ射ざしの中を、馬車はゆっくりと進んでゆく。


　手た綱づなを握にぎるのは引き続きラクウェルである。その隣となりに、白い愛あい馬ば〈パラベラム〉に乗ってレオポルドが並んでいた。


「ほほう。ラクウェルさんにパシフィカさんですか。良い名ですね。美しい娘むすめさん達に相応ふさわしい。うんうん」


　臆おく面めんもなく言いながらレオポルドは頷うなずいて見せる。こういう歯の浮くような台詞せりふも平気で言えるところは、社しや交こう辞じ令れいに長たけた貴き族ぞくらしい。


「えへへ。そう？」


　馬車の客室横の窓まど枠わくに肘ひじを突いて顔を出しながら、パシフィカは笑った。


　歯が浮こうが白しら々じらしかろうが、美しいと言われれば、悪い気はしない。自分の背はい後ご……客室内部の長なが椅い子すに寝ね転ころんでいるシャノンに聞こえるように、声の調子を上げて、パシフィカは言った。


「やっぱり普ふ段だんから美術品とか見てて審しん美び眼がんを養やしなってる貴族様は違うわよねー。どこかの若じやく年ねん性せい老人怠たい惰だ症しよう候こう群ぐんと違ってさ」


「ほっとけ」


　……面めん倒どうくさそうに、しかし律りち義ぎに反応してシャノンが言って寄よ越こす。先ほどから、彼は身体からだのあちこちを搔かいている。よほどレオの台詞が肌はだに合わないのだろう。


「でもレオポルドさあ」


「レオで結けつ構こうですよ」


「じゃあレオ。武む者しや修しゆ業ぎようっていっても具体的にどうするの？　ただ旅してたってしょうがないでしょ？」


　確かに枝えだ道みちを通っていれば、今日きようのような事にも出くわしやすいだろうが……そういう偶ぐう然ぜんを期き待たいするのは、あまりに効こう率りつが悪い。山さん賊ぞくや強ごう盗とうも、見るからに騎き士し然とした恰かつ好こうの旅人を襲おそうような真ま似ねは避さけるだろう。無力な獲え物ものの方が狩かるのが楽だし、実み入いりも多いのだから。


「それも見けん聞ぶんを広めるという意味はあるのですが……無論当面の目的地はありますよ。ドイル・バレットという名前を御ご存ぞん知じですか？」


　パシフィカは首を振る。代かわりに漂ただよってきた声はシャノンのものであった。


「……確か、先代〈アンヴァー・ナイツ〉副団長だったな」


「おや。よく御存知ですね」


「まあな」


「そのドイル・バレット殿どのが隠いん居きよしておられる村が、パウザ領の端はしにあるという事で」


　何かそのドイル・バレットという騎士に思い入れでもあるのか、その名を口にするとき、レオの口く調ちようには力がこもっていた。


「とりあえず騎士道というか、入団の心こころ得えというか、そういうものについて教えを乞こおうかと思っているのですよ」


　希望と憧どう憬けいに沸わき立つ少年の声に対して、シャノンのそれはやはり気け怠だるげだ。


「要するにどーやったら入団できるか、裏うら口ぐちでもあったら教えてもらおうってわけだ」


　さすがにこの言葉にはレオも眉まゆをひそめる。


「そういう風に物事をひねくれて見るのは、感心しませんよ」


「そうよねー」


　ここぞとばかりにパシフィカが同意する。


「もうひねくれてひねくれて、三回転半ぐらいしてるのよ、ぐるぐると。やーね」


「根こん性じよう螺ら旋せん階かい段だん娘むすめに言われたかねーな」


「何よ。螺旋階段は設せつ置ち面めん積せきが少なくてすむんだからね」


「……何を言っとるんだ、おまえは」


　妙みような言い合いを始める兄けい妹まいに、困こん惑わく気ぎ味みの表情でレオが割って入る。


「……あのー。話、続けていいですか？」


「あ、はいはい」


「えーと。バレット殿は文ぶん武ぶ両道、徳にも厚あつい方で……まだまだ現げん役えきであられたのに、十五年前、突とつ如じよ引いん退たいし、田舎いなかに引きこもってしまわれたのです。一説には、当時生まれた姫ひめ君ぎみ……例の〈廃はい棄き王おう女じよ〉の封ふう印いんに関して陣じん頭とう指し揮きをとっておられたと言われていますが」


　ぴくりとパシフィカの表情が動く。だが特に気付いた様子もなく、レオは続けた。


「その際に〈廃棄王女〉の呪のろいを受けて体調を崩くずされたとか」


「の……呪い？」


　パシフィカは思わず聞き返した。背はい後ごでシャノンも身を起こす気け配はいがあった。


「噂うわさですけどね。そもそも〈廃棄王女〉などという存在が、本当にいたのかどうか……お世よ継つぎフォルシス様の誕たん生じようで、王おう位い継けい承しよう権けんの順位が下がったブレンテン公こう爵しやくが、王の権けん威い失しつ墜ついを狙ねらって流した噂、という説もある……と。どうしました？」


　いつの間にか、揃そろってじっと自分の顔を見つめているカスール姉兄妹きようだいに、レオは首をかしげて尋たずねる。


　パシフィカは慌あわてて笑顔を浮かべ、手など振りながら言った。


「な、なんでもないよ、あは、あはははは」








〈廃棄王女〉。


　それは王国のありとあらゆる公式記録から、その存在を抹まつ殺さつされた──と言われている──名もなき姫君の、短い短い物語だ。


　およそ十六年前、マウゼル教の聖せい地ち、グレンデルの大聖堂において下くだされた第五壱壱壱回〈託たく宣せん〉。絶対ともいえる的てき中ちゆう率りつを誇ほこるその預よ言げんは、五人の神しん官かんの命と引き換かえに、まだ生まれてもいない一人の女じよ児じを『世界を滅ほろぼす猛もう毒どく』と断じたのだ。


　紆う余よ曲きよく折せつを経へて、その女児──ラインヴァン国王妃ひエルマイアの生うんだ双ふた子ごの一方は、託宣を信じた者達の手によって秘ひ密みつ裏りに殺され、その短すぎる生しよう涯がいを閉じた。


　……少なくとも噂はそう伝えている。


　だが公式な記録はなく、当時の事情を知る者達の半数は墓はかの下、残りの半数の口は固く閉じられたままだ。裏うら付づけのない噂は無数の無責任な噂に細さい分ぶん化かされ、やがては風ふう化かして消えてゆく……はずだった。


　しかし。


　王おう都とから遠く離れた地方都市、マヌーリンにおいて、一人の男が殺害された時から、その封じられた物語は再ふたたび転ころがりはじめたのだ。


　その男の遺い児じ達──双子の姉し弟ていが、血の繫つながらない妹いもうとを護まもるために、故こ郷きようを、自分達を取り巻くしがらみの全すべてを捨すてて旅立った、その日から……








　懲ちよう罰ばつは覚かく悟ごしていた。


　一度の失敗は許ゆるされる。不ふ測そくの事じ態たいというものは常つねに起こりうるからだ。


　だが特とく務む戦せん技ぎ兵へいに、二度目の失敗は許されない。絶対とも言うべき任務遂すい行こう能力こそが、〈オブスティネート・アロウ〉の兵士達の存在価か値ちなのだから。


　だが……


「何か、いいことでもあったの？」


　そう尋たずねられ、クリスは自分がむしろ晴はれやかな気分でいる事に気づいた。


「あ……いえ……」


　曖あい昧まいに言葉を濁にごす。


　彼がいるのは、王都の軍施し設せつの一つ、〈オブスティネート・アロウ〉の発令所兼けん寄き宿しゆく舎しや……通称〈クウィーバ〉内の一室であった。


　書類上は軍の一部隊という事になっている〈オブスティネート・アロウ〉だが、特務戦技兵達と、彼かれ等らに関する施設は、通常の軍とは峻しゆん別べつされている。その成立過か程ていから、指し揮き系けい統とう、階級制度、装そう備び、給きゆう与よに至いたるまで、色々な意味で正せい規き軍とは違う集団だからだ。


　実際、この〈クウィーバ〉は、バイラッハ男だん爵しやくの別べつ邸ていであった建たて物もので、他の軍の施設とは明らかに造つくりも広さも違う。


　クリスとその上官がいるのも、元は応おう接せつ室しつだった部へ屋やだ。


　かつて貴き族ぞく達が香こう茶ちや片手に談だん笑しようしていたであろう室内。だが今、家か財ざい道具に当時の面おも影かげを遺のこしつつ、そこは戦士達が非ひ情じような命令を拝はい受じゆする場として活用されていた。


「今回はスターム少しよう佐さの口くち添ぞえもあったから、謹きん慎しん処しよ分ぶんで済すんでいるけれど」


　重じゆう厚こうな樫かし造りの机つくえの向こうから、彼の上官は言った。


「君きみが二度も任務に失敗したのは事実よ」


　初老の……貴き婦ふ人じんが。


　黒くろ髪かみを大きく編あみ上げた髪型と、鼻はなに引っかけた高価な視し力りよく補ほ正せい器具……老ろう眼がん用の眼鏡めがねが目立つ。派は手でと言えばかなり派手な恰かつ好こうなのだが、それが嫌いや味みに見えない落ち着きと上品さは、通とおり名なの通り……〈男バ爵ロ夫ネ人ス〉である故ゆえか。


　柔にゆう和わな灰色の瞳ひとみが、ただ穏おだやかな光をたたえて、クリスを見ていた。


　彼女こそが王国最強といわれる第四および第五特務部隊を統とう括かつする人物……アイリス・バイラッハだと言われても、にわかには信じられない人間も多いだろう。


　実は〈クリムゾン・ソード〉と〈オブスティネート・アロウ〉は、彼女の夫バイラッハ男爵が創そう設せつした部隊だ。元は、男爵の私し設せつ軍隊としての色が濃こかった集団である。故に男爵急死後、統括者としての地位を引き継ついだのは、その妻つまアイリスであった。


　当初は、その管理能力を疑ぎ問もん視しし、正せい規き軍内に強制併へい合ごうすべきとの意見も多かった。その冷れい酷こく非ひ情じようさで有名だった夫に対し、温おん和わの代名詞のように言われていた彼女が、創設されて間もない特とく殊しゆ部隊を統括できるとは、誰だれも思わなかったのだ。


　だが周囲の予想を裏うら切ぎり、彼女は見み事ごとに二つの部隊を運営してのけた。現在では彼女の管理能力を疑うたがう者はいない。いや、それどころか、王国軍の影の実力者として、軍はおろか王室にも多大な影えい響きよう力りよくを持っている。


　穏やかな笑顔に騙だまされてはいけない。


　その裏側には、必要とあれば大量殺さつ戮りくをも顔色一つ変えずに命じる、冷れい徹てつな司し令れい官かんの顔が隠かくれているのだから。


「二度とこういう失しつ態たいがないよう、以後、より一いつ層そう、任務遂すい行こうにはげんで頂ちよう戴だいね」


　口く調ちようも、任務に失敗した部下を叱しつ責せきする上官と言うより、孫まごの悪戯いたずらをたしなめる祖そ母ぼのような雰ふん囲い気きがある。だがクリスは神しん妙みような表情を浮かべて、頭を下げた。


「……はい」


　皮一枚で彼の首は繫つながったようだ。悪くすれば除じよ隊たいという事も有り得えた。


　そして……特務戦技兵たちにとって、それは死刑宣せん告こくに等ひとしいものであった。


　彼等は、物心つく前から、ひたすら戦せん闘とう技術の優ゆう劣れつだけをその価か値ち観かんの中心に据すえて生きてきた。今いま更さら考え方、性格を根こん本ぽんから変えるのは、ほぼ不可能と言っていい。まして頼たよるべき肉にく親しんや知ち己きもない彼等が、価値観の大きく異ことなる一いつ般ぱん社会になじめる事は、まずない。ここから放り出されれば、ただ途と方ほうに暮くれるしかないのだ。


　除隊を命じられてこの部屋を去り、一カ月後に首を吊つった元同どう僚りようを、クリスは知っている。やけになって暴あばれ回り、数日前までの仲間に『処分』された者さえいた。


　強さだけに特化した彼等は、ある意味では、とても脆もろい存在でもあるのだ。


　ただ……不ふ思し議ぎと今のクリスは、除隊の可能性を思っても、動どう揺ようはほとんどなかった。


　いや、むしろ……


「以上です……あ、そうそう。クリストファ・アーマライト。ちょっとお待ちなさい」


　一礼してさがろうとしたクリスを、〈バロネス〉は呼び止め、執しつ務む机づくえから一枚の封ふう筒とうを取り出した。


「こんなものが届とどいているのだけれど」


　何の変へん哲てつもない、民みん間かん用よう途との普ふ通つう郵ゆう便びんである。軍の命令伝でん達たつ書しよや、魔ま導どう士しの思し念ねん同どう調ちよう魔法〈警角笛ギヤラホルン〉を使って自動書しよ記きされる緊きん急きゆう通つう達たつなどは、それぞれ専用の封筒に入れて渡されるのが常だ。


「手紙？」


　クリスは怪け訝げんそうな表情を浮かべた。


　一般社会とほとんど接点のない彼に、誰だれが手紙など送るというのか。


　見れば、宛あて先さきはクリスになっているが、住所は王都の軍司令部になっていた。恐おそらくクリスの住所が分からなかったが故ゆえの事であろうが、よくここまで届いたものである。


〈バロネス〉がそれを裏うら返がえして見せると、そこにはこう書かれているのが見えた。


　代だい筆ひつ人にん……ミシェル・ボランド。


　差さし出だし人にん……ウイニア・チェスタ。


　まだ地方では字は読めても書けないという人間は多い。手紙に代筆者の名を添そえるのは、ごく一般的な事だ。


「…………！」


「あのクリストファに女の子から手紙が……と思うと、私、何だか感動してしまって」


〈バロネス〉はポケットからそっとレースのハンカチを取り出すと、わざとらしい動作で目元に当てた。


　クリスは嫌いやな予感を覚おぼえる。


　こういう仕種をする時の〈バロネス〉は何か企たくらんでいる事が多いからだ。


「あんまり感動したから……」


　クリスの上官がやはり執務机の引き出しから取り出して示しめしたのは、通達用の回ボ覧ー板ドに貼はられた一枚の紙である。


「回ボ覧ー板ド創つくって、部隊中に回したわよ」


「バ……〈バロネス〉？」


『驚きよう愕がく！　あのクリストファに年上の恋人？』


　などと、赤い太ふと文も字じで、でかでかと書かれた上に、強調の波なみ線せんまで引いてある。


　道どう理りで今日きよう、〈クウィーバ〉に出しゆつ頭とうした時、数名の同どう僚りようが意味ありげに笑っていたはずだ。クリスは単に、任務に失敗した彼への嘲ちよう笑しようかと思ったのだが……


「〈バロネス〉！」


　悲ひ鳴めいじみたクリスの声を無視し、彼の上官はさらにもう一部、今度は何かの報告書らしい紙かみ束たばを取り出した。


「ウイニア・チェスタ。一七歳。係けい累るいは祖母が一人。宿しゆく泊はく施し設せつ〈大おお熊くま亭てい〉の実質的な経営者。問題の〈廃はい棄き王おう女じよ〉一いつ行こうと親しん交こうがあったと推すい測そくされるが、詳しよう細さいは不明」


〈バロネス〉は歌うように、その調査結果……恐らくは〈ブラック・ホーク〉の報告書抜ばつ粋すいの写うつしだろう……を読み上げる。


「まあ、内容は、命を助けられた事に対する、他た愛あい無ないお礼れいの手紙だったけれど」


　悪わるびれた様よう子すもなく〈バロネス〉は言った。


〈オブスティネート・アロウ〉に限らず、軍の特務部隊の構成員に送られてきた郵便物や、その他交こう友ゆう関係は、第三級監かん視し処しよ置ちの下に置かれる。機き密みつを扱あつかうことが多いためだ。故ゆえに、〈バロネス〉が手紙の中身を先に読んでいるのは別に驚おどろくことではないが……


「お礼……？　ああ、あの時……」


　たった一度だが……ウイニアが肉の触しよく手しゆに襲おそわれた時、クリスは彼女を護まもって武器をふるった。その時の事だろう。律りち義ぎな娘むすめだ。


「でも、その文面の裏には、隠かくされた乙女おとめの想おもいがあると見たわ」


「……よくそこまで裏読みができますね」


　若じやつ干かん呆あきれ気味のクリスに、〈バロネス〉はやや不ふ敵てきな笑顔を浮かべて見せた。


「貴き族ぞくの奥おく方がたをなめてはいけないわよ、クリス。屋や敷しきの中で暇ひまを持て余あましてる貴き婦ふ人じんにとって、他人の恋れん愛あい沙ざ汰たなんていうのは、最高の娯ご楽らくなんだから」


「自分で言わないでください」


〈バロネス〉が、普通の貴婦人のように暇を持て余しているかどうかは、疑問であるが。


「ひょっとして、謹きん慎しん中に抜け出して、タウルスに行こうとか思ってない？」


「お、思ってません、そんなこと」


　どもるということは、少しは考えたのかもしれない。差し出された手紙をやや慌あわて気味な手つきで受け取り、クリスはさっさと懐ふところにしまう。


「……まあ、それはともかく」


　そんな特務戦技兵を面おも白しろそうに眺ながめながら、〈バロネス〉は話題を変えた。


「悪いけど、タウルスには行かせてあげられないわ。君は一応、正せい規きの任務からは外はずれるけれど、別の仕事を頼たのみたいの。あくまで、私個人からのお願いなのだけれど」


　クリスは表情を引き締めた。本題は、謹慎云うん々ぬんよりもそちらだったと悟さとったからである。


　元より〈オブスティネート・アロウ〉の任務はその内容を世せ間けんに公表できないようなものが多いが、それでも一応、その活動は、公式任務として内容を文書に記録、保存される。無論これは持ち出し禁止の非公開資料であるが……それなりの地位にいる人間が、所定の手続きを踏ふめば、部隊外の者であってもその記録を読むことができるのだ。


　だが『私個人からのお願い』であれば、その限りではない。


〈バロネス〉は、非公開記録にさえ残せないような、機密度の高い任務を、彼に与えようと言っているのだ。


　だが……クリスは即そく座ざに首しゆ肯こうした。


「分かりました……内容の説明を」








　規き則そく正しい寝ね息いきが聞こえてくる。


　日が暮くれて足元も見えにくくなってきたシャノン達は、野の宿じゆくをすることに決めた。幸さいわい、山道は抜けたので、街かい道どう脇わきに流れていた川の側そばで馬車を停め、シャノン達は手早く夕食をとった。その後、くじ引きでシャノン達は獣けもの避よけ、山さん賊ぞく強ごう盗とう避けに、焚たき火の番を決めたのだが……


「しっかり寝てやがるな」


　焚き火の前で気持ちよさそうに寝ているレオを見下ろしながら、仮か眠みんを終えて起きてきたシャノンがぼやいた。パシフィカは馬車の中で眠っている。


「まったく、何が『任まかせてください』だ」


「まあ、疲つかれたんでしょう」


　ラクウェルも淡あわい苦笑を浮かべて言う。最初の番は彼女とレオだったのだ。


　ラクウェルは焚き火の中から一本の鉄てつ串ぐしを引ひっ張ぱり出した。いい具合に焼けた夜食のトウモロコシが香こうばしい匂においを漂ただよわせる。


「夜食。食べごろよ」


「ふむ」


　シャノンは差し出されたトウモロコシを受け取り、焚き火の前に座すわった。


「シャノン……この子の言っていた、〈アンヴァー・ナイツ〉の元副団長さんの事だけど」


「ドイル・バレットか？　俺おれも名前しか知らんがな」


「そう、その人。私達もこの子と一いつ緒しよに行って、会ってみない？」


「……何を考えてるんだ、おまえは」


　シャノンは眉まゆをひそめて双ふた子ごの姉あねを見た。


「どういう手段で親おや父じ達がかっさらって来たのかは知らんが……表おもて向むきはパシフィカを殺した事になってる人間だぞ。そんな奴やつのところにパシフィカを連れていったら……」


　表面上はまったく気にしていないように振ふる舞まっているが……パシフィカが自分に背せ負おわされた運命を、ひどく気に病やんでいるのはシャノンもラクウェルも知っている。


〈グレンデルの託たく宣せん〉により世界に災さい厄やくを呼ぶ者と断じられた〈廃はい棄き王おう女じよ〉。自分が生きているだけで、人々に災わざわいをもたらす……その不ふ吉きつな想像は、恐おそらく十五歳の少女の心を蝕むしばみ続けているだろう。


「シャノンの心配も分かるけど……私達自身、十五年前の出で来き事ごとは、噂うわさと、父とうさんの遺ゆい言ごんに書いてあった事しか知らないわ。このまま逃げ回っているのも一つの手段だけれど、当時の事を知る人間に話を聞く事ができれば、また何か手が打てるんじゃないかしら」


「…………」


　シャノンは自分の手元に視線を落とした。


　パシフィカに背負わされた〈廃棄王女〉という忌いまわしい名。少女一人が背負うには重過ぎるその運命を、彼は共に背負ってやる心こころ積づもりでいた。だから彼はどこまでも逃げつづける道を選んだのだ。


　だが……思えば、その〈廃棄王女〉という二つ名を取り除のぞいてやるための努力をしようとは、考えもしなかった。いや、彼女を狙ねらって襲おそってくる何人もの刺し客かくと闘たたかううちに、彼は妹いもうとではなく〈廃棄王女〉を護まもっているような気になっていたのかもしれない。


　それは……彼女を〈廃棄王女〉と決め付けて疑いもしない連中と、同じだったのではないだろうか。


「……そうか。そうかもな」


　そうつぶやき……不意にシャノンは刀かたなをつかんで立ち上がった。


　夜風を見ようとするかのように、黒い眼めを細めて虚こ空くうを眺ながめる。腰こしを浮かしたラクウェルを振り返って、シャノンは言った。


「二人を起こしてくれ。昼間の連中が懲こりずに来たようだ」








　ロプスは問題の青年を見て薄笑いを浮かべた。ダグ達がやたらと恐れるのでどういう相手かと思えば、ただちょっと背が高いだけの優やさ男おとこではないか。


「おい、そこのおまえ」


　ロプスは刀を抜くそぶりも見せずに飄ひよう然ぜんと立っている青年……シャノンに向き直り、声をかけた。


「昼間はこいつらが世せ話わになったそうだなあ？　だがな、なめられて引っ込んでるほど、俺おれ達はお上品じゃねえんだよ。ちっとばかり腕うでが立つからっていい気になって……」


「……それ以上しゃべらないでくれるか？」


　シャノンはため息をつくような口く調ちようでロプスの言葉を遮さえぎる。


「長々と馬ば鹿か丸出しの台詞せりふを聞いていると、馬鹿が伝う染つりそうだ」


「…………」


　一いつ瞬しゆん、その厚い唇くちびるをめくりあげて何かを言いかけ……しかしロプスは黙だまって自分の武器を抜いた。


　殻竿棍フレイルと呼ばれる武器だ。要するに棍こん棒ぼうに棘とげ付きの鉄球を鎖くさりでつなげた代しろ物ものである。刀とう剣けんなどに比くらべると、非常に大おお雑ざつ把ぱで原始的な印いん象しようがあるが……うまく使えば比ひ較かく的てき非ひ力りきな者でも、鎧よろいごと敵てきを叩たたき潰つぶすだけの威い力りよくを発はつ揮きする。


　ましてロプスのものは通常のものよりも一回り以上も太い棒と、さらに大きな鉄球で造られていた。この男の腕わん力りよくで叩き付けられたら、犠ぎ牲せい者しやは一瞬で死体とも呼べないような肉にく塊かいと化すだろう。


　だがシャノンは特に戦おののくでもなく、いつもの面めん倒どうくさそうな表情でロプスを眺めている。


「ぶち殺す」


　ぼそりと言ってロプスが前に出た。


　その時……


「お待ちなさい！」


　凛りんとした声を上げてシャノンとロプスの間に飛び出してきたのは──言うまでもない事だが──レオである。


「ぬあー……」


　シャノンが思わずうめくような声を漏もらす。


　正しよう直じき、頭でも抱かかえたい気分だったが、そんなシャノンの様よう子すなど露つゆ知らず、レオは彼を庇かばうようにロプスとの間に割り込んだ。さすがに寝起きだからか、鎧は着つけていないが、長ちよう騎き剣けんは既すでに抜いて片手に携たずさえている。


「庶しよ民みんを護まもるのは貴き族ぞくの義務、彼かれ等らに狼ろう藉ぜきを働くというのなら、まず僕ぼくを倒してからにしなさい！」


　足音にシャノンが振り返ると、馬車の向こう側から、パシフィカが駆かけ寄ってくるところであった。その後ろにはラクウェルの姿すがたもある。


「シャノン兄にい、レオを止めて！」


　顔色を変えてパシフィカが叫さけぶ。


　だがシャノンは面倒くさそうな表情のまま、動かない。


「邪じや魔まだ……！」


　次の瞬間……鉄球はうなりをあげて少年騎士の頭上に打ち下ろされていた。


　一瞬後の惨さん劇げきを予想して、思わず目を閉じるパシフィカ。


　轟ごう音おんが地を震ふるわす。


　そしてその直後、彼女の耳に飛び込んできたのは肉のつぶれる異い音おんでも、少年騎士の悲ひ鳴めいでもなく……


「ほう、これはすごい！」


「……え？」


　眼を開いたパシフィカが見たものは、地にめり込んだ鉄球と、その横に平然と立つレオであった。地面は爆ばく発はつしたようにえぐれているが……レオは傷一つ負おった様子もない。むしろ潑はつ剌らつとした表情で、彼は巨きよ腕わんの強ごう盗とうと相あい対たいしていた。


「え？　え？　何が……」


「鉄球が当たる直前、剣で叩たたいて軌き道どうを逸そらしたんだよ」


　混こん乱らんするパシフィカに、面おも白しろくもなさそうにシャノンが説明した。


「剣で叩いてって……」


　無論、それが生なま半はん可かな技術でできる技わざでない事は、パシフィカにも想像がつく。


「ひょっとして強かったの、レオって？　シャノン兄、知ってて……」


「まあな」


　シャノンほどの使い手になると、相手の物もの腰ごしを見ていれば、大体の強さは測はかれる。彼は最初に出会った時点で、おおまかに、ではあるがレオの技量を把は握あくしていた。


「俺一人で片づけてしまった方が、話が簡かん単たんだったんだがな……まあ始めてしまったなら、しょうがない」


　呆ぼう然ぜんとしているロプスの手下の強盗達を一いち瞥べつし、シャノンは言った。


「さて、ラクウェル。せっかくお強い騎士様ががんばってくれるんだし、俺達は他の雑ざ魚こを掃そう討とうするか」


「……そうね」








「ぬうっ！」


　ロプスは渾こん身しんの力で殻竿棍フレイルを振り回す。


　ごおん……と鉄球は地面の上に叩きつけられ、そこにあった小さめの岩を、粉こな々ごなに粉ふん砕さいした。だが、レオはというと、相変わらず傷一つない。


「があっ！」


　今度は横よこ殴なぐりの一撃。しかしこれもレオは素す早ばやく身を引いてかわす。空くうを切った鉄球は大きく弧こを描き、すぐ近くの樹じゆ木もくの一本に激げき突とつした。


　かなり太い幹みきであったので、倒れるような事はなかったが、鉄球を引き抜くと同時に、生なま木きの裂さける音が響ひびき……


　……ごげし。


「ぬぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ……」


　一瞬遅おくれて落ちてきた太い樹きの枝えだに、間抜けにも頭を直ちよく撃げきされた時点で……ロプスの怒いかりは頂点に達した。


「ぬがああああああっ！」


　もう技もへったくれもない。血走った眼めでレオを見ながら、ロプスは殻竿棍フレイルを滅め茶ちや苦く茶ちやに振り回す。ほとんど狂気にも似にた怒りに支ささえられ、その一撃は大地をえぐり、岩を砕くだき、樹をへし折った。まともに人間が食らえば、肉にく片へんをまき散らしてばらばらになるだろう。


　だが、当たらねば何の意味もない。


「攻こう撃げきが単純過ぎますね」


　まるで悪あく夢むのようだった。


　レオは長い剣をちょこまかと最小限の労力で動かすだけで、ほとんど足場さえ動かしていない。大振りする必要もないのだろう。そして剣に弾はじかれて軌き道どうを逸そらされた鉄球は、彼に全まつたくかすりもしないのだ。


「ぐぬがああああっ！」


　そんなレオに対し、全力で武器を振り回すロプスは動きがすぐに鈍にぶってきた。


　何十度目かの空から振ぶりの勢いきおい余あまって、鉄球が、地面にめり込む。ロプスは渾身の力でそれを引き戻もどし……


　そこへ、レオの長ちよう騎き剣けんが閃ひらめいた。


　その長い剣身が、下からすくい上げるようにして走り、止まる。


　次の瞬間、ロプスは殻竿棍フレイルの鉄球がはるか彼方かなたに落ちる音を聴きいた。


　じゃらん、と途中で断たれた鎖くさりが所在なげに揺ゆれる。


　見ればレオの足元からロプスの方へと地面に切れ込みが走っていた。えぐられているのではない。文も字じ通り地に刻きざまれた直線は乱れなく、まるでバターに付けられたナイフ跡あとのように滑なめらかであった。


　一体、どれ程ほどの技量が、このような結果を顕あらわし得るのか。


　呆ぼう然ぜんと固まる彼の喉のど元もとに、素早く翻ひるがえった剣先が突きつけられた。


「勝しよう負ぶありました」


「く……こ、殺せ！」


　少年騎士の言葉に我われを取り戻し……屈くつ辱じよくに顔を紅こう潮ちようさせてロプスは怒ど鳴なった。こんな子供に負けたとあっては、最も早はや、頭とう目もくとしての威い厳げんも何もあったものではない。


「てめえの勝ちだ！　殺しやがれ！」


「はっはっは」


　レオは闊かつ達たつに笑ってから、表情を引き締しめて言った。


「罪つみを憎にくんで人を憎まず！」


　このレオポルドという少年──こういう使い古された青あお臭くさい台詞せりふを、笑いもせずに平然と言えるあたり、結けつ構こう大物なのかもしれない。


「……は？」


「なかなかに良い仕し合あいでありました」


「…………」


　毒どく気けを抜かれたような表情を浮かべて、ロプスが地に座すわり込む。


　敗はい者しやに対する嘲あざけりではなく、勝しよう者しやのおごりでもなく、ただ敢かん闘とうした相手への賞しよう賛さんを込めてレオは微笑ほほえみかけた。ロプスの険けん相そうが、ふと子供のように緩ゆるむ。


「おめえ……」


　場にそぐわぬ爽さわやかな空気が二人の間に流れる。


　その時。


「……あ、ごめんなさい」


　……爆ばく音おん。


　狙ねらいの外はずれたラクウェルの攻こう性せい魔法が、爽やかな雰ふん囲い気きもろとも、二人を身も蓋ふたもなく吹っ飛ばした。








「さあ！」


　包ほう帯たいでぐるぐる巻きになりながらもレオは御ぎよ者しや台だいの上で元気に言った。


　まあ大事にいたらなかったのは良いが、元気潑はつ剌らつの怪け我が人にんというのも、はっきり言って不ぶ気き味みである。


「今日もいい天気です！　がんばって行きましょう！」


「少しはめげろよ、おまえは……」


　馬ば上じようのシャノンが言う。さすがに乗馬は無理なので〈パラベラム〉はシャノンが乗っているのだ。


「何をおっしゃいます。不ふ屈くつの精神が、不可能を可能にするんですよ」


「……そりゃそうかもしれんが」


　苦笑してシャノンは言った。


　とにかく明るく前向きに……レオの態たい度どは、傍はた目めから見れば間ま抜ぬけに見えても、無む謀ぼうに見えても、それは、一つの強さではある。そしてそれは、今のシャノン達にも必要なものかもしれない。


「まあまあ、にぎやかでいいじゃない」


　呑のん気きにパシフィカが笑う。


「……ま、そうかもな」


　たまには気楽にいってみるのもいいだろう。そうすれば、今までと違う道が見えてくるかもしれないから。


　シャノンはあくびをかみ殺しながらうなずいた。




　第二章　お嬢じよう様さまの憂ゆう鬱うつ







　花の咲さき誇ほこる晩ばん春しゆんの庭てい園えんで、彼女は彼に出会った。


「こんにちわ、はぢめまして、レオポルド、スコルプス、です」


　まだ五歳になったばかりの、幼おさない少年。無論、彼女とて当時は八歳になったばかりであったが……それでも末すえっ子の彼女としては、自分に弟おとうとができたような気がして、やけにはしゃいでしまったものだ。はしゃぎすぎて、その日は熱を出して寝込んでしまったのには、参まいったが。


　少年の父は『息子むすこと仲良くしてやってくれ』と笑顔で彼女に言った。それは無論、ある種の社しや交こう辞じ令れいのようなものであったろうが……彼女は生き真ま面じ目めに少年の世話を焼いた。彼女の家から少年の家までは馬車でも半日かかったが、三日に一度は必ず遊びに行った。


　彼女の親も、その親友である少年の親も、彼女のそんな熱心さを快こころよく思っていたようだった。ほめられた事はあっても咎とがめられた記憶はない。


　だから……彼女は一いつ生しよう懸けん命めいに少年の世話を焼いた。


　元々、体力に乏とぼしい彼女は、年々少年の遊びについて行けなくなっていった。よく体力不足で卒そつ倒とうしたりもしたが……それでも懲こりずに彼女は少年の世話を焼いていた。


　血は繫つながっていなかったが、彼女には少年は大事な大事な弟であった。


　ところが──ある日。


　少年は何を思い立ったのか、旅立ってしまった。


　年々自分と少年の間にある種の距きよ離りができて行くのを薄々と感じてはいたが……それでも彼女は、少年にとって自分が最大の理解者である事を自じ認にんしていた。決して切れることのない絆きずながあるのだと、信じていたのだ。


　だから自分の前から少年が居いなくなってしまったのが、彼女には信じられなかった。


　突然に覆おおい被かぶさってくる驚おどろきと嘆なげき。彼女は、どうしていいか分からず──


「はうっ……」


　とりあえず卒倒した。








　それはひどくか細い声だった。


「あのう……」


　一いつ瞬しゆん、幻げん聴ちようかと自分の耳を疑ったパシフィカであったが、念のためにと顔を上げ……そして彼女はそこに一人の娘むすめを見た。


　朝食の用意をしていた手が止まる。


　それは日ひ傘がさをさした、二は十た歳ちほどの──何というか、とてもか弱げな娘であった。


　他にも肩の辺あたりで切り揃そろえた金きん髪ぱつだとか、やや下がり気味の大きな紫むらさきの眼めだとか、やたらと白い肌はだとか──特とく徴ちようはいろいろあるが、まず目に付くのはそういった、はかない幻まぼろしのような風ふ情ぜいである。容よう姿しとしては……まあ、美人の部類には、入るだろう。特に目を引くような美形ではないにしても。


　深しん窓そうの令れい嬢じようといったところであろうか。


　パシフィカがそう考えたのは、細こまかな細さい工くの入った日傘や、濃のう紺こんの繻子サテン生き地じを使ったドレス故ゆえの事である。いずれも決して安い代しろ物ものではなかろう。


「もし……そこの方」


「えっと……私？」


　周囲を見渡しながらパシフィカが尋たずねる。


　他にそれらしい人影もないのに、思わず聞き返したのは、何というか……その娘が何だか自分とは別のものを見ているような雰ふん囲い気きがあったからだ。世界が違うというか、現実の相がずれているとでも言おうか……


「他に人は……見あたりませんわ……」


「いや、まあ、そうなんだけどね」


　周囲には相変わらず、田舎いなか街かい道どうの風景が延えん々えんと続いている。草くさ木き深い森の中を、ゆっくりと曲がりくねりながら走る辺へん境きようの道には、他に通行者の姿すがたもない。


　それでも一応、道を占せん有ゆうしないのは旅する者の掟おきてである。パシフィカ達は街道の側そばに一定距きよ離りで設もうけられた休きゆう憩けい用の空あき地に、馬車を停めている。昨日きのうはここで夜を明かした。


　シャノンとレオは早朝から森の中へ二人して出かけており、留る守す。今、馬車の側にいるのはパシフィカとラクウェルだけだ。そのラクウェルも馬車の中で予よ備びの調味料を探さがしている最中で、視界の中にその姿は見えない。


「で、何の用？」


　改あらためて見てみると妙みような娘だ。


　彼女の背はい後ごには、何やら豪ごう華かそうな仕立ての馬車が一台、停車している。御ぎよ者しや台だいには何を考えているのか、メイド姿の……屋や敷しきの中で掃そう除じやら料理やらをする時の、フリル付きエプロンにフリル付き髪かみ留どめと言った恰かつ好こうそのままの娘が一人。


　こちらは二十代半なかばほどの、黒髪の娘である。人形のそれのように綺き麗れいに切り揃そろえられた癖くせのない長ちよう髪はつと、切れ長な眼めのせいで、やたらときつそうな印いん象しようがある。美人と評する人間は百人いても、可愛かわいいと評する人間は、ほとんどいないだろう。


　どうやらその馬車に乗って通りがかったらしいのだが……その馬車の仕し様ようといい、娘や御者の服装といい、全体的に違い和わ感かんがある。


　明らかに旅行者のそれではないのだ。


　旅というものに対する認にん識しきが徹てつ底てい的てきに甘あまいのか、重度の世せ間けん知らずで、物事の道どう理りを分かっていないのか、底抜けの馬ば鹿かなのか……そのどれでもありそうな雰囲気ではある。


「人を捜さがしているのです……」


　何となくふらふらした様よう子すで娘は言った。


　普ふ通つうにしているはずなのだが、どことなく、すぐにも卒そつ倒とうしそうな雰囲気がある。


「人ってどんな？」


「可愛い男の子です……」


　夢見るような口く調ちようで言う娘。


「とてもとても……可愛い男の子なのです……」


　明後日あさつての方向を、やたらと遠い眼で見つめながら、その娘は言う。何となく、それ以外の要素を聞くのが躊躇ためらわれるような断言の仕方であった。


「あ、そう……」


「名前は……レオ……レオポルド・スコルプスといいます……」


「ああ、なんだ。レオの知り合いか。可愛い男の子とか言うから、十歳くらいの子を想像しちゃった」


　よろけているんだか、何だか分からないような仕種で、娘が視線をパシフィカに戻もどす。


「……御ご存ぞん知じなのですか？」


「うん。いろいろあって、一いつ緒しよに旅してるよ。ちょっと今は出かけてるけど半時間グロツクもしないうちに戻ってくると思うけど？」


　旅の同どう行こう者しやの知り合いと知って、親したしみを覚おぼえたのであろう。パシフィカは気安い口調で言った。元々人見知りしない性格でもある。


　だが。


　自分を見つめる娘の紫眼……その瞳どう孔こうが、何か発ほつ作さの前まえ触ぶれのように、すっと小さくなったのに、パシフィカは気付いていなかった。








　刃は物もの同士の戦いというものは未経験者が思う以上に精神戦を大きく含ふくむ。


　特とく殊しゆな場合を除のぞけば、何度も打ち合うのは、よほど対戦者同士の力りき量りようが共に高度で、かつ肉にく薄はくしているか……それとも共に技量がお粗そ末まつか、のいずれかである。


　まともに相手に武器が当たれば一いつ瞬しゆんで勝しよう負ぶはつく。かすり傷であればともかく、筋きん肉にくにも達するような傷を受けて、普ふ段だん通りに動ける人間はいない。


　だから……大たい概がいの場合、剣と剣との戦いは、先に相手に当てた方が勝つ。それには間ま合あいを読み、相手の呼こ吸きゆうを読み、一瞬の勝しよう機きを見み逃のがさない集中力が必要とされる。


「……シャノンさん？」


　街かい道どうからやや離れたところにある小さな荒れ地。やたらと砂じや利りの多い土質のせいか、まばらに草が生はえるだけの殺さつ風ぷう景けいな場所に、シャノンとレオはいた。


　互たがいに武器を抜いて構かまえている。


「どうしました？」


　平然とそう尋たずねてくるレオを見ながら、内心、シャノンは舌したを巻いていた。


　長ちよう騎き剣けんを構えるレオの体勢は、ごくありふれたものであるが……全まつたく無理がない。小さい頃ころから気の遠くなるような修しゆう練れんを重ねてきた賜たま物ものだろう。ごくごく自然に身に付いたその構えを、別に意い識しきせずともとれるのだ。その姿には、必要以上の気き負おいも緊きん張ちようもない。その気になれば、その構えのまま、半日でも立っていそうである。


　はっきり言ってしまえば、隙すきがないのだ。


　単純すぎて迷まよいがない。構えを切り崩くずすための弱点がない。ひたすら真まっ直すぐで、素す直なおな剣である。


　型にこだわる正当派剣術の使い手は多い。特に貴き族ぞく、騎き士しには多い。シャノンはそういった剣術を儀ぎ式しき剣術として、多少なりとも侮あなどるような部分があったのだが……ここまで隙がないと、見けん識しきを改あらためざるを得ない。


「……いくぞ」


　シャノンはつぶやいて前に出る。


　長く重い長騎剣は、後の先をとる戦法には向いていない。一撃必ひつ殺さつの大おお技わざをかわして、先に懐ふところに飛び込んでしまえばシャノンの勝ちだ。


　シャノンは小こ細ざい工くなしに、素す早ばやく踏ふみ込んで行く。


　同時にレオは身を横へと流しながら、遠えん心しん力りよくを利用して剣を振る。


　空気をえぐり抜きながらシャノンの元へと殺さつ到とうする長騎剣。


　ふぉうっ……！　えぐり抜かれた空気が鳴く。


　躊躇ためらいのない真っ直ぐな技。それだけに速く、重く、そして鋭するどい。


　シャノンはそれを刀かたなで受けた。受けながらさらに踏み込む。


「…………！」


　横へと押し流されながらも、剣撃の力の大半を受け流し、長騎剣に沿そって、間合いを詰つめてくるシャノン。その姿に、レオは驚きよう愕がくする。


　力だけでも技だけでも可能な事ではない。その双そう方ほうを備そなえた上で、冷静に実行する度ど胸きようもいる。実戦慣なれしていない人間ならば、機を見み誤あやまって、武器をたたき落とされているか、折られているだろう。


「……くっ！」


　長騎剣を戻もどしている暇ひまはない。もう懐に踏み込まれた時点で、長騎剣の攻撃範はん囲いを出てしまっている。


（ふん。まあ、かなり筋すじはいい……）


　とどめ、とばかりに太た刀ちを跳はね上げながら、シャノンは思う。


　しかし。


　鋼はがねが悲ひ鳴めいを発する。シャノンは眉まゆをひそめて自分の手元を見た。


　あろう事か、レオは長騎剣の柄つかを引き戻し、柄つか頭がしらでシャノンの太た刀ち筋すじを弾はじいたのだ。


　無論、無理な体勢ではあったが……シャノンも決めの一撃を外はずされて、体勢がぐらつく。


　レオはその隙に地へ身を投げ出し一転、起きあがりながら振り返るその勢いきおいを利用して長騎剣を下方から斜ななめ上方へと振り上げた。


　シャノンはそれを後方へ跳んでかわす。これで折せつ角かく詰めた間合いが元に戻った。


　ところが……


「えっ……？」


　ざくりと地面をえぐる音。


　レオは眼を瞬しばたたかせて自分の首くび筋すじに視線を降おろした。


　半なかば身を起こした体勢の彼のすぐ側そば……まさしく触ふれるか触れないか、といった場所に、シャノンの刀がある。それは深々と固い地面に突き刺さっていた。


　シャノンが……太刀を投げたのだ。


　あまりの事に愕がく然ぜんとするレオ。その瞬しゆん間かん、踏み込む動作と共に腰こしの後ろから短剣を抜いたシャノンが再ふたたび踏み込み、彼の右手に刃はを当てた。


「……勝負あったな」


　シャノンが言う。これで刃をそのまま引けば、刃は深々と彼の手首を切り裂さく。もうレオは剣を持てないだろう。喉のど元もとまで間合いを詰めなかったのは、再び先さつきと同じ技わざで短たん刀とうを弾き飛ばされるのを警けい戒かいしたからである。


「ず……」


　目を丸くして短刀を見ながら、レオはうめくように言った。


「ずるいですようっ……！」


「なにがだ」


「剣を投げるだなんて……反はん則そくですよ！」


「お綺き麗れいな正当派剣術には縁えんがなかったもんでな。反則と言われても困こまる」


「で、ですけど……そういうの、アリなんですか？」


「アリだ。それとも戦場に審しん判ぱんでも連れてく積もりか？」


　そもそも、実戦の勘かんを磨みがきたいからと、シャノンに修しゆう練れんの相手を頼たのんだのは、レオの方である。


　ただし、実を言えば……シャノン自身、こんな変へん則そく的てきな戦い方をする積もりはなかった。


　射しや刀とう術じゆつは、使ったというより、使わざるを得なかった、というのが正しい。元々仕掛けた後の隙が大きすぎるので、一発逆転の目もく論ろ見みが外れれば、それこそ終わりだ。


（……とんでもないな、こいつ）


　事が実戦……このような試合ではなく、真剣勝負であれば、レオよりも強い人間とやりあった事は何度かある。特務戦技兵のクリストファ・アーマライトなどはその典てん型けいだ。とにかく技が速く、力も強い上に、従じゆう来らいの型に囚とらわれない動きを平然と混まぜてくる。


　それに比くらべると、大きく重いレオの長騎剣は剣けん筋すじが必ひつ然ぜん的てきに限定されてしまい、使い手の性格もあってか、素す直なおで単純だ。その分、避よけやすいし、打撃力も流しやすい。


　ただ……その打ち込みの速さ、重さは尋じん常じようでない。


　安物の剣などで下へ手たに受ければ、最初の一撃でへし折られるだろう。くそ真ま面じ目めに何万……いや、何十万回もの回数、型を繰くり返した者のみが会え得とくできる、強さだ。技そのものが、完全に自分の身体からだの一部となっているために、咄とつ嗟さの応用もきく。


「まあ、それだけ動ければ大したもんだ。傷は大だい分ぶ癒いえたみたいだな」


　ラクウェルの魔法の余よ波はを食らってレオが怪け我がをしたのは三日前のことである。


「元々かすり傷ですよ。ラクウェルさんも大おお袈げ裟さに包ほう帯たいを巻かれるもんですから」


「あれでも一応、気にしてるんだよ」


　別に示しめし合わせたわけでもないのだが、手合わせはこれで終わりとばかりに、双そう方ほう、武器を収おさめて歩き出す。シャノンに問えばあからさまに嫌いやな顔をするかもしれないが、この二人、案外気があっているのかもしれない。


　さほどの時間も要さず、二人は馬車の所にまで戻もどってきた。


「あ……シャノン兄にい、レオ、お帰り」


　シャノンたちに気付いてパシフィカが言う。


　何を思ったか、彼女は小走りにシャノンたちの方へとやってきた。


「レオ、そういえばレオの事、尋たずねてきた人がいたよ？」


「僕ぼくを？　誰だれだろう……どんな人ですか？」


　レオは首を傾かしげる。


「女の人、二は十た歳ちぐらいかな」


「…………」


　レオが黙り込む。何か心当たりがあるらしい。シャノンとパシフィカは、このとき、レオの額ひたいを滑すべり落ちる一ひと滴しずくの汗あせに気付いた。


「……それは、何となく生命力に不自由してそうな女性でしたか？」


　ややあって……レオは引きつるような声で尋ねてきた。


「生命力って……いやまあ、確かに丈じよう夫ぶそうには見えなかったけど」


「……フィーシェ……姉ねえ様さま……」


　つぶやくようなレオの言葉を、シャノンが耳ざとく聞きつける。


「おまえ……お姉さんがいたのか？」


「いや、本当の姉ではないのですが……それよりも、彼女はどこへ？」


「いや、それがね……」


　パシフィカは人差し指で頰ほおを搔かきながら困こん惑わくの表情を浮かべた。


「話してる途中で、いきなり卒そつ倒とうしちゃって。すぐに回復したみたいだけど、何だか泣きながら走り去っていったわよ。途中で三回ほどまた、卒倒して転ころんでたけど」








　そのころ。


「レオ……」


　本ほん来らいならば、全まつたく視線など届とどかないやや離れた森の中。パシフィカの話を聞いて冷ひや汗あせを垂たらしているレオを眺ながめる二対ついの眼めがあった。紫むらさき色いろの一対はうっとりと。黒いもう一対はひたすら無表情に。まったくもって対たい照しよう的てきである。


　言うまでもない。問題のフィーシェ・ビアンキとそのお付きのメイドである。


　彼女らの前には、シャノン達の姿すがたが、蜃しん気き楼ろうのように映うつし出されている。これは〈望遠眼〉と呼ばれる民みん間かんの遠えん視し魔法を使った結果である。光を大きく歪ゆがめて目の前に結けつ像ぞうさせているのだ。やや透すき通って見えるのは、歪わい曲きよく途中で余よ計けいな光が入ってくるからである。


　ちなみにこの〈望遠眼〉……元々は軍用魔法〈智女神スノトラ〉の機能の幾いくつかを省はぶき、性能を落としたものを、民間に公開したものだ。本来は倉そう庫こや民家の警けい備びを一カ所に集約して効こう率りつ化するために──という目的で公開されたのだが、言うまでもなく、これが本当に役立つのは、見ての通り、のぞきに代表される違い法ほう行こう為いだったりする。


「はう～っ……」


　今にも卒倒しそうな様よう子す……というか彼女の場合、四し六ろく時じ中ちゆうそんな様子だが……でフィーシェはうめいた。


「どこの馬の骨とも分からない女が……あんなに……あんなに仲良さそうに……はうあう……私の……私のレオが……はうっ」


　そこまで言ってふらりと斜ななめにかしぐ。メイドは無表情に右手を伸のばすと、がし、と彼女の頭を無む造ぞう作さに鷲わし摑づかみにして、引き戻した。いつもの事なのだろう。


「あんな……庶しよ民みんの娘むすめたちが……私の大事なレオの側そばに……。はうう～。貞てい操そう観かん念ねんに乏とぼしい庶民の娘のこと……きっと……きっと……はうはう。うらやま……いえ、汚けがらわしい……ああ、そんな事……レオ……そんな……そんなところ……はう～……」




[image: ]


　どういう妄もう想そうを脳のう裏りに展開しているのか、ぐらりぐらりと傾かたむくフィーシェを、メイド娘が止めては、引き戻す。その無表情さと無造作具合が、やけに怖こわかったりするが、フィーシェは気にしていないようだった。気にする余よ裕ゆうもないのか、単にレオ以外の人間が眼がん中ちゆうにないのかは分からないが。


「はうう～……」


　ひとしきり、いたいけなお子さまにはお見せできないような光景を想像してから、ようやく落ち着いたのか、フィーシェは傍かたわらに立つメイドを振り返った。


「……デュメテア」


「何でしょう、お嬢じよう様さま？」


　メイドが答えると、ふっと〈望遠眼〉の画像が消える。どうやら、このメイド娘が〈望遠眼〉を起き動どうさせていた魔ま導どう士しらしい。


「……泥どろ棒ぼう猫ねこには罰ばつを与えねばなりません」


　いきなりフィーシェは断言した。


「お嬢様？」


「レオを、彼を淫いん靡びな庶民の魔ま手しゆから救わなければ……あの性しよう悪わる猫どもを駆く逐ちくすれば、きっと聡そう明めいで素す直なおなレオは、自分の過あやまちに気付くでしょう……とりあえず彼の側そばに寄らないように、うんと懲こらしめて……とりあえず落とし穴を掘って、中にミミズを……」


「お嬢様……」


　デュメテアは無表情に言った。


「それでこそ王国騎き士しビアンキ家けの長女というもの。及およばずながらこのデュメテア・ヘンメリ、全力をもってレオポルド様に群むらがる雌めす猫共どもを殲せん滅めついたしましょう」


「いや……あの……別に殲滅までは……」


「やると決めたら全力で抹まつ殺さつすべきです」


　デュメテアは淡たん々たんと提言した。


　デュメテアの場合、なまじ怜れい悧りな感じの美人だけに、表情のない真ま顔がおで『殲滅』だの『抹殺』だのと言われるとかなり怖こわい。


「そ……そうかしら……」


「はい。決して、最近新しく習ならい覚おぼえた攻こう性せい魔法を使ってみたいから、お嬢様をたきつけてその気にさせよう、とか、退たい屈くつな道行きに刺し激げきがほしい、とか、事を荒立てたら面おも白しろいなー……などとは、微み塵じんも思っておりません」


　それこそ微塵も信用できそうにない台詞せりふを、ビアンキ家のメイドは無表情に断言した。








　クリスと〈バロネス〉の姿は、とある庭てい園えんの中にあった。


　静かで……そして美しい場所である。


　彼かれ等らを包つつむようにして初しよ夏かの風にそよぐのは、名も知らぬ珍めずらしい花々だ。膨ぼう大だいな時間と手間をかけて品ひん種しゆ改かい良りようされた種か、あるいは遠い異い国こくの地より運ばれた品であろうか。


　それらを植える花か壇だんの煉れん瓦がには、一つ一つ細さい密みつな彫ちよう刻こくが施ほどこされている。非常に美しく、繊せん細さいなものだ。だが果はたして、どれだけの人間がそのような細部に目を留とめるのだろうか。


　大量にかけられた手間と時間と費用。


　これらを無む駄だととるか、こだわりや余よ裕ゆうとみるかは、人それぞれであろうが……


（それによってこの庭にわの主あるじたる資格が問われるのだとすれば、僕は即そく座ざに失格だな）


〈バロネス〉の傍かたわらに立ちながら、クリスはふとそんな事を考える。


「ご要よう望ぼうに見合う人材を連れて参まいりました」


　優ゆう雅がに〈バロネス〉が一礼する。


　相手は一人の貴き婦ふ人じんであった。


　白いベンチに腰こし掛かけ、侍じ女じよの掲かかげる日ひ傘がさの下で静かに微笑ほほえんでいる。年の頃ころは三十代の半なかばであろうか。この庭に主として相応ふさわしく、その容よう姿しは優雅で美しい。


　だがその美しさは繊細にすぎるとも言えた。


　温室の中でしか育たない花のようなものだ。俗ぞく世せの毒どくに満ちた外気に触ふれれば、たちまちこの花はしおれて散るだろう。


「クリストファ・アーマライトと申します」


　クリスは片かた膝ひざをついて礼を示しめした。


「この者については、色々と思われる事もございましょうが……私の部下の中では一番の腕うで利ききでございますれば」


　貴婦人は〈バロネス〉を、次にクリスを、その蒼あおい瞳ひとみでじっと見つめてから、言った。


「一つ……聞かせて頂ちよう戴だいな」


　貴婦人は、まるですがるかのような視線を自分の息子むすこのような歳としの少年に送る。


　即座に彼女の望むものを悟さとったクリスではあったが、彼は膝をついたまま、言った。


「何なりと、僕にお答えできる事であれば」


「あの子は……元気だった？」


　思えば皮ひ肉にくな問いではある。


　彼は彼女の生き別れた娘むすめを殺すために出かけ、そして敵てきとして出会ったのだから。


「……はい」


　だが、クリスは若じやつ干かんの羨せん望ぼうを覚おぼえながらも、そう答えた。彼の安あん否ぴをこんな眼をして尋たずねてくれる者は、この世にいない。


「そう……」


　感かん慨がいと安あん堵どに、貴婦人の表情が緩ゆるむ。〈バロネス〉は沈ちん黙もくする貴婦人を横目に、いつも通りの静かな口く調ちようで言った。


「クリス。あなたに十五年前の事件の再調査をしてもらいたいの」


「再調査……ですか？」


「あなたも知っているでしょうけど、〈廃はい棄き王おう女じよ〉に関して、軍や王室、マウゼル教教会との間で、意見が分かれはじめているわ。我われ々われとしても、改あらためて当時の状じよう況きようを詳くわしく把は握あくする必要があるの。でも、表おもて向むきには存在しない事件を公式にほじくり返すわけにはいかないし、正しよう面めんきって教会や王室の見けん解かいを否ひ定ていするわけにもいかない」


　それはつまり、クリスが全まつたくの独どく断だんで事件を再調査したという建たて前まえにする、という事だ。事実上、孤こ立りつ無む縁えん、部隊単位での支援は期き待たいできない。いや、それどころか必要とあれば、彼は独断専せん行こうの責任をかぶせられ、切り捨すてられるだろう。


「やってくれる？」


　命令ではない。言葉通りの頼たのみであった。


　拒こばんでも〈バロネス〉は彼を責せめまい。


「……はい。是ぜ非ひ僕にやらせてください」


　だが……クリスは躊ちゆう躇ちよなくうなずいた。








「フィーシェ・ビアンキは僕の遠とお縁えんにあたりまして」


　朝食を食べながらレオは言った。


　ちなみに今け朝さはパンと、チキンスープである。先日、街かい道どうで巡じゆん回かい商人から良い鶏にわとりの干ほし肉を譲ゆずり受けたものを、野や草そうと一いつ緒しよに煮に込こんだものだ。


「昔むかしからよく僕の家にも遊びに来ていたのですよ。ビアンキ家は代々王国騎き士しを務めていた家いえ柄がらで、父とビアンキ卿きようも親しん交こうがあったもので」


「……ほう」


　見るからに興きよう味みなさそうな様よう子すでシャノンが相あいづちを打つ。


　はっきり言って、シャノンとしては、レオに姉あねがいようが妹いもうとがいようが、知った事ではない。元々他人の事情には興味のない男なのだ。


　対してラクウェルとパシフィカは、興きよう味み津しん々しんと言った様子でレオの話に聞き入っていた。ここらは同じ両親の下で育っていても、性別や持って生まれた性格の違いが、如によ実じつに出る。


「まあ、姉弟きようだい同然に育ったのですが……何というか、まあ、彼女は思いこみが激しくて、何か思い詰めると、他のことが見えなくなるたちでして」


「似にたもの同士か」


「一いち途ずなのねえ……」


　シャノンが物もの憂うげに言い、ラクウェルがのほほんと評する。


「いや、そういった生やさしいものではなく……たとえば、僕を本物の弟のように可愛かわいがってはくれるのですが、どうにも世せ話わを焼き過ぎる傾向があって……」


「それって贅ぜい沢たくな悩なやみよね」


　パシフィカが苦笑しながら言った。口に出しては言わないが、『これだからお坊ぼつちゃんは……』というような表情である。レオはため息をついて言葉を続けた。


「パシフィカさん。爪つめはどうしてます？」


「……は？」


「爪。爪は、切ってますよね？」


「そりゃ切るけど」


　自分とレオの指先を見み比くらべながら、パシフィカは言った。


「ご自分で？」


「当然でしょ」


「彼女は……それも許ゆるしてくれなくて。ちょっとでも伸のびてたら、切ろうとするんですよ、僕の爪を。彼女が」


「…………」


　さすがにこれにはシャノンたちも言葉がない。


「髪かみの毛も、勝かつ手てに寄ってきて櫛くし入いれしようとするし、僕が外に出かけようとするといちいちどこに行くのか聞くし、寝苦しい夜など、側そばで子守歌、歌うし……十五、六にもなって、されたいですか、パシフィカさん？」


　シャノンとパシフィカは顔を見合わせた。


　さすがにそれはちょっと……というか、かなり嫌いやだ。


「きっとその人、レオくんの事が好きなのよ……」


　ラクウェルの言葉に、しかしレオは首を振った。


「いや、確かに、一応形式としては許嫁いいなずけになってますが……」


「……って、てめーは、許嫁がいる身で、この生なま意い気き絶ぜつ頂ちよう娘むすめを口く説どいてたのか？」


　シャノンは胡う散さん臭くさそうにレオを眺ながめる。


「婚こん約やくは、もう十年も前に親同士の決めた事ですし。あくまで仮かりのものだとは僕の父も言ってました。まあ……彼女の場合、根ねが真ま面じ目めですから、どうも、こうと決められたら、それを疑わずに全力で従したがっちゃうようなところがありまして……僕としては、もうちょっと肩の力を抜いて、僕にかまわず、自分の幸しあわせとか、そういうものを追つい求きゆうしてほしいんですけどね。何だか僕が、知らず知らずの内に、彼女の人生を奪うばってるような気がして、なんて言うか、やるせないんですよ」


「……なるほどね」


　珍めずらしくしんみり頷うなずくパシフィカ。一いつ瞬しゆん、横でシャノンが何か言いかけたが……思いとどまったらしく、彼は黙だまって朝食のパンをかじった。


「でも……」


　ラクウェルが首をかしげながら言う。


「そうなると、フィーシェさん、かなり衝しよう撃げきを受けたんじゃないかしら」


「……え？」


　驚おどろいたように瞬まばたきするレオ。


「愛いとしい愛しいレオくんが見知らぬ女二人と一いつ緒しよに旅をしてる……これを見て彼女がどう想うか、だけど」


「……俺は？」


　自分を指さしながら言うシャノンにラクウェルは苦笑を向けた。


「おまけ程度にしか映うつってないでしょうね。恋する女にとっては、近くに男がいようがいまいが、好きな人の側に自分以外の女がいること自体が許せないものなのよ」


「えらく細こまかい分ぶん析せきだが、経験があるのか？」


　眼を細めてシャノンが尋たずねる。彼の知る限り、この双ふた子ごの姉が異い性せいに恋こいこがれていた、などという事実はないはずだ。


「ミシェルさんに聞いたの」


「……そうだろうと思ったよ」


　呆あきれた様よう子すでそう言うシャノン。


「いえ、でも僕とフィーシェ姉様は、そのような関係では……」


「どうかしらね。案外そう思ってるのはレオくん、あなただけかも」


「…………」


　困こん惑わくの表情でレオは黙り込む。思い当たるところが、全まつたくないわけでもないのだろう。


「となると、泣いて走り去ったってのはちょっと気になるな。いくらなんでも、いきなり世をはかなんで身投げしたりはしないだろうが……ちょっと後あと味あじ悪いぞ」


　腕うで組ぐみして言うシャノンに、レオが顔を上げて応じる。


「いえ、彼女の場合、むしろ思い詰つめると突っ走りますから……」


　その時。


　レオの言葉を押しつぶすような強きよう烈れつな爆ばく音おんが、一同のすぐ側に炸さく裂れつした。


「……何らかの実力行こう使しに出るかと」


「真っ先にそれを言えええっ！」


　共に吹っ飛びながらシャノンはレオに向けて怒ど鳴なった。








「……はうう～……」


　フィーシェは地に這はいつくばりながら、言った。さすがに這いつくばっているので倒れはしないだろうが、代かわりにごろごろと地面を転ころがる。


「申し訳わけありません、お嬢じよう様さま。何分、慣なれていないもので、外はずしてしまいました」


　彼女と同様に、全身に木の枝えだやら葉っぱやらを差して匍ほ匐ふく前進しながら、デュメテアが無表情に応じた。フィーシェも転がるのをやめて、再ふたたび進み始める。


　姿すがたを隠かくしている積つもりなのであろうが……共に先ほどまでの恰かつ好こうなので、傍はた目めから見るとかなり不ぶ気き味みである。偽ぎ装そうの木の枝や枯かれ葉に身を包つつんで地を這うメイドとお嬢様。非常に……というか異い様ように前ぜん衛えい的てきな光景であった。


「レオも一いつ緒しよに吹っ飛ばしてしまったように見えたけど……」


　眼を細めて遠くのシャノンたちを見つめながらフィーシェが言う。


「大だい丈じよう夫ぶです。根こん拠きよはないですが」


　人差し指をたてて、断言するデュメテア。動どう揺ようも焦しよう燥そうも示さない無表情であるだけに、意味のない迫はく力りよくと説せつ得とく力があったりする。


「よしんば吹っ飛ばしても、そこはそれ、フィーシェ様の手て厚あついご看かん護ごをレオポルド様に施ほどこして差し上げれば、好こう感かん度ど急上じよう昇しようは間ま違ちがいなしでございます」


「なるほど」


　恐おそろしく手て前まえ勝がつ手てな理屈をこねながら、二人の娘はさらに匍匐前進する。


「では次を。今度は確実を期して、半自じ律りつ型攻こう性せい魔法をば」


「ふと疑問に思ったのだけれど……そんなのどこで覚おぼえてくるの？」


「とある入いり婿むこ、妻さい子し持ちの退たい役えき軍人から、浮うわ気きの口止め料の代かわりに少し」


　平へい坦たんな声で語るデュメテアを眺め、ぽつりとフィーシェは言った。


「……今いま更さらだけれど……あなたも色々と底知れないわね……」


「お誉ほめに与あずかり、光栄でございます」


「いえ別に誉めていないけれど……まあいいわ。とにかく、期き待たいしています」


「お任まかせを」


　そう言うと、デュメテアは呪じゆ文もんを唱となえ始めた。


　先ほどの〈炎杖レーヴアテイン〉と異ことなり、今度は詠えい唱しようもやや長い。田舎いなかでは魔ま獣じゆう、野や獣じゆうの脅きよう威いに対抗するために、そう高度なものでなければ違法な攻性魔法の使用も、半なかば黙もく認にんされているのが現状なのだが……


「……故ゆえにこそ・地の果はてまでも追いて滅ほろぼせ・我わが怨おん敵てき……来たれ〈黒ガ犬ル獣ム〉！」


　突とつ如じよとして虚こ空くうから生じ、縦じゆう横おう無む尽じんに伸のび走る光の線が、何かを形作って行く。ぱしんぱしんとその針はり金がね細ざい工くのような骨組みに部品のようなものがはまってゆき……


「…………！」


　地に這う娘たちの前に出現したのは、牛よりも大きな体たい軀くの黒い犬であった。


　その紅あかい眼めといい、口の端から漏もれている薄い炎ほのおといい、はっきり言って化ばけ物だ。しかも、いかにも人間辺あたりを獲え物ものに狙ねらいそうな、嫌いやな大きさである。


「何となく〈殲滅くん壱号アニヒレイター・ワン〉と名付けました」


　やはりにこりともせずにデュメテアが言う。


「行きなさい、〈殲滅くん壱号アニヒレイター・ワン〉。レオポルド様を誘ゆう惑わくする淫いん婦ぷたちを抹まつ殺さつするのです」


　……わおん。


　意外に可愛かわいらしい声でそう鳴くと、魔法の猛もう獣じゆうは、もの凄すごい速さで森の中を駆かけ出した。








「な……」


　木々の間を縫ぬいつつ、猛もう烈れつな勢いきおいでこちらに向かって突とつ進しんしてくる黒い物体。


　それが犬そっくりの外観と、犬にあるまじき大きさを備そなえた化け物だと知って、シャノン達は──約一名を除のぞいて──硬こう直ちよくした。


「まあ、可愛い」


「なんだ、あれはっ！」


　一人、うっとりとつぶやくラクウェルの襟えり首くびを即そく座ざにつかんで、シャノンが怒ど鳴なる。一応は弟おとうとの声も耳に入ったのか、ラクウェルは緊きん迫ぱく感かんに欠けた声で説明した。


「攻性魔法〈黒ガ犬ル獣ム〉ね……〈武ト雷ー神ル〉が正式採用されるまでは、半自律型攻性魔法の代表だったものよ。〈武ト雷ー神ル〉に比くらべるとあまり融ゆう通ずうが利きかないし、威い力りよくも低いけど」


　確かに標ひよう的てきを骨まで残さずに蒸じよう発はつさせる〈武ト雷ー神ル〉に比べれば、大たい抵ていの魔法は低威力になってしまうのであろうが……その大人おとなの親指ほどもある牙きばは飾かざりではあるまい。嚙かみつかれればどうなるか、あまり想像したくないシャノンであった。


「逃げろっ！」


　レオは右に、シャノンはパシフィカを抱かかえて左へと跳とぶ。


　だがラクウェルは……特にその場から動いていない。〈黒ガ犬ル獣ム〉は興こう奮ふんした牛も一気に青ざめそうな速さで彼女に向けて突っ込んで行き──


「ラクウェル!?」


　双ふた子ごの弟の叫さけびを、この期ごに及およんでものんびりした横顔で受けて……そしてひょいとラクウェルは半歩、身を引く。〈黒ガ犬ル獣ム〉はそのまま真まっ直すぐに彼女の傍かたわらを走り抜け、馬ば鹿か正しよう直じきにも樹じゆ木もくの一本に激げき突とつした。


「へ……？」


　シャノンに抱えられたまま、パシフィカが間まの抜けた声を出す。


　みぎみぎと異い様ような音をたてながら、樹木は傾かたむいて行くが、ラクウェルは傷一つ負おっていない。彼女は平然とした口く調ちようで解説した。


「この攻性魔法の欠点は……この子が、ほとんど直線的にしか動けないという事よ」


　巨大な魔ま犬けんがもっそりと樹木の根ね本もとから身体からだを起こす。


「突進力は凄すごいけど、目標を定さだめたら後は一直線。意外に小回りが利きかないから、普ふ通つうは単体目標ではなくて、密集隊形の軍隊に突とつ入にゆうさせるんだけれど。シャノン、レオくん、この子の相手は私がするから、フィーシェさんの方を押さえて頂ちよう戴だい。多分、方向はあっち」


　再び突進してきた〈黒ガ犬ル獣ム〉を、あっさりとかわしながら、ラクウェルは微笑ほほえんだ。


「いい子ね……」


　のんびりとした表情のままラクウェルは宣せん言げんした。


「……お姉さんが、調ちよう教きようし直してあげるわね」


「…………」


　パシフィカを抱えたまま、走り出しながら、何な故ぜかシャノンはぞくりとした。








「……むむ」


　無表情にデュメテアは声を漏もらした。


　三度ラクウェルに襲おそいかかろうとした〈黒ガ犬ル獣ム〉、もとい〈殲滅くん壱号アニヒレイター・ワン〉は、あろうことか……


「懐なついているように見えるのは、気のせいかしら……」


「…………」


　……あろうことか、〈殲滅くん壱号アニヒレイター・ワン〉はラクウェルの前で、『お座り』をしていた。ついでに尻しつ尾ぽなどもぱたぱたと振っていたりする。


　無論、〈黒ガ犬ル獣ム〉制せい御ぎよ用の仮か想そう精せい霊れいに『懐く』などという高等な思し考こう活動があるわけではない。これは単に、ラクウェルが、デュメテアの意い識しき内に展てん開かいした魔ま導どう式しきと、根こん本ぽん世界原理の接せつ続ぞくに干かん渉しようして、攻こう撃げき命令の書き換えを行っているのだ。


　無論、元々相当な力りき量りよう差さがなければ、相手の半自律型攻性魔法の制御用仮想精霊に干渉などできはしない。才能はともかくとしても、魔法そのものの習しゆう熟じゆく度どではラクウェルの方が遥はるかに上だという事である。


「あの娘むすめ……何者なのでしょう？」


　遂ついに『お手』まで始めた〈黒ガ犬ル獣ム〉を見ながら、デュメテアがつぶやく……その時。


「フィーシェ姉様っ！」


　メイド娘の言葉に被かぶるようにして、声が響ひびく。


　フィーシェとデュメテアが慌あわてて身を起こすと、彼女らの斜ななめ後こう方ほうに、肩で息をしながらレオが立っていた。どうやら他の魔法攻撃を警けい戒かいして、迂う回かい接近したらしい。


「レオ…………………………はうっ」


　久しぶりに直接──〈望遠眼〉で創つくり出した幻げん影えいではなく──目まの当たりにする愛いとしい少年の姿に、フィーシェは感かん極きわまった声をあげ……卒そつ倒とうする。さっとデュメテアが手を伸ばして引き戻もどしたときには、もう復ふつ帰きしていたりするが。


　……この娘、ひょっとしたら、好きで卒倒しているのかもしれない。


「ああ、レオ……会いたかったわ……無理、してない？　食事はちゃんとしてる？　……ああ、私ったら心配で心配で……はうっ……って、ああ、卒倒してる場合じゃないわ……」


「フィーシェ姉様、一体、何を考えてるんですか。いきなり攻性魔法などやっていいことと悪いことが……」


「レオ、ああ……レオ、いいのよ、間ま違ちがいは誰だれにでもあるわ……」


「あの……聞いてます？　僕の言うこと」


　無論、フィーシェは聞いていなかった。


「私は責せめてるわけじゃないのよ……レオも男の子だもの……でも、女遊びは程ほど々ほどにしないと……」


　そう言うフィーシェの表情が、次の瞬しゆん間かん、強こわ張ばる。パシフィカを抱かかえたシャノンがその後ろから姿を現したからだ。レオと同時に走り出した彼であるが、さすがのシャノンも、パシフィカを抱えていた分、遅おくれたらしい。


「大たい樹じゆの梢こずえにて・羽ばたくは・骸むくろ喰くう巨おお鷲わし……」


　何やら呪じゆ文もんを唱となえかけるデュメテアだが……次の瞬間、彼女の喉のど元もとには、パシフィカを放り出して突とつ進しんしたシャノンの太た刀ちが突きつけられていた。


「悪いが俺は高こう潔けつな騎き士し様とは違うからな。向かってくる相手は男も女も区別しないぞ」


「…………」


　デュメテアは黙だまって両手を挙あげた。


「いい加か減げんにしてください、フィーシェ姉さん！　何を考えてるんですか！」


　レオに怒ど鳴なられて、びくり、とフィーシェが身を震ふるわせる。


「以前から、やっていいことと悪いことがあるって何度も言ったじゃないですか！　大体、僕はもう子供じゃないんだから、いちいち僕の行動に干かん渉しようするのはやめてくださいっ！」


　レオの意外な剣けん幕まくに、フィーシェはおろか、シャノンやパシフィカでさえ思わず言葉を失うしなっている。デュメテアだけはやっぱり無表情だが。


　また卒そつ倒とうするか……とパシフィカは思ったが、意外にもフィーシェはそのままレオの顔を見つめ……そして、不意にくしゃ、と表情を歪ゆがめた。


「だ……だって……」


　そんなフィーシェの様よう子すを見て、レオの表情にも動どう揺ようが走る。


「だって……嫌いやなんだもの……」


　うつむいて、意外に幼おさない声でフィーシェが言った。


「レオが……他の……どこの誰とも分からない娘と……私の全然知らない子と、仲良くするのが……嫌なんだもの……いつも……昔むかしは……私の後をついてきた癖くせに……何度もいっしょに、お風ふ呂ろも入ったのに……」


「いつの話ですか、いつの！」


　さすがに頰ほおを赤らめてレオが叫さけぶ。だがフィーシェはかまわず続けた。


「婚こん約やく者しやの癖に……私に相談もなしに旅に出てしまって……私……もう用よう済ずみだって言われたみたいで……嫌なの……」


「誰もそんな事言ってないでしょう！」


　そう叫んでから、さすがに口調がきつすぎたと思ったのか、レオは声の調子を落として続けた。


「昔からそうですね。これと決めたら、もう脇わき目めもふらずに一直線。周まわりの事なんて何も見えてない。下へ手たすると自分の事だって。僕の意見もお構かまいなし。自分で決めた事ならそれもいいかもしれませんが……姉様は、何も自分で決めてないじゃないですか」


　怪け訝げんそうな表情でフィーシェが顔を上げる。目め尻じりには涙なみだが溜たまっていた。


「婚約のことも……いえ、そもそも僕にかまってくれる事も、父やビアンキ卿きように『仲良くするように』って言われたからでしょう？　そうするのが当然だと想おもって……一度信じたそれを否ひ定ていされたくないから、ムキになって、周りも見ずに、突き進んで」


「そんな事……そんな事ないもん……」


「自分で何も決めてないから、不安になるんですよ。お願いだから自分で考えて下さい」


　答える声はない。


　しくしくと本格的に泣き始めたフィーシェを前にして、さすがに後あと味あじ悪そうに後こう頭とう部ぶを搔かくレオ。そんな二人を見ながら、パシフィカはつぶやくように言った。


「……何かとっても偉えらそうなこと言ってるけど、それってレオ本人にも当てはまるような気がするの、私だけ？」


「……ああいうのって本人は気がつかないもんなんだろうな」


　太た刀ちを突きつけられたまま、デュメテアが無表情に頷うなずいた。


「似にたもの同士ということですね」


「……てめえもだっ！」


　シャノンは喚わめいたが、メイドの無表情は小こ揺ゆるぎもしなかった。








　……その夜。


「……隣となり、いい？」


　シャノンたちの馬車と並べて停車した豪ごう華かな旅りよ装そう馬車。その陰かげにうずくまって、まだぐずぐずとフィーシェは泣いていた。


　声をかけてもフィーシェはうつむいたままだ。その姿すがたは、拒きよ絶ぜつとも黙もく認にんともとれる。


　一瞬、躊躇ためらってから、パシフィカはその隣に腰こしを下ろして、言った。


「念のために言っておくけど。レオと私達は単なる旅の同どう行こう者しやだから。全然フィーシェさんが疑ってるような事実はないよ」


　初めてあったときのレオの言葉が脳のう裏りにちらつく。若じやつ干かん後ろめたい気はしたが、パシフィカにその気がないのは事実なので、とりあえず噓ではない。


「フィーシェさんも分かってるだろうけど、レオもほら、フィーシェさんの事が嫌きらいになったわけじゃないはずだし──ほら、ちょっと反抗期っていうか、なんて言うか──年とし頃ごろの男の子って、あんまりかまわれると、うっとうしくなるもんだってミシェルが……いや、だからね、一時的で……」


　なんで私がこんな事を……と想いつつもパシフィカが懸けん命めいに言いつくろう。


　レオに聞く限りではフィーシェの方が五つも年上なのだが、これではどっちが子供か分かったものではない。


　フィーシェは一瞬顔を上げてパシフィカの方を見……そしてまた視線を足あし下もとに戻もどす。


「あなたの方が……よりレオを理解しているのですね」


「いや、理解っていうか、なんていうか……そう複雑な話じゃないと……思うけど」


　困こまったようにパシフィカは後こう頭とう部ぶを搔かく。そんな彼女をもう一度ちらりと見つめ、フィーシェは追つい憶おくにくぐもる声で言った。


「レオと私は、昔むかしはもう本当の姉弟きようだいのように仲が良くて……」


　レオの事なら何でも分かる。全すべて理解している。


　だから、自分とレオが一いつ緒しよになるのは当然なのだと思っていたとフィーシェは言った。まるで、自分の半身のように想っていたのだと。


「でも、近すぎて見えていない事もありますわね……あの子も……とっくに一人前の男になってたのに……私は……結局『姉』のままで……」


「そ、そうね」


　何とか説せつ得とくがききそうな気け配はいを感じつつ、パシフィカが頷うなずく。
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　近すぎて気付かない事。


　家族であって家族でない間あいだ柄がら。血とは違う絆きずな。


　何か……自分自身の中に引っかかるものがあったが、パシフィカは深く考えないことにした。気付いてしまえば壊こわれてしまう何かがある。レオとフィーシェのように……いつかはその事に向かい合わねばならないにしても。


「あの時から私の中のレオは変わっていなくて……大人おとなになったレオに、昔の私の印いん象しようをなぞらせようとしていただけなのかも」


「だ、だからさ、また一から始めればいいじゃない。レオとの事も、改あらためて。お姉さんと弟じゃなくて……」


「……そうですわね」


　フィーシェはため息混まじりにも、ようやく淡あわい笑みを浮かべた。


「一度、家に帰ります。自分で考えを整理したいから……とりあえずそれまでは休戦という事にしておいてあげましょう」


「うんそうだね……って、休戦？」


「……負けませんから」


　そう言って、フィーシェは……初めて、お嬢じよう様さまらしからぬ不ふ敵てきな笑みを浮かべた。








　翌よく朝あさ、フィーシェとデュメテアは帰っていった。


　無論、フィーシェは別れる直前まで、「食生活に気をつけて」だの「お風ふ呂ろに入ったらちゃんと耳の後ろも洗うのよ」だの細こまかくレオに言い重ねて、彼をうんざりさせるのを忘れはしなかったが。


　保ほ護ご者しやごっこもこれで最後、という事なのだろう。


「なんだかんだ言っても、可愛かわいい人じゃん」


　フィーシェの馬車を見送りながら、パシフィカはレオの横腹を肘ひじでつついた。


「まあ……そうですね」


「私、『負けませんから』とか言われちゃったよ」


「そ、そうなんですか？」


「レオくんも隅すみに置けないわねえ」


　とラクウェル。面おも白しろがる女二人を前に、生き真ま面じ目めにもうろたえるレオを眺ながめながら、シャノンは小さくつぶやいた。


「血のつがらない姉弟、か……」


　近すぎて見えないこと。異い性せいの家族。


　好きという感情。それぞれの愛情の形。


　けらけらと笑う妹いもうとの姿をちらりと見て、シャノンは苦笑する。


「ま、うちには関係ない……な」


　彼は自分に言い聞かせるようにつぶやいた。




　第三章　ヌシ様の湖みずうみ







　豊ゆたかな陽光が、地に黒々と影を刻きざんでいた。


　快かい晴せいである。


　見み事ごとに晴はれ上がった空には雲一つなく、太陽は惜おし気げもなく地に光を注そそいでいる。街かい道どうを行く旅人達が、日焼けや日につ射しや病びようを気にする一方で、周辺に生おい茂しげる緑みどりは、短い季き節せつの恵めぐみを無む駄だにすまいと、その色を強めていた。


　珍めずらしく──本当に、ダストヴィン大陸においては珍しい事だが──汗あせばむような陽気である。ほんの数日前までは、初しよ夏かとは名ばかりの、肌はだ寒ざむい日々が続いていたのだが。


　それはさておき。


「……夏です！」


　街道脇わきで、元気よく叫さけぶ少年が一人。


　レオポルド・スコルプス……通つう称しようレオ。十七歳。タスコ領主たるスコルプス男だん爵しやく家けの嫡ちやく男なんで、現在修しゆ業ぎよう旅行中の身。きりりと鉢はち巻まきを巻いたその顔は、端たん正せいながらもどこか幼おさなく、善ぜん人にん丸出しといった雰ふん囲い気きがある。


　相手の返事がないのを、聞こえなかったのだろうと解かい釈しやくしたのか、レオはびし、と空を指さしながら、さらに強調した。


「季節はすでに夏！」


「……確かに夏だな」


　レオとは対たい照しよう的てきに物もの憂うげな声で応じるのは……言うまでもなく、シャノンである。さすがの彼も、この陽気では暑あついらしく、いつもの黒い外がい套とうは脱ぬいでいた。


「空は快晴！」


「……確かに晴れてるな」


　やはり天を指さしながら、言うレオに、面めん倒どうくさそうな口く調ちようでシャノンが相あいづちを打つ。


「爽さわやかな風！」


「……確かに爽やかだな」


「夏っていいですよね！　なんかこう、意味もなく元気がみなぎってきたりなんかして」


「……暑いのは嫌きらいだ」


　レオは手を下ろしてシャノンを振り返った。


「……お義に兄いさん」


「誰だれがおにーさんだ」


「ひょっとして僕ぼくの事、嫌ってませんか？」


　飼かい主ぬしに叱しかられた犬のような眼めで見つめてくるレオに、シャノンは無表情に言った。


「……聞きたいか？」


「…………」


　重苦しい沈ちん黙もくが落ちる。


　しばしの静せい寂じやくの後……どこか空の彼方かなたで鳴く鳥の声が、二人の間に響ひびいてきた。


「まあ、それはそれとして」


「めげんやつだな……」


　苦笑するシャノン。


　まあ、彼が嫌っているのは貴き族ぞく……というより、支配階級、特とつ権けん階級にありがちな、独どく善ぜん主義そのものだ。レオ個人に対して、特別に嫌けん悪おの情があるわけではない。


「泳がないんですか？」


　そう尋たずねながらレオは後こう方ほうを振り返った。


　青々とした水面に乱みだれ跳はねる陽光。決して水の透とう明めい度どは高くないが、かすかな濁にごりは、豊ほう富ふに生命を育はぐくんでいる証あかしでもある。


　街道からほんの少し離れた場所に位置する湖みずうみ……そのほとりにシャノン達の馬車と、レオの愛あい馬ば〈パラベラム〉は停まっていた。


　地図には特に名前も記しるされていなかったが、かなり大きな湖である。外周を歩いて回れば一日以上は優にかかるだろう。手前の岸きし辺べには、海岸を想おもわせる砂すな浜はまが広がっていて、小さいながらも波が打ち寄せていた。


　で……その砂浜の辺あたり。


「にゃはははははは！」


　水の弾はじける音と、それにも増まして、きゃいきゃいとはしゃぐ黄色い声が聞こえてくる。眼を凝こらすと、鮮あざやかな金きん髪ぱつが陽光にきらめくのが見えた。


　パシフィカである。


　無論、普ふ段だんの旅たび装しよう束ぞく姿すがたではない。小こ柄がらな、しかし伸のびやかな肢し体たいに、ラクウェルの手になる即そく席せきの水着──適当な布を巻き付けて、小さな金かな具ぐで数カ所を留とめただけだが──を着て、波打ち際ぎわを走り回っている。


　大人おとなしく座すわっていれば、深しん窓そうの令れい嬢じようとしても通用しそうな、可か憐れんな容よう姿しであるが……やはりこうして元気に駆かけ回っている方が、パシフィカにはよく似に合あう。


　やや沖おき合あいでは、同じく手製の水着に身を包つつんだラクウェルが泳いでいた。


　普段はその童どう女じよのような物もの腰ごしのためか、あまり色いろ気けのようなものは感じさせない彼女だが、こうして見ると、やはり妙みよう齢れいの女性特有の、色いろ艶つやというものが漂ただよっている。手足が長く身長も高い彼女は、何を着てもそれなりに映はえるが、均きん整せいのとれたその身体からだの線は、どんな衣い装しようのそれよりも、優ゆう美びであった。


　ただし……いわゆる犬いぬ搔かき泳えい法ほうでばしゃばしゃと水しぶきをあげながら泳ぐ彼女の姿には、優美さもへったくれもない。ただでさえせわしない泳ぎ方なのに、ラクウェルの手つき足つきは妙に鈍どんくさく、知らない人間が見たら溺おぼれているのか、泳いでいるのか、判断に苦しむだろう。


「気持ちよさそうですよ？」


「……後でな」


　シャノンは荷物の中から釣つりの道具一式を取り出しながら言った。どうせ湖の側そばで休きゆう憩けいするなら、その間に保ほ存ぞん食しよくの材料でも確保しよう、と思ったのだ。


　……山やま間あいの枝えだ街道を進むこと、四日あまり。


　貴き重ちような水をそうそう浪ろう費ひするわけにはいかず、風ふ呂ろの類たぐいは無論お預あずけ……仕方なく、濡ぬれた布で身体を拭ふくだけの日々が続いていたのだ。故ゆえに、ようやくその狭せま苦くるしい道を抜け、この湖を発見したときのパシフィカの喜びは、相当なものがあった。


　先を急ぐ旅でもなし、ここで湖を素す通どおりすると、妹いもうとばかりか、双ふた子ごの姉あねまで敵てきに回しそうな気け配はいだったので、シャノンは馬車を停めて小休止することにしたのだ。


「そういうお前は、なぜ泳がない？」


　分割式の竿さおを組み立てながら、尋たずねる。


「いや……実は、泳げないんですよ、僕」


「……なるほど」


　泳げない人間というのは珍めずらしくない。


　街道の整せい備びが進んだ今でも、自分の住む村や街まちから出たことのない人間は多く、海はおろか、湖さえ見ずに一生を終える人間もいるのだ。実際、シャノン達も、まだ本物の海を見たことはない。


「泳げさえすれば、泳げさえすれば……愛いとしい人と、もっと楽しい時間を共有できるというのに……ああ、この不ぶ器き用ような手足が憎にくい」


「愛しい人、ねえ……」


「でも、いいんです」


　レオは感かん極きわまった、といった様よう子すで拳こぶしを握にぎりしめ、天を仰あおいだ。


「水着姿のパシフィカさんを見るだけで、僕はもう、ぼかーもう、胸むねが一杯です。ああ、生きてて良かった」


「安上がりな人生だな、おい」


　呆あきれた様子でシャノンは言った。


　レオ曰いわく、パシフィカに一ひと目め惚ぼれしたのだそうだが……そもそもシャノンは、その感覚が、分からなかった。


　選ぶなら、性格の悪い美女よりは、性格のいい醜しこ女め……というのが、彼の異い性せいに対する価か値ち観かんである。無論、容よう姿しが優すぐれているに越こした事はないが、シャノンとしては、相手の中身も分からない内から異性に恋れん愛あい感情を持つという状態が、実感として理解できない。


　まあ、色恋は理り屈くつではないと言うが……


「……しかしおまえ、あの野の良ら猫ねこ娘むすめのどこがいいんだ？」


「全部ですよ」


　しれっとした口調で即そく答とうしてのけるレオ。


　最初は冗じよう談だんかとも思ったが、レオは大おお真ま面じ目めらしい。一いつ瞬しゆん、黙だまり込んでから、シャノンは多少うんざりした口調で言った。


「いや、そう断言されてもな」


「一目惚れってそういうもんじゃないですか？」


「それにしたってこう、理由めいたもんがあるだろうが。落ち着きはない、口は悪い、行ぎよう儀ぎ作さ法ほうはなってない……貴族の眼めから見れば、言ごん語ご道どう断だんだろうに」


「そういうのは瑣さ末まつ事ごとですよ。まあ、強しいて理由を一つを挙あげろと言われれば、『気品』でしょうか」


「……はあ？」


　どうにもパシフィカとその単語がつながらずに、シャノンは眉まゆをひそめる。


「行儀作法とか、言葉遣づかいとか以前の……なんて言ったらいいのかな、物もの腰ごしに漂ただよう凛り々りしさというか。たとえば……そうですね、今、お義に兄いさんは彼女の事を、猫っておっしゃいましたけど、まさにその、猫みたいな雰ふん囲い気きというか。猫ってほら、犬や他の動物に比くらべると、どことなく毅き然ぜんとした雰囲気があるでしょう？　持って生まれた品格みたいな……」


　確かに……猫という生き物は、たとえ飼かわれていても、最後の一線では、決して飼い主ぬしにも媚こびない生き物だ。飼い主を己おのれの主人として服ふく従じゆうし、頼たよるのではなく、あくまで自分と対等の『仲間』として、振ふる舞まおうとする。その点は確かに犬などとは異ことなるだろう。


　そういった雰囲気が、猫を貴族的に見せる事があるのは、本当だが……


「最近は貴族の女性でも、そういう類たぐいの気品を身につけている女性は、少ないですよ。自分というものがないというか。ただ流されているだけというか……。ひどい女性になると、媚こびを売るのばっかりが巧うまくなって、貴族の誇ほこりが全然感じられない。嘆なげかわしい事です」


　領民と領土を護まもって戦うのが、貴族の高こう貴きなる義務、と言われるが……二十年余あまり戦争をしていないラインヴァン王国では、戦争を知らない世代の貴族も多い。


　彼かれ等らは武ぶ芸げいの修しゆう練れんや政治といった面めん倒どうな作業は部下に任まかせ、詩しい歌かや舞ぶ踏とう会かい、そして不ふ倫りんや浮うわ気きを含ふくめた、恋愛などに、その生活時間の大半を費ついやしている。男に比べると暇ひまを持て余あます事の多い、貴族の奥おく方がたや令れい嬢じようなどは、さらにその傾けい向こうが強かった。


「妹さんは庶しよ民みんらしからぬ……古き良き貴族みたいな気骨が感じられるんですよ」


「ふうむ……」


　思ってもみなかった言葉である。


　シャノンには全まつたく分からないが、案外、貴族や王族には、彼等同士でしか感じ取れないような、何かがあるのかもしれない。営々と受け継つがれてきた、君くん臨りんする者の血……血けつ統とうに漂う匂においのようなものが。


「あの……何か気に障さわる事、言いましたか？」


　そう言われて、初めてシャノンは自分が不ふ機き嫌げんそうなしかめ面つら──普ふ段だんから決して朗ほがらかで愛あい嬌きようがあるとは言い難がたいのだが──をしている事に気づいた。


　不ふ思し議ぎそうな表情で自分の顔をのぞき込んでいるレオに、シャノンは小さく首を振る。


「いや、別に……大したことじゃない」


　そう言ったのはレオに対してか、それとも自分自身に対してか。


　彼等の母キャロルは、宮きゆう廷てい楽がく士しであった祖そ母ぼの縁えんがあり、自身も宮廷魔ま導どう士し団だん〈ジェイド・サーキット〉の一員であった事から、宮廷関係者ではあったが……それでも、貴族という訳わけではなかった。父は、そもそも元はラインヴァンの国民ですらない。


　それに対して、パシフィカの血は生きつ粋すいの王おう侯こう貴族のそれだ。


　本ほん来らいならば、姉兄妹きようだいどころか、一生顔を合わすこともなかったであろう間あいだ柄がらである。


　その意味では、シャノンやラクウェルよりも、レオの方が、ある意味、パシフィカに近いところにいるのかもしれない。


　それを、何となく寂さびしく感じる自分に気づいて、シャノンは自じ嘲ちよう的てきな笑みを浮かべた。


「貴族と庶民、か……」


　やがてはこの旅も終わる。


　それがどういう結果になるのかはまだ分からないが……もし〈託たく宣せん〉が外はずれていたとすれば、その時、パシフィカはどうなるのだろうか。どうするのだろうか。


　そして自分はどうするのだろうか。


　旅の終わる日。


　それが彼等の『家族ごっこ』の終わる日でもあるかもしれない。


　それは本来、喜んでやるべき事だろう。それがパシフィカにとっての……王女としての、あるべき姿なのだから。


　しかし……


「シャノン兄にいーっ！　レオーっ！」


　パシフィカの声が呼ぶ。


　いつもの……聞き飽あきるほどに聞き慣なれた、妹の声。


　見飽きるほどに見慣れた笑顔。


「気持ちいいよおっ！　そんなとこでくっちゃべってないで、ほら、一いつ緒しよに泳ご！」


　だが、それらが何な故ぜか……今日きようばかりは、妙みように遠いように、シャノンには思えた。








　舞ぶ踏とう会かいは盛せい況きようだった。


　有力貴き族ぞくの催もよおす宴うたげもそれなりに華か美びではあるが、やはり三年に一度、王室の主しゆ催さいする舞踏会となると、参加人数も、かけられる費用も一ひと桁けた違う。


　首都と同じ名を冠かんされた王おう宮きゆう・ザウエル城の大広間には、数え切れないほどの王おう侯こう貴族や、各界の名めい士しが集まり、宮きゆう廷てい楽がく士したちの奏かなでる旋せん律りつの波なみ間まを、優ゆう雅がに漂ただよっていた。


　奥の席には国王バルテリクや第二王おう妃ひプリステラの姿すがたもある。


　人々の姿は毒どく々どくしいほどに艶つややかで、特に貴き婦ふ人じん達の衣い装しようは色とりどりの花が、楽がつ曲きよくの風に揺ゆれているかのようだ。


　別室に並べられる酒や料理も、この日のためにと用意された逸いつ品ぴんぞろいである。中にはたった一本、一ひと摑つかみで、庶しよ民みんの生活費数年分にも相当するような酒や食材も、あるだろう。


　庶民に生まれた者ならば生しよう涯がい体験することのないであろう、光景と音楽、味み覚かく、そして……空気。それは場違いな闖ちん入にゆう者しやにとっては、奇き妙みような圧あつ迫ぱく感として作用する。


「……しゃきっとしなさい、しゃきっと」


「してますよ」


〈バロネス〉に小声で耳打ちされ、クリスは小さく言い返した。


「何を考えてるんですか……こんなところに僕を連れてきて」


　そう言うクリスの衣装は、無論、いつもの灰色の外がい套とうではない。その百倍は値ねがはるかと思われる、高級品だ。


　着き慣なれない衣装に、クリスは落ち着かない様よう子すだ。


　ただし……本人の感覚はどうあれ、金きん糸し銀ぎん糸しの刺し繡しゆうの施ほどこされた、いかにも貴族的な衣装は、普ふ段だんの旅たび装しよう束ぞくよりも、よほど彼の容よう姿しには相応ふさわしかった。


「場違いもいいところでしょう」


「そうでもないわよ」


　バロネスは窮きゆう屈くつそうに身じろぎする部下を面おも白しろそうに眺ながめて言った。


「ご覧らんなさいな……あそこのファバロム侯こう爵しやくのお嬢じようさんとか、プレッシン伯はく爵しやくの妹いもうと御ごとか、さっきからあなたの事、興きよう味み津しん々しんといった様子で見ておられるわよ。美形は得ね」


「そういった意味ではなくて。僕はこのような場にいる資格はないでしょう」


「何言ってるの。立りつ派ぱに資格はあるわよ、クリストファ・バイラッハ」


「……は？」


　クリスは眉まゆをひそめて上官の顔を見た。


「書類は昨日きのう付づけで戸こ籍せき係がかりにねじ込んでおいたから。『お母かあ様さま』って呼んでいいのよ」


「ちょっと待って下さい……まさか」


「君きみは昨日から私の養よう子しになってるのよ。死んだ夫の隠かくし子を引き取ったという事にしてね。例の件を調査するには、貴族や王族にも会わなければならないけれど、何の肩書きもない子供に、面会時間を割さいてくれるわけもなし。だから君をとりあえずバイラッハ男だん爵しやく家けの人間ということにしておくの」


　平然と〈バロネス〉は言う。


　つまり、調査のための、一時的な処しよ置ちであろうが、法的には今、〈バロネス〉とクリスは母子の関係になっているのだ。


「無茶な……」


「大だい丈じよう夫ぶよ。都つ合ごうのいいことに、うちは跡あと継つぎがいないから、養子をとってもおかしくはないし。貴族なんて家か名めいだけで相手を見分けてるようなものだから、顔にバイラッハ男爵って書いておけば、誰だれも疑わないわよ」


　とんでもない理り屈くつだが、家名が時に本人の資質よりも大きな影えい響きよう力りよくを持つ貴族社会では、ありそうな話ではあった。


　そうこうしている内に……


「あの……」


　先ほどからクリスの方を見ていた娘達の一人が、勇気を出して、といった様子で声をかけてきた。


　プレッシン伯爵の妹である。歳としの頃ころなら十六、七歳の、少しぽっちゃりした娘だ。大事に大事に育てられたのが、その物もの腰ごしだけで分かる。美人ではないが、思わず微笑ほほえみを返したくなるような愛あい嬌きようがあった。


「私と、踊おどっていただけませんか？」


「いや、僕は……」


「まあ、ネレイディア様。我わが愚ぐ息そくになどお声をかけていただくとは、光栄の極きわみ」


　背中から手を回してクリスの背中を思いっきりつねりつつ、いけしゃあしゃあと〈バロネス〉が言う。


「なにぶん、地方育ちの田舎いなか者もの、作さ法ほうに欠けるところはございますが、よろしければ踊りの一つもご教きよう授じゆくださいまし」


　ネレイディアに見えないように、背中をつねる指を外はずしながら、クリスは小声で言った。


「ちょっと〈バロネス〉……」


「『お母様』でしょ。踊りも格かく闘とう技ぎも似にたようなものよ。適当に彼女に合わせてればいいから。今は楽しんできなさい……命令よ」


　命令……の一語が出ればクリスに逆さからう権利はない。ため息が出そうなのを何とか隠かくして、クリスは前に出た。


「あの、お名前をまだ伺うかがっておりませんわ」


「クリストファ・アー……いえ、クリストファ・バイラッハともうします」


「素す敵てきなお名前ですのね」


「ありがとうございます」


　背中がかゆくなりそうな会話をしつつ、クリスは仕方なく踊り始める。


　足運びの一つも知らない彼は、一いつ瞬しゆん、どうすべきか途と方ほうに暮くれそうになったが……ネレイディアの動きに合わせるだけならば、そう難むずかしくはないと気付いた。確かに格闘技に通じる部分はある。


　ただ……やはり彼のその隙すきのない動きはある意味で目立つのか、いつの間にか周囲の視線はクリス達に集中していた。ネレイディアも、陶とう然ぜんとして彼の顔を見つめている。


　だが、適当にそういった視線を受け流しながら、クリスは今もどこかの空の下にいる少女の事を思い出していた。


（これが、あの子が本ほん来らいいる世界、か……）


　美しく、しかし見るからに脆もろそうな世界。


　だがこれも一つの現実だ。クリスが過ごしてきた血と泥どろにまみれた世界と、表ひよう裏り一体の。


（とはいえ……こういう場にいきなり放り出されたら、あの子はどうするかな？）


　などと考えながら、クリスはしばしの間、踊り続けた。








　猫ねこは、変な動物だ。時に食べもしないのに獲え物ものを狩かっては、生かすでもなく殺すでもなく、もてあそぶ事がある。


　猫には猫の、深い考えというものがあるのかもしれないが……こういう無む駄だにしか見えない真ま似ねをするところなども、猫という生き物の、非常に人間めいた……それも貴族的な部分と言えるだろう。


　それはともかく……


「さあさ、レオぼっちゃま」


　湖みずうみの浅あさ瀬せでの事。


　にんまりと……それこそ、もてあそぶべき獲物を見つけた猫の表情で笑いながら、パシフィカはレオの手を引っ張った。


「この私めが、泳ぎを教えてさしあげますですよお。うぷぷぷぷ」


「いや、あの……」


　やはりラクウェルに即そく席せきの水着を造つくってもらったレオであったが……ほんの少し自分の迂う闊かつさを後こう悔かいする気持ちになっていた。
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「まず！　最初に必要なのは、水そのものになれる事でございます！」


　そう言うが早いか、パシフィカは飛びつくようにしてレオの首に右みぎ腕うでだけを回した。


「とゆー事で！」


「んぐべ？」


　一いつ瞬しゆん、喜びと怯おびえの入り交まじった複雑な表情を浮かべたレオだが、パシフィカはレオの首を右腕に引っかけたまま、勢いきおいをゆるめず水中に突っ込んだ。


「……んぼがっ？　ぼが。ぼぐわわ！」


「駄だ目めよ、レオ！　全身の力を抜かないと浮かないわよ！」


　無茶を言うパシフィカ。


「そこで水を搔かくのよっ！　右、左、交こう互ご！」


「ぼが……んぼがわわ！」


「水を制しようとしては駄目！　水の心を聞くのよっ！」


「んんごごごご……」


「魚のごとく！　水鳥のごとく！」


「んがぼわあ……っ！」


　次の瞬間、レオは渾こん身しんの力で身を起こした。


　彼を押さえ込んでいたパシフィカは、その勢いに吹っ飛ばされ、数歩離れた場所にばしゃんと音をたてて落ちた。


　大きくせき込みながら、レオが言う。


「こ……殺す気ですかっ？」


「あはは。ちょっとやりすぎ？　ごめーん」


　と、あっけらかんとした笑顔で謝あやまられると、レオもそれ以上は追つい及きゆうできないようだ。惚ほれた弱みというやつであろうか。


「で……できればもうちょっと初心者向けにしてもらえるとありがたいんですが」


「分かったわ」


　パシフィカは腕を組んで大きくうなずいた。


「じゃ、次は樽たるに乗って滝たきから落ちる練習ね」


「それのどこが泳ぎなんでしょうか……」


　レオは、何な故ぜシャノンがパシフィカと泳ぎたがらないのか、その理由が分かったような気がした。








　二曲分ほど踊おどりをこなし、クリスはその後、丁てい寧ねいに踊りの継けい続ぞくを辞じ退たいした。


　未み練れんげに視線を送ってくるネレイディアや、他の娘むすめ達に曖あい昧まいな微び笑しようを送ると、クリスはテラスへと涼すずみに出る。


　昼から夜まで舞ぶ踏とう会かいは一日中開かい催さいされる。しかも三日連続だ。後のことを考えると、少し休まなければ神しん経けいがもたない。大たい抵ていの状じよう況きようには対応できるように訓くん練れんを受けているが、相手が貴き族ぞくの息そく女じよだったりすると、まさか、ややこしくなってもぶん殴なぐって逃げるわけにはいかないだろう。


「……先が思いやられるね……」


　つぶやきには実感がこもっていた。大だい理り石せきから削けずりだされた豪ごう奢しやな柵さくに体重を預あずけながら、ほっと一息をつく。


　だが……束つかの間まの孤こ独どくは長くは続かなかった。


「おや。先客だね」


　やはり舞踏会から逃のがれてきたのか、一人の少年が、クリスの元に歩いてくる。


　同じ十五歳くらいだろうか。少年は人なつっこい笑顔をクリスに向けると、彼の横に並んでため息をついた。


「もうくたくただよ……目立たないようにしてるんだけど、いろんな子が誘さそってくるし」


　似にたような人間がいるものだ……とクリスは内心、苦笑する。


　見れば金きん髪ぱつ碧へき眼がんの、どことなく華きや奢しやな感じがする少年である。


　第一印いん象しようは、路ろ地じ裏うらに咲さく花とでも言おうか……顔立ちは端たん正せいだが、控ひかえめで、おとなしそうな雰ふん囲い気きだ。繊せん細さいさの中にも、どこか鋭するどさを秘めたクリスとは対たい照しよう的てきである。


「父ちち上うえが僕のことを避さけてるみたいだから、あんまり表おもてに出たくはないんだけど」


　そうつぶやく少年の表情には、疲ひ労ろうの沈ちん殿でんしたような陰かげがあった。


「ところで……君きみ、見ない顔だね」


「新入りなので」


　クリスは肩をすくめて言った。


「バイラッハ男だん爵しやく家けの養よう子しとして先日引き取られましたクリストファ・バイラ……」


「ああ、なるほど、ね」


　最後まで聞かずに、少年は微笑ほほえんで頷うなずいた。


「女の子達が噂うわさしているよ。次期バイラッハ男爵はすごい美形だってさ。君だったのか」


「はあ……あの、失礼ですが」


　クリスは少年を改あらためて見ながら言った。


　結局、この少年は何者なのだ？


「ああ、そうか。ごめんよ。僕の顔を知ってる人ばっかりの中で育ったから……」


　少年ははにかんだような表情でそう言うと、右手を差し出した。


「僕の名はフォルシス・ラインヴァン。でもあまり名前で呼んでもらえないけどね」


「…………！」


　愕がく然ぜんとしてクリスは眼の前に差し出された手を見つめる。この少年は……


「皆みんなはただ、殿でん下かって呼ぶから……この名前、気に入っているのだけれどね」


　そう言ってラインヴァン王国の第一王おう子じは恥はずかしそうに笑った。








　良さげな位い置ちを狙ねらって、独ひとり釣つり糸いとを垂たれること、およそ半時間グロツク。


「……釣れん」


　シャノンは物もの憂うげにつぶやいた。


　やや遠くで水遊び……というかレオ遊びというか……に興きようじるパシフィカやラクウェル達の声を聞きつつ、シャノンは釣り糸を一いつ旦たん、引き上げた。


「うーむ。場所が悪いのか、餌えさが悪いのか」


　ちなみに餌は彼の長い髪かみを一本抜いて、適当に丸めた疑ぎ似じ餌えである。これでも場所さえ良ければ、結けつ構こう、魚はかかるのだが……


「やっぱミミズでも掘ほ……ん？」


　立ち上がったシャノンは眉まゆをひそめた。


　何かが近づいてくる。


　急接近する気け配はい。何かが、ものすごい勢いきおいで走ってくるのだ。


　それは……瞬またたく間に爆ばく走そうする小こ柄がらな人影となってシャノンの元に到とう達たつした。


　そして。


「いくわああああああああンンッっ！」


　裂れつ帛ぱくの怒ど鳴なり声と共に振り下ろされたのは、なんと鉄てつ槌ついであった。咄とつ嗟さに飛び退のくシャノンの横で、鋼はがねの鈍どん器きは、ごす、と危険な音をさせながら地面にめり込んだ。


「いかん、いかんのじゃ！　ほんのちょっと難むずかしく言うと、禁！」


「ちなみに、簡かん単たんに言うと？」


「駄だ目めぷー」


「…………」


「む。対たい象しよう年ねん齢れいが低すぎたか？」


「いや、そーゆー事じゃなくてな」


　地面から鉄槌を引き抜くその人物を見ながら、シャノンは呆あきれた声を出した。


「いきなり何をするか、ご老体」


　そう。発はつ情じよう期きのイノシシをも青ざめさせるような速度で走り込んできて、シャノンに殴なぐりかかったのは……信じがたい事だが、小こ柄がらな老ろう婆ばであった。


　屍し衣いのような白しろ装しよう束ぞく。何な故ぜか頭にかぶった鉄てつ兜かぶとには昼間だというのに意味もなく蠟ろう燭そくが立てられており、その皺しわ深い右手には、何なに気げなく鉄槌が握にぎられていたりする。


　ちょっと猟りよう奇きな感じがよく似に合あう、素す敵てきな婆ばあさまと言えよう。あまり夜には出会いたくない類たぐいの人物である。


「事と次し第だいによっては、俺おれも怒おこるぞ」


「ここは釣り禁止だと、看かん板ばんが立ててあったじゃろうが！」


　鉄槌をぐい、と持ち上げて老婆は怒鳴った。


「あー、そういえば……看板、見たような」


　決まり悪そうに言うシャノンに、老婆はなおも、怒いかりをくすぶらせながら言う。


「まったく最近の若者は、自分さえ良ければいいと思って、無茶をしよる。これだから、普ふ段だんから見回りがかかせんのじゃ」


「最近の年寄りも、無茶という意味ではすごいぞ。鉄槌で見ず知らずの人間に、いきなり殴りかかったりするしな」


「聞く耳もたんわ。大体、ここは昔むかしからヌシ様の眠られる湖みずうみじゃ。迂う闊かつなことをしてヌシ様を怒らせたら、ただではすまんぞ！」


「……ヌシ？」


　あからさまに、胡う散さん臭くさいものを見る眼めで、老婆を眺ながめるシャノン。


「そうじゃ！　あ、なんじゃその眼は？　貴き様さま、わしの言う事を疑っておるな？」


「いや、疑うというか何というか……じゃあ、泳ぐのはどうなんだ？」


「釣りが禁止なのに、泳いで良いわけがなかろうが。とにかく、ヌシ様のお怒りに触ふれたら、どうなることか……」


「……どう……なるんだ？」


　やや呆ぼう然ぜんとした口く調ちようで、シャノンが尋たずねるが……老婆は彼の口調の変化に気づかなかったようだ。


「いや、ワシもはっきりとは知らんのだが。とにかく、何か起きてからでは遅い。ヌシ様がお怒りにならないうちに、とっととここから立ち去れい！」


「いや……」


　シャノンは老婆ではなく、その頭越ごしに向こうを……湖の沖おき合あいを見ながら言った。


「もう遅いかもな」


　その言葉に、愕がく然ぜんと振り返る老人の瞳ひとみに映うつったのは……湖こ面めんを突き破って出現する、緑みどり色の巨きよ影えいであった。








「な……」


　パシフィカの声は高々と宙に舞まった。


「なによ、これえええええっ？」


　そのまま悲ひ鳴めいの尾を引いてくるくる回りながら飛んでいき、ぼちゃん、と大きな水みず柱ばしらをあげて彼女は水すい没ぼつした。


「こ……これは……！」


　さすがのレオも、パシフィカの安あん否ぴを気き遣づかうのも忘れて、呆然とそれに見入っていた。


　その、目の前の、小山のごとき……


「……げこ」


　緊きん張ちよう感かんのない声で、そう鳴く小山のごとき物体を見ながら……それ以上に緊張感のない声で、ラクウェルが言った。


「まあ。なんて立りつ派ぱなカエル」


　そう。カエルだ。池や川に棲すんでいて、げこげこ鳴いてぴょんぴょん跳はねる、あのカエルである。緑色のべっとりとした皮ひ膚ふ、突とつ出しゆつした眼球、やたらと広い口。見み紛まがうことなきカエルそのものである。


　問題は……その大きさだった。


　立派とか大きいとか、そういう次元レベルの問題ではない。口を開いたらシャノン達の馬車でも丸飲みできるだろう。


「何よ、この化ばけ物はっ！」


　浮ふ上じようしてパシフィカが叫さけぶ。


　その言葉に刺し激げきされたのか、巨大カエルがぎょろりとその眼をパシフィカに向けた。


「な……何よ」


「……げこ！」


　たじたじと後ずさる彼女を何と思ったのか、カエルは何かを宣せん言げんするように、高く鳴くと……次の瞬しゆん間かん、怒ど濤とうの勢いきおいでパシフィカに向けて泳ぎ始めた。


「げこおおおおおおおおおおおおお！」


「っきゃあああ！　こっちくんなああっ！」


　ばしゃばしゃと水を跳はねとばしつつ逃げるパシフィカ。それを追う超巨大カエル。


「待てい、そこな両りよう生せい類るい！　その人をどーにかしたくば、まずこの僕を倒し……」


　べぢゃ。


　果か敢かんにもカエルの前に立ちふさがった──浅あさ瀬せだったのだ──レオは、しかし水みず搔かきの一撃であえなく撃げき沈ちんされた。


「む、無念……」


「あああ、役に立たないいいっ！」


　とはいえ、武装もしていない上に、そもそもの大きさが違うのだから、むしろそれでも立ちふさがった少年騎き士しの勇気は称しよう賛さんすべきではあろう。


「ラクウェル姉ねえ、助け……」


　と言い掛けたパシフィカの視界の隅すみを、ぷかりと浮かんだまま湖こ面めんを漂ただよう姉の姿すがたがよぎった。どうやら早々に跳ねとばされて気絶したらしい。


「ああああああああ……」


「げこおおおおおおお！」


　パシフィカの悲ひ鳴めいとカエルの高らかな鳴き声が、湖全体に響ひびき渡った。








　しばし呆ぼう然ぜんとその、冗じよう談だんのように巨大な両生類を眺ながめていたシャノンであったが……パシフィカの悲鳴に、我われに返った。


「な、なんだ、あれは！」


　老ろう婆ばの襟えり首くびをつかんで揺ゆさぶる。


「うう、ヌシ様じゃ……恐おそろしや恐ろしや……今年はカエルじゃ……」


「『今年はカエル』？」


　うわごとのような老婆の言葉を聞きとがめるシャノン。


「ヌシ様はその時々によってお姿をお変えになる……ちなみに去年、サコーん家ちの息子むすこが釣つりをした時は、アメンボじゃったが」


「節せつ操そうのない……いや、そうじゃなくて。とにかく、あれをどうにかしないと……」


　パシフィカとそれを追う巨大カエル。シャノンの位置からは何をするにも遠すぎる。


「……手を貸かそうか？」


　涼すずやかな声がそう言った。


　振り返るシャノンの眼にまず映うつったのは、長い長い蒼あおの髪かみであった。


「おまえ……確か……アーフィ……？」


「覚おぼえていてくれたようだな」


　どことなく乾かわいた笑顔を浮かべて、その謎なぞの少女は言った。相変わらず気け配はいが感じ取れない事からして、少なくとも実体ではないようだが……


「まさか、あの化け物は、おまえの仕し業わざか？」


「違う。無関係というわけでもないが」


　曖あい昧まいな物言いに、シャノンは眉まゆをひそめる。


「何なんだ、あれは？」


「汝なんじらが〈ドラゴン〉とか〈終わりの魔ま獣じゆう〉とか呼んでいる代しろ物ものだ」


「ドラゴン……って、あれがか？」


　創そう世せい戦争と呼ばれる神しん話わ時代……マウゼル神やその率ひきいる軍ぐん勢ぜいと戦たたかった、悪あく魔ま達。彼かれ等らの誇ほこった最強の戦力こそが〈終わりの魔獣〉……ドラゴンであると言われている。


　無論、歴史もおよばぬ太たい古この話である。名前は誰だれもが知っていても、その実在を信じている者は皆かい無むに等ひとしいだろう。


「元々、我われらに固有の形けい態たいはない。状じよう況きように応じて自みずからを最適化させるためだが……あの個体はもはや正常な動作が出来ない状態に陥おちいっている。カエルの姿をしているのも、基本形けい相そう情報を何らかの理由で保ほ持じできなくなったために、そこらの生体の遺い伝でん情報を取り込んで代用しているためだろう。そもそも……」


　シャノンはため息混まじりに口を挟はさんだ。


「……全然、話が見えないんだが」


「……だろうな」


　アーフィは気分を害した様よう子すもなく、小さくうなずくと、右手をかざした。


「この識しき別べつ信号は、シリアル７……〈グロリア〉か。あの様な状態になってもまだ稼か働どうし続けていたとはな」


　その人形めいた表情に、哀あい惜せきと自じ嘲ちようの表情がよぎったと感じたのはシャノンの気のせいだろうか。


　そして。


　一いつ切さいの前まえ触ぶれなく……アーフィの右手が、閃せん光こうを放はなった。


「…………！」


　世界の色しき彩さいを逆転させるかのような白い光が、まっすぐに湖みずうみの風景を切り裂さき、今しもパシフィカに向かって跳ちよう躍やくしようとしていた巨大カエルの頭部を直ちよく撃げきした。


　膨ぼう大だいな力に貫つらぬかれた大気が、悲鳴を上げる。


「魔法？　……いや……」


　シャノンは目を細めて少女を見つめた。


　呪じゆ文もんの詠えい唱しようもなければ、魔法が起き動どうする際の波は動どうも……意い識しき領りよう域いき内において起動した魔ま導どう式しきが、現実世界と接せつ続ぞくされる際に発するはずの、波動もなかった。


　これは、魔法ではない。


　では何なのか？


「おまえは……」


「そのうち、時がくれば分かる」


　戦せん慄りつの表情を浮かべるシャノンに、素そっ気けなく言うと、アーフィはふわりと宙に浮かんで、空中を滑すべり出した。








　手を伸のばせば触ふれられる距きよ離りにまで迫せまった巨大カエルの姿に、パシフィカはほとんど錯さく乱らんしていた。いや、その巨大さ故ゆえに、パシフィカの位置からは、全体の姿などとっくに見えなくなっているが。


「あああああ、ね、粘ねん液えきが、粘液がっ。ああああ、ずるずるべとべとはイヤああああ！」


　一いつ瞬しゆんの閃光。


　次の瞬間、巨大カエルは轟ごう音おんと共にその上半身を大きくえぐり取られていた。


「え？　何？　何が……」


　混こん乱らんするパシフィカの目の前で、カエルは一瞬、ぐらりとその巨体を揺ゆらせ……だが、その欠けつ損そん部分は、いきなり再生を始めた。


　ちりちり……と、どこか金属的な音をたてて、時間が戻もどるかのように、カエルの上半身が構こう築ちくされて行く。それは生物の治ち癒ゆ再生というよりも、むしろ見えない手が砂さ像ぞうを作り上げていくような印いん象しようがあった。


　だが……それも途中で停まる。


　わけがわからず呆ぼう然ぜんとするパシフィカの目の前に、揺らめくものがあった。人影のようではあるが、その背はい後ごに、再生途中で凍こおり付いているカエルの巨体が透すけて見える。


「……え？」


　それは幼おさない少女の幻げん影えいだった。


　長い紺こん碧ぺきの髪かみを揺らせるその姿は、ひどくはかなげに見えた。美しいが、その姿には病的な何かが絡からみついて見える。


（……護まもらなきゃ……）


　声ではなかった。一いつ切さいの音を介さず、だがそれはパシフィカや、駆かけ寄るシャノンの脳のう裏りにも明めい瞭りように響ひびいていた。


（護らなきゃ……約やく束そくしたもの……あの人の愛した世界を……護るって……だからどんな事をしても……どんな姿になろうとも……何千年、何万年かかろうとも……）


　か細く、しかし必ひつ死しに紡つむがれる言葉。


「あ、あの……」


「パシフィカ・カスール」


　背後からの声に振り返ったパシフィカは、思わず眼を瞬しばたたかせた。


　彼女のすぐ後ろの空中に悠ゆう然ぜんと浮かぶ蒼あおい髪の少女。髪型や、身に帯おびる衣い装しように多少の違いはあるものの、その少女の顔は、眼前の少女とそっくりだったのだ。


「眠らせてやってくれ」


　少女……アーフィが静かな口く調ちようで言った。


「ただ一言でいい。『もういい』とだけ言ってやってくれ。我われ等らは……命じられなければ、自みずから眠ることもできない」


「え？　何？　何なの？」


「……頼たのむ」


「えっと、あの……」


　何がなんだか、分からなかったが……だがアーフィの表情には、硬いながらも真しん摯しな色が見えた。


「……あ、あのね」


　パシフィカは眼前の幻げん影えいを振り返った。


「も……もういいよ。もういいから……もう、休んでいいんだよ」


　それは、ただそれだけの……言葉。


　だが。


　ぱち……と、どこかで何かが弾はじける音を、パシフィカは聞いたような気がした。


（…………）


　少女の幻影は、驚おどろいたように……その時初めて存在に気づいたかのように、その潤うるんだ瞳ひとみの焦しよう点てんをパシフィカに合わせた。


　その美しい顔に、ゆっくりと微笑ほほえみが広がる。


　優やさしく、けれど透とう明めいで哀かなしい笑顔だった。


　大たい切せつな何かを、失うしなってしまった者の……その事に気付いてしまった者の、表情だった。


（……ありがとう）


　その言葉だけを残し、少女の幻影は消えた。


　カエルの巨体も、まるで自分が砂すなの像である事を思い出したかのように、ゆっくりと崩くずれ落ちてゆく。その時になって、ようやくシャノンが水を蹴け立たてながら、パシフィカの側にたどり着く。


「ねえ、何なのよ……これ」


「今は説明しても理解できまいよ」


　そう言い残すと、アーフィもその姿を薄れさせて、消える。後に残されたシャノン達は、ただ呆ぼう然ぜんと、湖に没ぼつして行くカエルの残ざん骸がいを眺ながめる事しかできなかった。








「……結局、何だったんです？」


　街かい道どうに戻もどって馬車を進めるシャノン達。いつものように〈パラベラム〉にまたがって隣となりに並んだレオが尋たずねてくるが……


「わからん」「わかんない」


　御ぎよ者しや台だいの上で、兄けい妹まいそろって首を振る。


「こっちが聞きたいくらいだ。あのアーフィってのもすぐにいなくなったし」


　そもそも、ラクウェルやレオはアーフィと会ったことすらないのだ。説明されても理解しようがない。


「結局、人助け……だったのかなあ？」


「『人』じゃないだろうけどな」


　とシャノン。


「『ありがとう』って言ってたんでしょ？」


　客室で長い黒くろ髪かみを丁てい寧ねいにときながら、ラクウェルが言って寄よ越こす。


「だったらいいことをしたのよ、きっと」


　……ありがとう。


　その一言は、確かに脳のう裏りに残っている。


　ただ、それだけの事だが──


「うん……そうだね」


　パシフィカは満足そうにうなずいた。




　第四章　王国騎き士し







　馬の蹄ひづめが、ぽくぽくぽくと一定の拍ひよう子しで地を打つ音が、眠ねむ気けを誘さそう。そんな昼下がりであった。昨日きのうと異ことなり、今日きようは天を泳ぐ雲が厚あついせいか、地を流れる風もそこそこに涼すずしい。昼寝には丁ちよう度どよい気き候こうだ。


「うー……」


　御ぎよ者しや台だいの上でシャノンがうめいた。


　シャノン達の馬車と、少年騎士レオポルドの姿すがたは、相変わらず細い枝えだ街かい道どうの上にあった。


　すでにこの辺あたりは、パウザ領内である。レオによると、彼の目め指ざしているという村は、そのパウザ領の外がい縁えん部ぶに位置するとの事で、地図からすれば、そろそろ到とう着ちやくしていなければならないはずなのだが……


「ぬあー……」


　パウザ領。田舎いなかと言えばとことん田舎な土地である。シャノン達の住んでいたマヌーリンも田舎だが、あちらはモスバーグ河がわより東の、いわゆる内うち辺へん境きようだ。モスバーグ河より西の、外辺境の田舎とはひと味違う。


　まあ簡かん単たんに言えば……田舎という一語の上に『ど』の一音がつくのだ。


　この地は先せん祖ぞ代々パウザ子し爵しやく家けの領土だが、若い領主やその家族は便べん利りな王おう都との別べつ邸ていに入いり浸びたりで、年の半分も自領土に戻もどってこない。結果的に領民による自じ治ち組そ織しきがこの地の行ぎよう政せい及および警察機能の大半を司つかさどっているのだが、この自治組織がまた、ほとんど組織とは名ばかりの、いい加か減げんな代しろ物ものなのである。


　このため、街道には日常的に無む法ほう者ものが横おう行こうする、森には、内辺境では名前さえ知られていないような、危険な生物が棲せい息そくする……と、色々な意味でこの地には危険が多い。


　こういった状じよう況きようが、またこの地の不便さを助じよ長ちようするという悪あく循じゆん環かんに陥おちいらせているのだが、今のところ抜ばつ本ぽん的てきな改かい善ぜん策さくは、自治組織からも領主からも提案されていなかった。


「眠い……」


　昼食を終え、パシフィカとラクウェルは、シャノンに御者を任まかせて、薄はく情じようにもさっさと昼寝中である。客室の方から聞こえてくる安らかな寝ね息いきを背中で聞きながら、シャノンは傍かたわらの少年に声をかけた。


「おい、レオ。そのドイル・バレットが住んでる村ってのは、この辺あたりなんだろ？」


　返事は、ない。


「おい、レオポルド……」


　そう言って振り向くと、レオ少年は前方を見つめたまま、黙だまって馬を進めている。


　お坊ぼつちゃん育ち特有の、甘あまく抜けた印いん象しようが拭ぬぐいきれない横顔。剣の腕うでからすれば努力も苦労もしているはずだが……その表情は良く言えば善ぜん人にん丸出し、悪く言えば世の中をなめきったような呑のん気きさにあふれている。


　だが……その眼は静かに、しかし決然と、遥はるか道の彼方かなたを見つめていた。


　夢を追う者の、切せつなく渇かわいたような、しかし確固たる意志の光が、その眼にはある。


（こういう眼もできるんだな、こいつ）


　そう胸むねの内でつぶやきながら、シャノンはもう一度、声をかけた。


「レオポルド。レオ、おい、半はん熟じゆく騎き士し」


　やはり返事はない。


　シャノンは眉まゆをひそめて馬車を停めた。


　特にレオが手た綱づなを操そう作さした様よう子すもなかったが、彼の白い愛あい馬ば〈パラベラム〉は、それに合わせて歩を止める。シャノンはすぐ側そばまで歩み寄って、じっとレオを見つめてから……その愛馬に向かって、話しかけた。


「お互たがい、苦労するな、おい」


　まさか通じたわけでもなかろうが、〈パラベラム〉がため息のような息を吐はく。


「気き色しよくの悪い奴やつ……」


　レオは、眼を開けたまま、寝ていた。








　用もちいるのは一本の棒ぼう。


　そして後こう悔かいしないだけの潔いさぎよさが少々。


「……何やってんの？」


　時じ刻こくはそろそろ夕刻。長めの昼寝を終え、客室から起き出してきたパシフィカの問いに、シャノンは物もの憂うげに肩を竦すくめ、レオは額ひたいに汗あせを浮かべながら引きつり気味の笑顔を浮かべた。ちなみに昨晩の野の宿じゆくで、不ふ寝しん番ばんだったラクウェルは未いまだ睡眠中である。


　馬車は相も変わらず荒れた枝えだ街かい道どうの上。時間からすれば、そろそろレオの目的地であるホウランドの村に着いていても良さそうなものだが……辺あたりに民家の姿は見えず、代かわりに道の真ん中に、倒れた木の枝が一本。


　よく見ると、その枝の指さし示しめす向こうで、道が二ふた股またに分かれている。


「運命の選せん択たく、といったところだな」


「はあ？　……まさか」


「……迷まよった」


　シャノンはあっさりと認みとめた。


「この騎き士し様が、寝ながら道案内してくれたもんでな。現在位置もよく分からん」


「面めん目もくないです」


　しゅん、とうなだれるレオ。まるで飼かい主ぬしに叱しかられた子犬のような風ふ情ぜいである。


「まあ、途中で気づかなかった俺おれも悪いが」


「だからって、これはないでしょうが」


　馬車から降おりて棒を拾ひろうパシフィカ。ちなみに棒は、哀あわれな迷い子達を嘲ちよう笑しようするかのように、分ぶん岐き路ろの真ん中を向いて倒れていた。


「ラクウェル姉ねえに魔法で……」


「探たん査さ系の魔法は、精度を上げる事はできても、範はん囲いを広げるのは難むずかしいんだよな……だが、まあ、やらないよりはましか。目的の村ってのが近くにあればいいが……」


　そう言ってラクウェルを起こすべく、客室の扉とびらを開くシャノン。その背中に、やや遠えん慮りよがちにレオが声をかけた。


「あの……しかし、いいんですか？　ホウランドの村へ行くのは僕ぼくの用事であって、パシフィカさん達には何の関係も……」


「別に急ぐ旅でもないしな。俺達も、噂うわさの騎士様に会ってみたくなったんだよ……ん？」


　枕まくらを抱いて、すぴーすぴーと気楽な寝息をたてているラクウェルに手をかけながら……シャノンはふと顔を上げる。同時にレオも何かに気づいた様よう子すで、彼と同じ方向を眺ながめた。


　道の後こう方ほうから近づいてくる人影が一つ。


「……あ、昨日きのうの」


　つられてそちらを見たパシフィカが、驚おどろき半分、喜び半分の声をあげる。


「おお。おぬしらは」


　そう声をかけながら近づいてきたのは、昨日、湖みずうみで出会った老ろう婆ばである。


　相変わらず蠟ろう燭そく付きの鉄てつ兜かぶとに鉄てつ槌ついと、訳わけのわからない装そう備びをしている。単純に考えれば結けつ構こうな重量があるはずなのだが、老婆は平然たるものだ。鉄槌はともかく、鉄兜の方は案外、木や紙の張りぼてなのかもしれない。


「おや、ご老体」


　シャノンもラクウェルを起こすのを中断して老婆の方を向き直る。彼かれ等らをしげしげと眺めながら、老婆は呆あきれたような口く調ちようで言った。


「まだこんなところを、うろうろしとったんかいな？　夜になるとこの辺あたりは危険じゃぞ。獣けものとか、山さん賊ぞくも出よるよってな」


　危ないと言えば老婆の一人歩きの方がよほど危ないような気もしたが、シャノンはあえて口を挟はさまなかった。確証はないが、この老婆なら、野や獣じゆうの一匹や二匹、にらむだけで追い返しそうな気がしたからだ。


「いや、ちょっと道に迷って。そういえばご老体、家はこの辺りか？　ホウランドへの道を教えてもらえると、ありがたいんだが」


「なんじゃ。わしらの村の客人かい」


　こともなげに老婆は言った。


「ま、帰り道じゃし、いくらでも案内してやるが……あんな地図にも載のっていないような田舎いなか村に、何の用じゃ？」


「元王国騎士のドイル・バレット様にお会いしたいんです！」


　勢いきおい込んで言ったのは、レオである。よほど崇すう拝はいしているのか、単に元気がいいだけなのか、とにかく拳こぶしを握にぎり込んで上下に振りながら彼は力りき説せつした。


「元〈アンヴァー・ナイツ〉副団長にして、王国史上屈くつ指しの勇ゆう者しやと謳うたわれた、ドイル・バレット子し爵しやくです！」


「王国騎士？　〈アンヴァー・ナイツ〉？」


　老婆は眉まゆをひそめてレオの言葉を遮さえぎった。


「まあ、確かに村にゃドイルって名前の男はおるがの……何か勘かん違ちがいしとらんか？　ありゃあ、騎士様なんてもんじゃねえぞ」


「え？」


　拍ひよう子し抜けしたような表情で聞き返すレオ。老婆は若じやつ干かん困こまったような表情で続けた。


「あんな……いや、説明するより会わせた方が、早いじゃろ。とにかくおいで。どうせ、ここから別の村に向かっても、日の暮くれるまでには着かんからの。わしの家に泊とめちゃる」


「いいの？」


　パシフィカが首をかしげて尋ねる。はっきり言ってパシフィカ達と老婆は、互たがいの名前さえ知らない他人だ。野の宿じゆくは飽あき飽あきしているパシフィカだが、老婆の申し出を、善ぜん意いの一言で片づけてしまえるほど、厚こう顔がん無む恥ちでもなければ、不ぶ用よう心じんでもない。


「うむ……おぬしらは、ヌシ様を鎮しずめてくれたからの」


　老婆は初めてそこで、笑顔を見せた。








　老婆の名はリタ・ソロサーンといった。


　代々ホウランドの村に住んでおり、父や祖そ父ふは自じ警けい団だんの団長を務つとめていたのだという。彼女もその関係で、若い頃ころから剣やら戦せん槌ついやらを振り回して、村近辺を横おう行こうする無法者達とやり合ってきた経けい歴れきの持ち主らしい。


　老ろう齢れいになってからは、無論、年寄りの冷や水は遠えん慮りよしているようだが、例の湖は何かと曰いわく付きの場所なので、日につ課かとして見回りに行っている、という事であった。


「死にきれない魔ま族ぞくが彷徨さまよっているとか、魔王ブラウニンの呪のろいがかかっておるとか。まあ、実際ワシも小さい頃から、何度かヌシ様を見ておるしな。何かの間ま違ちがいがあってからでは遅いからの」


　そう言いながら老婆は少し遠い眼をして見せた。


「何というか……何度かワシもあのヌシ様を見て思ったのじゃがな。あのヌシ様は別に人間に危き害がいを加えようとか、人間を恨うらんでいるとか、そういうので出て来られるのではなくて……何か苦しんでおられるというか、『救い』のようなものを求めておられるように見えたんじゃよ」


　人を襲おそうというより……まるで、人にすがろうとしているかのような。


「だから何となく……ワシも何とかして差し上げることはできんじゃろうか、と思っておったところさ」


　そう言いながら彼女は、シャノン達一いつ行こうを家に招まねき入れたのだが……








「医者、ですか？」


　問い返すレオの言葉にリタ婆さんはうなずいた。


「驚おどろくほどの名めい医いというわけでもないがの、こんな田舎いなかじゃ、そもそも医者のいない村も多いからのう。皆みな、感かん謝しやしとるよ」


　シャノン達は、夕食をご馳ち走そうになりながら、問題の人物についての話を、聞いていた。


　現在のリタ婆さんは一人住まいだそうだが、ソロサーン邸ていにはかなりの広さと部へ屋や数かずがあった。子供五人と夫ふう婦ふの計七人が暮くらしていた家なのだから当然と言えば当然だ。もっとも子供達は全員独立し、夫も二年前に他た界かいし……彼女の家には、最も早はや使われる事のない部屋が、その内に空くう虚きよを抱かかえて並んでいる。


　案外、シャノン達を泊とめたのも、ヌシ様云うん々ぬんの理由だけではなく、一人暮らしの孤こ独どくが身に沁しみていたから……なのかもしれない。


「〈アンヴァー・ナイツ〉の入団試し験けんでは、応おう急きゆう処しよ置ちや、薬やく草そうに関する知ち識しきが問われますから、不ふ思し議ぎでもないですが……」


　レオが首をかしげながら言う。


「おぬしもこだわるのう。わしは、あの男が元は騎き士し様じゃった……と言われても、あまり、ぴんと来んのじゃが」


「同どう姓せい同名の別人だと？」


　ラクウェルが取りなすように口を挟はさむ。


「わざわざ、こんなところまで来たおぬしらには、気の毒どくと思うがのう」


「いや、しかし……」


「まあ、明あ日すにでも会って直接聞けばはっきりするさ」


　それでも何か言い募つのろうとしたレオを、片手で制し、面めん倒どうくさそうにシャノンが言う。確かにここでいくら論を重ねても、埒らちがあかないだろう。


「ま、それが良かろうて」


　締しめくくるようにリタ婆さんが言った。








　そして翌よく日じつ。


「……これが？」


　ホウランドの村の端で、呆ぼう然ぜんと立ちつくすレオの姿すがたがあった。


　思わず手の中の紙し片へんを確認するが、リタ婆さんの手になる地図を見る限り、そのドイル・バレットの家はここに間ま違ちがいはない。簡かん単たんすぎて間違いようのない地図なのだ。


「なんか、すごいわね」


　パシフィカが呆あきれたような、驚おどろいたような表情で言う。それもそのはず……シャノン達の前に立っているのは、家とは名ばかりの、とことん古びた小屋であった。


　かつて、宮きゆう廷てい騎士として王おう都とに居きよを構かまえていた者の住居としては、わびしすぎると言えよう。正しよう直じきなところ、シャノンなどは見た瞬しゆん間かん、廃はい屋おくかと思ったほどである。


「ま、住む家でその人間の人格が決まるわけでもないしな」


「そ、そうですよね」


　シャノンの言葉に頷うなずきながら、レオは表情も引き締しめた。


　わざわざ略りやく式しきの鎧よろいと剣まで帯おびて来ているところが、この少年らしいといえば、らしいが──その表情は滑こつ稽けいなほどに、緊きん張ちようで強こわ張ばっている。


「えと……ええと……あー、あー」


　ちらりとシャノン達の方を振り返るレオ。


「僕の恰かつ好こう、おかしくないですよね？」


「おかしくないですよ」


　ラクウェルが微笑ほほえみながら保証する。


「あ……あの……髪型も、乱れてませんよね」


「いいから早く声をかけろって」


　上うわ目め遣づかいで尋たずねるレオに、どうでもいいような口く調ちようで言うシャノン。代かわりに、パシフィカが勇気づけるように、拳こぶしを握にぎって見せた。


「大だい丈じよう夫ぶ、恰好いいよ！」


「は、はい！」


　さすがに惚ほれた相手の保証は効きくらしい。レオは大きく頷うなずくと声を張り上げた。


「ドイル・バレット様！　ドイル・バレット様は御ご在ざい宅たくでしょうか？　私、タスコ領主スコルプス男だん爵しやく家長男、レオポルド・スコルプスと申します！」


　一いつ旦たん、反応を見るように、言葉をきる。


　返事は、ない。


「ど、どこか失礼だったでしょうかあ？」


　途と端たんに情なさけない表情で言うレオ。


　その瞬しゆん間かん。


「……ぬおおおおおおおっ！」


　かけ声とも悲ひ鳴めいともつかないような叫さけびと共に、扉とびらがものすごい勢いきおいで開かれた。


「なっ……？」


　同時にさっと飛び退のいたレオの立っていた場所を、一人の男が駆かけ抜ける。扉板は開ききったところで壁かべに当たって跳はね返り、ばたんと閉じた。そして……


　爆ばく音おん。


　シャノン達には、一瞬、ぼろ小屋が一回り大きくなったように見えた。だが次の瞬間には壁や窓まど、屋根の隙すき間まという隙間から破は壊かい的に高まっていた内ない圧あつは逃がされ、後を追うように奇き妙みような色の煙けむりがにじみ出る……


　どうやら中で何かが爆発でもしたらしい。


「な……何なんです？」


　レオが呆あつ気けにとられた様よう子すで振り返って尋ねてくるが、無論、シャノン達に答えられるはずもない。


「むう。危ないところであった」


　代わりにそう言って腕うでを組んでいるのは、先ほど、小屋から飛び出してきた男であった。


　やや丸顔で中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいの……体格はごく平へい均きん的てきな男性である。黒くろ髪かみは短く刈かり込まれ、眼めは……右眼は、くすんだ灰色をしている。


　左眼は、ない。その眼のあるべき部分には、黒い眼がん帯たいが張り付いていた。


「失敗か。調ちよう合ごうが間違っておったか、それとも火が強すぎたのか……完成すれば画かつ期き的な水みず虫むし治ち療りよう薬やくになるはずだったのだが」


「……爆ばく薬やくの間違いじゃないのか？」


　思わず口をはさむシャノン。そこで初めてシャノン達に気づいたかのように、眼帯の男は右眼を瞬しばたたかせて驚おどろきの表情を浮かべた。


「見ない顔だな。何か用かね？」


「あの……ドイル・バレット……様ですよね？」


　尋ねてくる眼帯の男に、レオは恐おそる恐るといった口調で尋ね返す。


「そうだが。ああ、ルーシイの使いかね？　悪いが精せい力りよく剤ざいはまだ材料が揃そろっていないから、もう少し待ってくれと」


「いや、そうじゃなくて……」


「では急きゆう患かんか？　じゃあまず服を脱ぬいで」


「違うっつーに」


　当然のような口調でラクウェルに向かって言うドイルの襟えり首くびをつかみ、シャノンは引き戻もどす。無表情に、しかし見るからにいやらしそうな動きで、わきゃわきゃと指を動かしてみせながら、ドイルは言った。


「何をするか。触しよく診しんは医術の基本だぞ」


「だから医者としてのあんたに会いに来たんじゃないんだよ。大体、診しん察さつ室しつでもないのにいきなり患者を脱がしてどうする？」


「私が楽しいぞ」


　胸むねを張って言うドイルを眺ながめながら、シャノンはため息をついた。


「頼たのむから話を聞けって。俺おれ達は、あんたに会いに来たんだよ……元〈琥珀騎士団アンヴアー・ナイツ〉副団長ドイル・バレットにな」


　そう言ってシャノンは、ドイルに呆ぼう然ぜんとしているレオを示しめして見せた。


「…………！」


　ドイルの顔から一瞬、表情が消える。


　無表情というよりも、それは、無数の感情がせめぎ合って、確固たる表情を取れないでいるかのように、シャノンには見えた。
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「また古い話を持ち出してきたものだな」


　やがて……ようやくといった様よう子すで、ドイルの表情を、苦にがい笑みが覆おおった。


「……確かに、そういう肩書きだった時期もあったがな。もう十五年も前の話だぞ」


「わ、私は……」


　ようやく開きっぱなしだった顎あごを一いつ旦たん閉じて、レオは言葉をつむいだ。


「私は〈アンヴァー・ナイツ〉の入団を目め指ざしております。来年初めの入団試し験けんに臨のぞむにあたり、バレット様に、一言なりとも騎き士し道どうの何たるかを御ご教きよう授じゆいただきたく……」


「騎士道？」


　その言葉を耳にした瞬間、苦笑を押しのけてドイルの顔に現れたのは……憐れん憫びんとも嫌けん悪おともつかない、複雑な表情であった。


「騎士道ね……だったら無む駄だ足あしだ」


「え？」


「他の……現げん役えきの騎士様にでも聞くがいい。私は騎士を廃はい業ぎようした身だ」


「いや、しかし僕は……」


　レオは困こん惑わくの表情を浮かべながらも食い下がった。


　彼の真しん摯しな眼に追いつめられたかのように、ドイルはレオ、そしてシャノン達を見回し──小さく馬ば鹿かにするように鼻はなを鳴らすと、彼は吐はき捨すてるように言った。


「……騎士道というのは、幻まぼろしに過ぎん。それの語る理想も正せい義ぎも、実体のない、くだらない自じ己こ欺ぎ瞞まんだ。何の価か値ちもない偽ぎ善ぜんだ」


　そして……まるで、レオをなぶるかのような、嘲あざけりを含ふくむ口調で付け加える。


「……これで満足か？」


「…………」


　レオはぽかんと口を開いたまま硬こう直ちよくする。


　心しん酔すいする騎士がそのような事を言うとは思ってもみなかったのだろう。代わって反応したのは、パシフィカだった。


「な、何よ、その言い方！　元近この衛え騎士か何だか知らないけど、レオはあんたを慕したって来たのよ？　それを……！」


「それはそっちの事情──」


　そこまで言って、ドイルは言葉に詰つまった。


　両手を腰こしに当てて憤ふん然ぜんと彼をにらむ金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女。その顔をじっと見つめ……そしてドイルは何かに怯おびえるようにして、その眼を逸そらした。


　だが既すでに頭に来ているパシフィカは細こまかいことには気がつかない。彼女は喧けん嘩か腰ごしの口調でドイルに言った。


「何よ？」


「何でもない。とにかく、君きみらと話しても時間の無駄だ。お引き取り願おう」


「ちょっ……」


　なおも言い募ろうとしたパシフィカの身体からだが、ひょいと浮く。シャノンが襟えり首くびをつかんで吊つり下げたのだ。


「……帰るぞ」


「ちょっとシャノン兄にい、何よ、降おろして……」


　わめく妹いもうとを猫ねこの子のように片手で吊り下げ、シャノンはドイルに背中を向けて歩き出す。


「ご迷めい惑わくでしょうが、また来ると思います」


　そう言って、ラクウェルも小さくお辞じ儀ぎをすると、呆然としたままのレオの背中を押して、その後に続いた。


　彼かれ等らを黙だまって見送るドイル。


　なおも吊り下げられながら兄あににわめき散らす少女の声が響ひびいてくる。小さくなって行く彼等の背中を見つめながら、ドイルの口からはうめくような声が漏もれた。


「十五年だ……騎士としての自分に絶ぜつ望ぼうし、今の生活になれるのに、十五年かかった。今更……今更……騎士道などと……」








「……言った通りじゃろ？」


　洗せん濯たく物ものを庭にわ先さきの物もの干ほし具にかけながらリタ婆ばあさんは言った。


「いや、目的の当人ではあったんだが……」


　斧おのを振り下ろしながらシャノンが応じる。


　一いつ宿しゆく一いつ飯ぱんの恩おん義ぎもあるので、と薪まき割わりを買って出たのはレオである。彼が汗あせ水みず垂たらして手伝いをしている最中に自分だけぶらぶらしているわけにもいかず、シャノンも薪割りに精を出すという結果になっているのだ。


　ちなみにラクウェルとパシフィカは家の中で掃そう除じをしている。


「全まつたくとりあってもらえずでね」


「うう……」


　涙なみだ目めでうめくレオ。それでもちゃんと薪を割る手を休めないのは立りつ派ぱではあった。


「普ふ段だんは、割と愛あい想そうは良い男なんじゃがな」


　確かに騎士云うん々ぬんの話を持ち出すまでは気さくな雰ふん囲い気きのある人物だった。


　シャノンがレオ共とも々ども引き上げたのは、あそこであれ以上追及しても、相手の態たい度どが意い固こ地じになるだけだと判断したからだ。以前に、何かがあったのだろう……自分の信じてきた騎士道を否ひ定ていするような何かが。


　あるいはそれは〈廃はい棄き王おう女じよ〉の一件に関係しているのかもしれない。


　何にせよ、今は様子を見た方が賢けん明めいだと彼は判断していた。


「もう少し様子を見ない事には、確定的なことは言えないが……ん？」


　シャノンは手を止めて眉まゆをひそめる。レオが不ふ審しんそうに顔を上げて、聞いてきた。


「……どうしました？」


「すまん……ちょっと頼たのむ」


　シャノンは斧を置くと、すぐ側そばに立てかけてあった刀かたなを片手に歩き出した。








「……ひょーっ、危ない、危ない」


　気け配はいを殺し、樹じゆ上じように……夏を迎むかえて、密に重なり合う葉の群むれの中に身を潜ひそめながら、その男はつぶやいた。


「ようやく見つけたと思ったら……聞きしに優まさる使い手だね、ありゃ。正しよう面めんからじゃあ、俺なんざ、瞬しゆん殺さつされちまう。おお、こわ」


　人差し指で頰ほおを搔かきながら、その男は軽けい薄はくな笑みを浮かべた。


　ひょろっと瘦やせた、歳としの頃ころなら二十代半なかば辺あたりの若者である。標ひよう準じゆん体重を明らかに下回ると思おぼしき瘦そう軀くで、肩の辺りまで伸のばした金きん髪ぱつもやけに色合いが安っぽいが……不ふ思し議ぎと病的な雰囲気はない。その表情といい口調といい、妙みように陽気である。


　何かの作さ業ぎよう着ぎなのか、焦こげ茶色の革かわの衣い装しようにその身を包つつみ、全身のあちこちに何かの金かな具ぐのようなものをぶら下げている。加えて、何が入っているのか、やたらと大きな鞄かばんが、肩にかかっていた。


「しかあし！　……かかった賞金五百万。やっぱりほしいの五百万。とゆーわけで、不ふ肖しよう・職業的殺人者〈サイレンサー〉ことキダーフ・ジャイロット、卑ひ怯きような手段も使わせていただきますよお……って、俺ってば、元々そういう手段しかねえけどさっ」


　まるで歌うような口調でそう言うと、男は手品師のような動きで手を振る。閃ひらめいたその掌てのひらには次の瞬しゆん間かん、奇き跡せきのように小さく黒い塊かたまりが……一匹の虫が出現していた。


「さあて、行っといでーい」


　若者の言葉に応こたえるように、その虫は透とう明めいな羽を広げ、虚こ空くうに舞まい上がった。








　食堂で瞑めい目もくしていたラクウェルは、眼を開く、と傍かたわらに立つシャノンを振り向いた。


「……特に探たん知ち範はん囲い内に怪あやしい人間はいないようだけれど」


「そうか……」


　警けい戒かい用結けつ界かい魔法〈楽園アスガルド〉は、一定範囲内に存在する物体の情報を、つぶさに魔ま導どう士しに報知する。人間がいれば、その身長、体重は無論のこと、心しん拍ぱく数すうや呼こ吸きゆう数、所しよ持じ品ひんまでも察さつ知ちでき、あらかじめ諸条件を設定しておけば、特定個人を選せん択たく的てきに探さがし出す事もできる。


　だが、その反面、探知範囲はやや狭せまく、大おお型がた弓ゆみによる長ちよう距きよ離り狙そ撃げきなどには対応できないといった欠点もあるのだ。


　ラクウェルが今、探査したところでは、村人らしき反応があちこちにあるものの、明らかに戦せん闘とう装そう備びを帯おびた人間や、殺さつ気き……正確には殺さつ意いに付ふ随ずいする、独特の心拍数や呼吸数の増ぞう大だいを示しめす人間は見あたらなかった。


　無論、探知範囲外からの長距離攻こう撃げきや、卵の殻からを割るように、素す手でで平常心のまま人間を殺せるような、職業的殺人者の存在も、可能性としてはあるのだが……


「殺気を感じたと思ったんだがな」


　そうは言うものの、シャノンの場合、常じよう人じん離ばなれして鋭するどい分、神しん経けい過か敏びんなところがあるのも事実だ。早い話が気のせい、という事も十じゆう分ぶんにあり得る。


「もし魔導士なら、魔法を使うまでは探知できないし……とにかく、パシフィカの側そばから離れないようにしておくわ」


　同じ食堂の隅すみで、モップ片手に床ゆか掃そう除じをしているパシフィカの姿すがたをちらりと見てから、ラクウェルが言った。


「ちょっと、ラクウェル姉ねえ、さっきから何やってるの？」


　モップにもたれかかるような姿し勢せいで、パシフィカが言ってくる。ラクウェルはシャノンに小さくうなずいて見せると、立ち上がった。


「ごめんなさい。ちょっと思いついた事があったから」


「また〈武ト雷ー神ル〉とか喚よびだして掃除させたりするの、やめてよ」


「えー？　駄だ目め？　可愛かわいいのに～」


「危ないんだってば！」


　いつも通りの会話を交かわす姉と妹の声を聞きながら、シャノンは苦笑した。








　あきらめない。めげない。くじけない。


　過あやまちを恐おそれず、過ちに懲こりず、ただがむしゃらに進むのは、実のところ、ただの無む謀ぼうである。それを強さとは言わない。それは、むしろ現実を受け入れられない、弱さだ。


　だが。


　失敗を恐れる。独どく善ぜんを怖こわがる。だがそれを乗り越こえても、なお、自分の信念を貫つらぬけるのは、やはり強さであろう。


　そしてそれはレオポルド・スコルプスという人間の持ち味なのだと、シャノン達は思っている。


　と……いうわけで、翌よく日じつ。


「では行って来ます！」


　そう宣せん言げんし、心配したパシフィカ達が、拍ひよう子し抜けするほどあっさりと元気を回復したレオは、気合いを入れて再ふたたびドイルのところへ向かっていった。


　シャノンは何か用事があるとかで、朝から姿が見えない。パシフィカはレオと共にドイルのところへ行こうとしたが……それはラクウェルが引き留とめた。気の短い彼女が一いつ緒しよに行くと、また話がややこしくなるからだ。


「ねえラクウェル姉？」


　颯さつ爽そうと遠ざかって行くレオの姿を見送りながら、パシフィカがぽつりと言う。ラクウェルは首をかしげて妹を見つめた。


「なあに？」


「あのおっちゃん……本当のところはどうなんだろ？　……騎き士し団だんをやめた理由」


　やはりパシフィカはパシフィカなりに気になっていたらしい。噂うわさでは彼は〈廃はい棄き王おう女じよ〉封ふう殺さつの指し揮きをとっており、その呪のろいのせいで体調を崩くずし、引いん退たいしたと言われている。


　無論、呪いは単なるデマであろうが……自分を殺したと言われている騎士だ。確かに気にはなるだろう。


「あのご様よう子すだと、体調を崩して、というのもあてにはならないかも。静せい養ようするなら優秀な医者や薬くすりの多い王おう都と近きん郊こうの方が、むしろこんな田舎いなかより便べん利りだし」


「そうなのよねえ」


　パシフィカは困こん惑わくの表情でそう言った。








「バレット様！　バレット様！　おいでになりませんか、ドイル・バレット様！」


　昨日きのうの来らい客きやくの一人らしい少年の声が聞こえる。純じゆん粋すいで、真ま面じ目めそうな声だ。理想と野や望ぼうに燃える、少年の声。


　そう。確かに自分にもあんな時期があった。


　気持ちは分かる。よく分かる。だがドイルは応こたえてやる事はできなかった。そんな資格はもう自分にはない。


　扉とびらの外では熱ねつ心しんなレオの声が続いていたが、ドイルはベッドに座すわったまま、一歩も動く事はなかった。


「……騎士……か……」


　ドイルは自分の両の掌てのひらを見つめる。


　節ふしくれだった手。十五年を経過しても、剣と王国に捧ささげた半はん生せいの証あかしは、剣ダコとなって指や掌に残っている。


　騎士としてこの手で国王とその民たみ草くさを護まもる……その理想に突き動かされ、がむしゃらに剣を振るっていた時期もある。強く。少しでも強く。この力は彼の愛する王国のために。主しゆ君くんのために。そして民のために。理想。正せい義ぎ。夢。それらを支ささえる熱い情熱……


「くっ……」


　唇くちびるを嚙かむ。


　思い出すのは、あの瞬しゆん間かん。


　取り返しのつかないことをしたと悟さとった、あの瞬間だ。踏ふみ出してはいけない一歩を踏み出して……踏み出してから初めて、彼はそれに気付いたのだ。


　十五年を経へた今でも痛つう切せつにドイルは思う。一瞬でいい。あの時……一瞬でも時間を戻もどすことができたなら、その後の彼の人生は違っていたはずだ。


「何が騎士道だ……何が正義だ……」


　腕うでの中からこぼれ落ちて行く重み。


　あまりに軽く、しかし、しっかりと彼の腕の中にあった重み。だが、気が付いた時にはもう為なす術すべもなく、彼はただ空からになった腕を開いたまま、凍こおり付いていた。


　あの時からだ。


　彼の全すべては狂いはじめた。まるであの重みと共に、自分の中の全てを取り落としてしまったかのように。


　いや、違う。狂ったのではない。


　終わったのだ。


　あの瞬間……あの暗い谷底を、絶望と後こう悔かいにまみれて見下ろした瞬間から、王国騎士ドイル・バレットの人生は終わったのだ。


「せめて一言なりとも教えを乞こいたく……」


　外では飽あきることなくレオの声が響ひびいている。その愚ぐ鈍どんともいうべき熱心さが、しかしドイルには何よりも痛かった。


　途と方ほうもなく、痛かった。


「頼たのむから……もう放っておいてくれ……」


　レオの言葉を背中に受けながら……ドイルは苦く悩のうを引き裂さこうとするかのように、頭を搔かきむしっていた。








　ほとんど無音に近いその音に、しかしパシフィカは朝食の食器を洗う手を止めて、振り返った。か細い、空気の振しん動どう。羽音だ。


「んにゃ？」


　彼女のすぐ側そばを、ゆっくりと、黒い甲かぶと虫むしが飛んでいる。


　虫としてはやや大きめだが、不ふ思し議ぎと嫌けん悪お感かんは感じなかった。生き物と呼ぶには単純に過ぎるその輪りん郭かくのせいかもしれない。それは、昆こん虫ちゆうというより、昆虫を概がい念ねん的てきに簡かん略りやく化かした、模も型けいのような印いん象しようがあった。


「なによ、この虫……どこから入ってきたんだろ？」


「え？　どうしたの？」


　厨ちゆう房ぼうの奥で皿さらを拭ふいていたラクウェルが、振り返って聞いてくる。


「なんか、大きな虫がさあ……」


　そう言って姉を振り返るパシフィカ。


　甲虫の腹部がみちりと音をたてて開き……彼女の白いうなじに向けて、小さな小さな針はりを撃うち出したのは、次の瞬間であった。








「……いい天気だな」


　シャノンは村はずれの道ばたで、何やら荷物を広げている若者に声をかけた。


「そうだねい」


　初対面のシャノンの言葉にも、明るく答えながら、その瘦やせた金きん髪ぱつの若者はその荷物……いや、道具をいじくっている。


　旅の芸人なのか、放ほう浪ろうの詩人か……若者のいじっているのは、奇き妙みような楽器であった。


　黒く薄い筐きよう体たいに小さな鍵けん盤ばんが並んでいる。ただしピアノやオルガンといった、普ふ通つうの鍵盤楽がつ器きと違って、これは携けい帯たい用なのか、肩から革かわ帯おびで吊つるし、やはり革の衣い装しようの各部に付いた金かな具ぐで固定して使うものらしい。


　珍めずらしい楽器だ。少なくともシャノンの記き憶おくにはない種類である。


　だが……何よりも奇妙なのは、若者が先ほどからその鍵盤に、素す早ばやく指を走らせているにもかかわらず、全まつたく音が出ない事であった。


「その楽器……壊こわれてるのか？」


「いやー、そうみたいですねい」


　それでも若者は指の動きを止やめない。寸すん暇かを惜おしんで芸の鍛たん錬れんに励はげんでいるのだろうか。


「壊れてるなら、必要ないだろう」


　その瞬間。


　シャノンの右手が引き抜いた刀かたなは、銀色の残ざん像ぞうを描きつつ、若者の胸むな元もとに疾はしった。


　一いち撃げき必ひつ中ちゆう。可能であれば、反撃を許ゆるさず、最大速度の初手で制圧。基本的な兵法だ。


　だが。


「うわおうっ！」


　シャノンの刀が断たったのは、若者の軽けい薄はくそうな声のみ。革の衣装に身を包つつんだその身体からだは、一気に後こう方ほうへと飛び下がっていた。


「……やはり殺し屋か」


「うーん。野や暮ぼ。やはりここは職業的殺人者エリミネーターと呼んでほしいねい。しかしどうして分かったのかな？」


　緊きん張ちよう感かんの断だん片ぺんもない口く調ちようの若者に、シャノンは物もの憂うげに答えた。


「楽器は、俺もかじった事があってな。音はなくても楽がく譜ふや指の動きから、旋せん律りつを聞き取る事はできる。おまえの指の動きを見てると、全然、曲になってないんだよ」


「おおう。それは迂う闊かつ」


　若者は気取った調子で肩を竦すくめると、にこやかに笑った。


「俺はキダーフ・ジャイロット、通つう称しよう〈サイレンサー〉っての。よろしくねい」


「殺し屋とよろしくする趣しゆ味みはないな」


「あんら、つれないお言葉」


　無視して、次の一撃を放はなつべく踏ふみ込むシャノン。今の一撃でこの若者の動きは見切った。次の一手で十じゆう分ぶんに倒せる。


「だけどいいのかな？　今いま頃ごろ、妹さんは大変な事になってると思うよお？」


「……なに？」


　一瞬の動どう揺よう……その瞬間に、キダーフの指は鍵盤の上を激しく踊おどり狂った。


　やはり楽器は音を放たず、しかし……


「俺は〈サイレンサー〉、音なき旋律の使い手。音なき故ゆえに聴ちよう衆しゆうは人にあらず」


　次の瞬間、シャノンとキダーフの間に突とつ如じよとして黒い壁かべが出現していた。


　いや、それは壁などではない。重く低い振しん動どう音おんを奏でるそれは……


「〈魔バ蟲グ〉……！」


　シャノンの叫さけびは、無数の羽音にかき消されていた。




　第五章　より大きな正せい義ぎ







　低い羽音が向かってくる。


　一つ一つは小さな音だ。だがそれが何十何百と重なれば、それは一種の轟ごう音おんとなって聴きく者の平常心を脅おびやかす。


「くっ……！」


　生理的、本能的な恐きよう怖ふに押され、シャノンは刀かたなを構かまえたまま横へ跳とんだ。


　極きよく端たんにその姿すがたを抽ちゆう象しよう化か、単純化したような姿をした、虫。黒く艶つややかな表面は強しいて言えば甲かぶと虫むしに似にてはいるが、成人の拳こぶしほどの大きさといい、薄い光を帯おびる翅はねといい、明らかに尋じん常じような昆こん虫ちゆうではない。


　その群むれが、まるで黒い壁かべのごとく、シャノンとキダーフの間を遮しや蔽へいするようにして空中に浮かんでいる。


　……〈魔バ蟲グ〉。


　その姿から一応は昆虫と言われているが、それが本当に昆虫であるのかは疑わしい。生き物であるのかどうかも怪あやしい、と言う者もいるくらいだ。


　一説には創そう世せい戦争時に悪あく魔まの手によって創つくり上げられた化ばけ物とも言われ、これが〈魔バ蟲グ〉という呼こ称しようの基もととなっている。確かにその姿は、他の昆虫と比くらべると、かなり異い質しつな雰ふん囲い気きがある。


　もとより人里で見かける生物ではなく、またその危険性から望んで近づく者もなく、その生せい態たいの大部分は謎なぞのままだ。


　なにしろその毒どくは即そつ効こう性せいで、しかも、まともに刺さされれば猛もう獣じゆうですら確実に絶ぜつ命めいするほどの強さである。それだけならまだしも、その頑がん強きような毒どく針ばりは鋼こう鉄てつの鎧よろいですら貫つらぬき、場合によってはその毒針を矢のように射うち出す事もあるという。


　分かっているのは、その奇き怪かいな〈魔バ蟲グ〉の尋じん常じようならざる危険性と、そして……


「〈魔バ蟲グ〉を使う暗殺者の一族がいるとは聞いていたがな。眉まゆ唾つばだと思ってたよ」


　シャノンは弧こを描くように動きながら言った。


　毒どく蟲むしの壁を避さけて回り込もうという考えだが、無論それはキダーフも読んでいるらしかった。殺し屋は反対方向に動いて、〈魔バ蟲グ〉の壁が彼とシャノンの間に来るように位置関係を保たもつ。


「特に宣せん伝でんしてないしねえ」


　気軽な口調で言いながら、キダーフは楽がつ器きの鍵けん盤ばんを叩たたく。


「こいつらはある種の音で制せい御ぎよできるんだよね。人間の耳には聞こえないけどさ。でも、こいつらお馬ば鹿かさんだからさ、下へ手たに制御音階コマンド・ヴオイスを弾ひき間ま違ちがうと、同どう士し討うちしたり、使い手にまで襲おそいかかったりするんだよねい。俺おれも習しゆう得とくには苦労したよ。うんうん」


　キダーフは感かん慨がい深げに言う。ただしこの男の場合、口調といい仕種といい、どうにも芝しば居いがかっているが。


　基本命令を与えれば、後はもう放っておいてもいいのか、彼は鳴らない楽器を操あやつっていた指を止め、腕うでを組む。


「そのせいで、使いこなせる人間は、めちゃくちゃ少ないんだよねい。いってみれば匠たくみの技わざってやつ。尊そん敬けいするよーに」


「やかましい」


　シャノンは打つべき手を脳のう裏りで模も索さくしながら言った。
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　あの楽器で〈魔バ蟲グ〉を操っているのは間違いなかろう。あれを壊こわしてしまえば、新しい命令は送れなくなるはずだ。


　だが、〈魔バ蟲グ〉たちはあの音に直接動きを制御されているのではなく、単に目的や大まかな行動の指し示じを受けていて、細こまかい動作は自じ律りつ的てきに判断して動いているようだ。たとえ楽器を壊しても、その前に発せられた命令は有効に〈魔バ蟲グ〉たちを動かすだろう。


「……ところで妹いもうとが何だって？」


「ああ。〈廃はい棄き王おう女じよ〉ちゃんね。実は既すでに一匹、彼女のところに送っておいたのさ。警けい戒かい用の結けつ界かい魔法が張ってあっても駄だ目めだよん。あれはあくまで人間相手のものっしょ？」


〈楽園アスガルド〉は基本的に人間しか捕ほ捉そくしない。しないように設定されている。いちいち虫や小動物などまで捕捉していては、その莫ばく大だいな情報を受ける人間の方がたまらないからだ。


　またキダーフ自身は捕捉できても、彼は武器も持っていなければ、直接的な殺さつ意いもない。前もって行動を指示しておいた〈魔バ蟲グ〉を放はなつだけのことだ。この〈サイレンサー〉という職業的暗殺者の存在を〈楽園アスガルド〉にて察さつ知ちできなかったのは、そのためだろう。


「貴き様さま……」


「正しよう直じき言ってさあ、俺なんて正しよう面めんから戦ったら、君きみの足あし下もとにもおよばないわけよ。いや、本マ気ジで。この蟲むしに刺さされるの覚かく悟ごで五歩もまっすぐ踏ふみ込めば、君の剣は僕に届とどいちゃう。でもさ、そうなると君も刺されて当然死ぬし、妹さんのところへも助けにいけなくなっちゃうねい」


　キダーフの声は楽しげだ。


　残ざん忍にん、あるいは冷れい酷こくといった、ある種の暗さを帯おびた口調ではない。無む垢くとさえいってもいいだろう。まるで友人をからかっているかのような気安さがある。


「さて問題です。正解は何番でしょう？　一番、実は王女ちゃんに〈魔バ蟲グ〉なんてまだ送ってなくて、この場から逃のがれるために噓うそをついている。二番、いや実は本当にお姫ひめちゃんは〈魔バ蟲グ〉に襲おそわれていて、早く戻もどらないと手て遅おくれ……」


「……炎ほのおの民たみよ・踊おどれ」


　爆ばく音おん。


　連動式起動呪文バツチスペルで高速起き動どうした〈炎陣ムスペル〉が、〈魔バ蟲グ〉とシャノンの間に燃え上がる。


　火か炎えんと衝しよう撃げきを避よけて後方に跳とぶキダーフ。


「おっとっと……と」


〈炎陣ムスペル〉が収おさまった後には、既にシャノンの姿はなかった。〈炎陣ムスペル〉は後ろから追つい撃げきされないための用心だろう。事実、〈魔バ蟲グ〉の半数は羽を焼かれて地に落ちている。


　だがここで驚おどろくべきは〈炎陣ムスペル〉の破は壊かい力りよくではなく、直ちよく撃げきすれば猛もう獣じゆうをも殺すその能のう動どう防ぼう御ぎよ魔法の火炎と衝撃を受けても、半数の〈魔バ蟲グ〉が生き残っていたという事だろう。


　やはり尋じん常じような生物ではない。


「解答なし。失格だねい」


　キダーフは腰こしに両手を当てて笑った。


「正解は三番。もうとっくに手遅れ。多分ね」








　王おう立りつ舞ぶ踏とう会かいは三日三晩開かい催さいされる。


　それはむしろ宴うたげというよりも一種の儀ぎ式しきである。いや、いっそ特とく殊しゆな形けい態たいの政治まつりごとと言ってもいい。


　参加者達は単に宴を楽しむために来ているのではない。むしろ、それは表面的な事だ。政せい略りやく結けつ婚こん、情報収集、新法案可決の根ね回まわし……細こまかな色いろ恋こい沙ざ汰たや矜持プライドの張り合いなども含ふくめると、数え切れないほどの交こう渉しよう、折せつ衝しよう、そして衝しよう突とつが水面下で行われている。


　わざわざ定期的にこういう場を設もうけないとそれが円えん滑かつに進まない現状を見るに、貴き族ぞくという支配階級に蔓まん延えんする病やまいも、かなり根深い……とは、自みずからもその中に身を置く〈バロネス〉の言葉である。


　だがその舞踏会も三日目。そろそろお開きが近い。


「君きみさえ良かったら、また一度ゆっくり話がしたいな」


「僕ぼく……いえ、私でよろしければ」


　王おう子じフォルシスと並んで王おう城じようの廊ろう下かを歩きながら、クリスは言った。


　どうも、フォルシスはクリスの事が気に入ったらしい。最初に『ラインヴァン王国の王子』とは気付かずに接したのが、むしろ良い印いん象しようの原因のようだった。


　ちやほやされる事はうんざりするほどあっても、友人を作る環かん境きようには恵めぐまれていなかったのだろう。大たい国こくの王子ともなれば、その身に注そそがれる視線と絡からみついてくる思おも惑わくは、それこそ無数にあるはずだ。くしゃみ一つでも迂う闊かつにはできない。


　そんな現状を、彼なりに堅かた苦くるしく想おもっていたのかもしれない。


「しかし、成なり上がり貴族の私とあまり親したしくなされては、問題は生じませんか？」


「かまわないと思うよ。もう父ちち上うえは弟おとうとか妹に王位を継つがせるお積つもりのようだし」


　自じ嘲ちよう気ぎ味みに答える姿すがたが、むしろ嫌いや味みではなく哀あい愁しゆうを漂ただよわせるのは、この少年の穏おだやかな物もの腰ごし故ゆえの事であろう。


「……まだご懐かい妊にんされたばかりでしょう？」


　第二王おう妃ひプリステラが妊にん娠しんしたと発表されたのは、舞踏会の直前だ。


　庶しよ民みんよりははるかに低いとはいえ……流りゆう産ざんや、乳にゆう幼よう児じの死し亡ぼう率りつは、王族であろうと、やはり高い。抵抗力の低い子供は、風か邪ぜなどの流行性感かん冒ぼうでも簡かん単たんに命を落としてしまうし、侍じ医い団だんや宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団の力とて、万ばん能のうではないのだ。


　生まれる前からその子を王位につける事を考えるのは、いくらなんでも気が早過ぎる。


「僕は、父上には嫌きらわれているみたいでね。そういう意味では君も不運かな。僕と仲良くしていても、あまり将しよう来らい性せいはないよ」


「殿でん下か、いえ、フォルシス様。公式な王位継けい承しよう権けんは依い然ぜんとしてあなたにあるのでしょうし、ましてや私は、そういう思おも惑わくであなた様に近づいたわけでもありませんよ」


「そうだったね、すまない」


　フォルシスは弱々しく笑った。


　……善よい人であり過ぎる。


　この二日ほどで感じていた事ではあるが、改あらためてクリスはそう思った。


　恐おそらく……この少年にとっては、そもそも王族に生まれた事が不幸なのだ。自じ己こ主張は弱く、愚おろかなほどに他人に優やさしい。王位につけば、民たみ草くさの意見を軽かろんじず、彼かれ等らのより良い明日あしたに砕さい心しんする、良い統とう治ち者しやになれるかもしれないが……きらびやかな世界で権けん謀ぼう術じゆつ数すうに長たけた者達や、己おのれの欲よく望ぼうに急せかされる者達に囲かこまれて生きて行くには、この少年は繊せん細さいに過ぎる。


「でも……ほんの少し立場が違えば、父上に殺されていたのは僕かもしれないしね」


　そう彼がつぶやいた時。


「…………！」


　クリスはほとんど無む意い識しきの内に右手を懐ふところへと滑すべり込ませていた。


　血の汗あせを流しながら体にたたき込まれた戦せん闘とう技術は、殺さつ気きを感かん知ちすると同時に本人の思し考こうとは独立して動き出す。


　武器を……舞ぶ踏とう会かいにさすがに長柄戦斧ハルヴアードや棍こんを持ってくるわけにはいかないので、持っていたのは短剣だが……を抜き出した自分を意識した瞬しゆん間かん、クリスはフォルシスの襟えり首くびをつかんで共に床ゆかへと倒れ込んだ。


　鋭するどい先端が空気を切る音。


　床で身を転じ、その勢いきおいで起きあがったクリスは、両手に針はりのようなものを持った侍じ女じよ姿すがたの娘むすめを一人、視し認にんした。


　暗あん殺さつ者しや……!?


　クリスは相手が空から振ぶりから体勢を立て直す前に一歩踏ふみ込み、短剣を相手の右肩に撃うち込んだ。女だからといって、敵てきに対する手て加か減げんを思い出すような少年ではない。


　針が床に落らつ下かして、小さな音をたてる。


「…………！」


　苦く痛つうの声を上げないのは立りつ派ぱと言っていいだろう。だが、クリスに比くらべると、あまりにもその体術は未み熟じゆくだった。


　反撃として振り降おろされた左手の針を、クリスは平然と人差し指と中指で挟はさんで止める。驚きよう愕がくの間まなど許ゆるさず、そのまま針をへし折ると、クリスは短剣から右手を離し、体全体の旋せん回かいを載のせて、左の上段蹴げりを相手の首くび筋すじにたたき込む。


　無論、十分に手加減はしておいた。死体は黒くろ幕まくを語らないからだ。


「くあっ！」


　今度こそ苦く鳴めいを吐はいて、暗殺者は悶もん絶ぜつした。


　ほんの瞬まばたき一、二回分の間の戦闘である。フォルシスはようやく身を起こしたところであった。


「ご無ぶ事じですか、フォルシス様」


　床でもがく侍女姿の暗殺者を見下ろして言いながら、クリスは考えを巡めぐらせていた。


　どうにも暗殺者としては体術が不完全だ。多少の心こころ得えはあっても、それが専門、というわけではないのであろう。


　フォルシスが食欲があまりない、と言っていた事からして……最初は毒どく殺さつでも考えていたが、うまくフォルシスが毒入り料理を口にしてくれないので焦あせり、慣なれない直接行こう為いに出た、というのが真相かもしれない。


　だとしたら……お粗そ末まつな考え方だ。職業的殺人者としては二流以下と言っていい。


「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ。びっくりしたけど」


「無ぶ礼れいのほどは、どうかご容よう赦しやを……」


「いや、それはいいけどクリス、君は……」


　驚愕の表情がフォルシスの顔にあるのを見て、内心、しまった、とクリスは思った。


　これでは貴き族ぞくに偽ぎ装そうした意味がない。ここまでの体術を見せれば、〈バロネス〉の立場からクリスの正しよう体たいを推すい測そくするのは簡かん単たんだ。


　ついつい体が動いてしまった。改あらためて考えれば、別にフォルシスが暗殺されようが、彼の仕事には関係ないのだが……


（……あの連中の病気が、伝う染つったかな）


　今もどこかの空の下を逃とう亡ぼうしているであろう三姉兄妹きようだいの事をふと思い出しながら、クリスは苦笑する。


　さてどう弁解しようかと、思し案あんするクリスに、フォルシスは言葉を続けた。


「君は強いんだねえ……実戦剣術か格かく闘とう術じゆつのたしなみがあるんだな。凄すごいな、本職の騎き士し達でさえ、弱じやく体たい化かしてるっていわれる、この時じ勢せいに」


「は、はあ。光栄です」


　何と言っていいか分からず、クリスはやや間まの抜けた声で応じた。


「今度、僕にも少し教えてくれないか？」


　武術のたしなみがある、という発はつ想そうで、クリスの異常な強さをあっさり納なつ得とくしてしまったらしい。頭が回らない、というより、単に素す直なお過ぎるのだろう。


　また、人の強さというものは、あまりにその次じ元げんが違い過ぎると、程度が分からなくなるものではある。それこそ、武術のたしなみがある者ならば、クリスのそれが、どの程度のものか……断だん片ぺん的てきにでも分かったろうが。


「いえ、あの……」


「それとも僕では……やるだけ無む駄だかな？」


「いえ、決してそんなことは……」


　表情を曇くもらせるフォルシスを前にしては、クリスとしても、そう言うしかない。何と言っても相手は王子である。


「そうかい？　じゃあ、約やく束そくだよ？」


　蒼あおい眼めを輝かがやかせて、自分を見つめる王子の、無む邪じや気きな表情。どこか幼おさなく純じゆん粋すいなその眼まな差ざしを受けながら……特とく務む戦せん技ぎ兵へいの少年は、我われ知らず、ため息をついた。








「あうあうあうあうあうあう……」


　檻おりの中で苛いら立だつ獣けもののように、レオは部へ屋やの中を右う往おう左さ往おうしていた。


　その表情には疲ひ労ろうと焦しよう燥そうの色ばかりが目立つ。じっとしていられないのか、あるいは自分が何をしているのかもよく分かっていないのか、彼はその場に立ち止まって、いきなり膝ひざを伸のばしたり屈かがめたりと、屈くつ伸しん運動を始める。


「何をしてるんじゃ、おまえさんは」


　いきなり、その場に立ち止まって、膝を屈めたり伸ばしたりを繰くり返し始めるレオに、リタ婆ばあさんが尋たずねる。


「こうして膝を鍛きたえているのです」


「……ほほう」


「……って、ああ、僕は一体、何を？」


「相当、錯さく乱らんしてるようじゃな」


　うんざりした様よう子すでリタ婆さんが言う。さすがに元自じ警けい団だんの女じよ傑けつだけあって、こちらは肝きもの据すわり方が違うようだ。人の死も何度か見てきたのだろう。


「こんなことをしている場合じゃないっ！　ああ、どうしたらいいんだあっ！　のあああ、僕に何か、何か出来ることはないのかっ？」


「とりあえずは黙だまれ。うるさいから」


　そう言ってから、シャノンはベッドに視線を戻もどした。


　ベッドの上で荒い息をついているのはパシフィカである。傍かたわらには、ラクウェルと、リタ婆さん、そしてレオが慌あわてて連れてきたドイルの姿もある。


「……運が良かったのか悪かったのか」


　ドイルは診しん察さつ器具を片づけながら言った。


「普ふ通つうに刺さされたら、あっという間に死ぬからな……」


　パシフィカに向けて放はなたれた〈魔バ蟲グ〉の毒どく針ばりは、彼女の頰ほおをかすめて外はずれた。〈魔バ蟲グ〉に気付いたラクウェルが咄とつ嗟さに放った攻こう性せい魔法が本体を撃げき墜つい、余よ波はが針の軌き道どうを逸そらしたのである。


　だが……ただそのかすっただけの事で、パシフィカは意い識しき不明の昏こん睡すい状じよう態たいに陥おちいっていたのだ。確かにドイルの言うとおり、まともに刺さっていれば即そく死しだったろう。


「た……助かりますよね？」


　尋ねるレオの表情は、滑こつ稽けいなほどに歪ゆがんでいた。パシフィカだから、というよりも、知人や友人が苦しんでいるのを見るのが、何より辛つらいらしい。根っからの善ぜん人にんなのだ。


　むしろシャノンやラクウェルは表面的に落ち着いて見えるが……これは単純に慣なれの問題だ。取り乱みだしても、何の解決にもならないと、彼かれ等らは骨ほね身みにしみて知っている。


「正しよう直じき、このままでは絶望的だな」


　ドイルが眼がん帯たいに覆おおわれていない右みぎ眼めをレオに向けながら、静かに言う。この男も、何度となく人が逝いくのを見送ってきたのだろう。


「一応、〈魔バ蟲グ〉用の毒消しの処しよ方ほうは知っているが、私も実際に造つくったことはないんだ。あれは非常に特とく殊しゆな材料がいるし、そもそも、大たい抵ていの場合は、刺されると、手て当あての暇ひまもなく死んでしまうからな」


「特殊な材料？　手に入れられないのかい？」


　リタ婆さんがパシフィカの額ひたいに載のせていた濡ぬれ布ぬのを換かえながら言う。はっきり言って気休めだが、何もしないよりはましだ。


「あんたも知ってるだろう……材料の薬やく草そうは、この辺あたりじゃ〈砦ザ・フオートレス〉にしか生はえていない」


「……〈砦ザ・フオートレス〉？」


　尋ねるシャノン。


「例のヌシ様の湖みずうみの近くじゃよ。ちょっとした丘のようにも見えるんじゃが、どうも人工の建たて物ものだったものに、土がかぶっただけのようでな。中は空くう洞どうになっておるっちゅう話じゃが。ただし、地元のもんは絶対に近寄らん」


「危険なのか？」


「中は〈魔バ蟲グ〉の巣そう窟くつでな。軍の魔ま導どう士しでもいなければ生きては還かえれんよ」


　つまり……〈魔バ蟲グ〉の毒を消すための薬草を、〈魔バ蟲グ〉が護まもっている事になる。偶ぐう然ぜんなのか、何か意味があるのかは分からないが。


「……僕が行きます！」


　レオが早さつ速そく鎧よろいを付けながら叫さけぶ。だがドイルは冷ややかな眼でその少年騎き士しを見み据すえた。


「魔導士でもない君一人が行ってもどうにもならん。それに、あれは抜いてすぐに処しよ置ちをせんと薬やつ効こうが消えてしまう。君では処置できんだろう？」


「う……」


　レオは言葉に詰つまった。


「私が行こう。それと魔導士が必要だ」


「でしたら、私が」


　立ち上がるラクウェル。シャノンが何か言いたそうにラクウェルを見つめたが、彼女は首を振った。


「パシフィカについててあげるのは、シャノンの役目よ。〈サイレンサー〉はまだ健けん在ざいでしょ？　私じゃその人の顔知らないし」


　ラクウェルは淡たん々たんとした口調で言う。他人から見れば、妹の状態にもかかわらず、平然と落ち着いているようにも見えるが……シャノンは彼女の掌てのひらについた、四つの小さな跡あとに気付いていた。人差し指から小指まで……握にぎりしめた指の爪つめが、皮を突き破らんばかりに食い込んだ、結果だ。


「……分かった、頼たのむ」


「では、行こうか。時間が惜おしい」


　ドイルが腰こしを上げて言った。








　……〈砦ザ・フオートレス〉。


　確かにそれは城じよう塞さいを彷ほう彿ふつとさせる場所ではあった。丘のように盛もり上がった地形は、どこか直線的で、自然のそれとは異い質しつな雰ふん囲い気きがある。


　まさしく虫の巣す孔あなのように、あちこちに内へと通じる洞どう窟くつのようなものが開いているが、それらもやけに角かど張ばっていて、明らかに人の手になるものと分かる。ただし、それがいつ造つくられたものかと問われれば、答えられる人間は、最も早はやいないだろうが……


「これが……人工物なんですか？」


　その巨大さに驚おどろいた様よう子すのレオが尋ねる。


「そう言われてるな。創そう世せい戦争時の遺い跡せきだという話もあるが……」


　馬車を降おりてドイルが言う。馬車の車輪を固定し、扉とびらに鍵かぎを掛けながらラクウェルがその説明を補ほ足そくする。


「辺へん境きようではあちこちに見られるものらしいですよ。呼び方はその土地によって違いますが。〈魔ま獣じゆう〉や〈魔バ蟲グ〉が棲すみ着いている事が多いので、あまり調査は進んでいないとか」


　そう言いながらも、ラクウェルは物もの怖おじした様子もなく、孔あなの一つに歩み寄り、そして残る二人を手て招まねきする。


　ラクウェルの大だい胆たんな行動に少しばかり呆あつ気けにとられていた二人が、意を決して駆かけ寄ると、すぐに彼女は呪じゆ文もんを唱となえた。


「……壁かべよ・阻はばめ」


　魔ま導どう式しき展てん開かい。起き動どう。


　薄く光る多角形の集合体が一同を包つつむ。


「行きましょうか」


　そう言って孔の中に踏ふみ込むラクウェル。歩調にも表情にも躊ちゆう躇ちよはない。


　レオは慌あわてて、そんな彼女を庇かばうように前に出た。危険と分かっている場所で、女性を先頭に歩かせるなど、彼の正せい義ぎ感かんが許ゆるさないのだろう。


　一方、ラクウェルの横に並んで照しよう明めい用の松たい明まつに火を付けながら、ドイルは言った。


「……大した女だな、あんたは」


「そうですか？」


　のんびりとラクウェルが言う。


　暗く、飾かざり気けのない道。時折、壁かべや天てん井じように埋うめ込まれた装そう飾しよく品ひん……だろう、多分……は、ラクウェルの知ち識しきをもってしても正しよう体たい不明のものばかりである。決して狭せまくはないのだが、何か墳ふん墓ぼの奥へと踏み込むような、不ふ吉きつな雰ふん囲い気きがあった。


「普ふ通つうは、こういう場所に足を踏み入れようって時なら、躊躇ためらうもんだ。魔導士でも、気を緩ゆるめれば危険な場所には変わりない」


「私は、妹の命がかかっていますから。あなたやレオくんの方がご立りつ派ぱですよ」


　何なに気げないその言葉に、しかし一いつ瞬しゆん……ドイルの表情は泣き笑いのように歪ゆがむ。それをすぐに消し、幾いく分ぶん調子の落ちた声で、ドイルは言い訳わけするかのように言った。


「私は……医者だからな」


「僕だって騎士ですから」


　レオが振り返って言ってくる。


「困こまっている人を助けるのは、当然でしょう」


　ドイルは吐はき捨すてるように言った。


「騎士……か。騎士ね。何のために騎士になりたいんだ、君は？」


「僕の憧あこがれなんですよ。特にあなたは」


　それでも、初めてドイルが取り合ってくれそうな気け配はいを見せたのが嬉うれしかったらしく、レオは再ふたたび振り返りながら言った。


「……私が？」


「あなたの事は、両親からずっと聞かされてきました。正せい義ぎというものの意味を何よりも御ご存ぞん知じの、素す晴ばらしき騎士様であられると」


　レオによると、彼の両親は、一度ドイルに命を助けられているのだという。何でもとある貴き族ぞくが彼の両親を恨うらんで放はなった暗あん殺さつ者しやを、ドイルが倒したらしい。


　十人以上の暗殺者達を退しりぞけ、自分の体にも幾いくつもの傷を負おいながら……しかし暗殺者の毒どくに倒れたレオの母を背せ負おって、ドイルは医者の元に走ったのだという。


　実を言えば、レオもその時のドイルの姿を見ている。


　記き憶おくと呼ぶのも愚おろかしいほどの曖あい昧まいなものだが……わずか二歳の子供の眼にも、血の足あし跡あとを残しながらも、傷ついた者を救わんと走り行く隻せき眼がんの騎士の後ろ姿が、強きよう烈れつに焼き付いていたのだった。


「悪いが、覚おぼえていないな」


　そう言ったドイルの言葉は噓うそではない。


　正確に言えば、覚えていないというよりも、そういった事件は数え切れないほどあったので、どの事件だったか分からないのだ。


　誰だれであろうと関係ない。救いを求める者には手を差し伸のべる。困った者がいれば助ける。それが彼の信じてきた騎士道だった。その刃やいばは、己おのれのためではなく、より多くの人々を助けるために、ただそのためだけに与えられた武器であると……信じていた。


　十五年前のあの日まで。


「騎士道などというものは、まやかしだ。この世に絶対たるべき正義なんて、ない……」


「どうしてそんな事をおっしゃるんですか。僕はあなたのような騎士になるために……」


「黙だまれっ……！」


　ドイルは立ち止まって叫さけんだ。


　思わずレオやラクウェルも立ち止まって彼の顔を見る。ドイルは残った右目の視線を暗くら闇やみに据すえながら、つぶやくように言った。


「私はな……私は、殺したんだよ」


　震ふるえる手で、頭を抱かかえる。


「私は……生まれたばっかりの赤ん坊を……何の罪つみもない……赤ん坊を……この手で殺したんだよ……世せ間けんが言う『正義』のために……」








「シャノン兄にい……」


　一いつ瞬しゆん、譫うわ言ごとかと思ったが、振り返ったシャノンは、ベッドの上のパシフィカの眼が、真まっ直すぐ自分を視みているのに気付いた。


「……気がついたのか」


　努つとめて冷静に応じる。


「私……どうしちゃった……のかな……？」


「へんなもんでも拾ひろって喰くったんだろ。レオとラクウェルが、薬くすりをもらいに行ってくれてるから、それ飲んだら治なおるよ」


「シャノン兄……」


「……何だよ」


「噓うそつく時に……口元押さえる癖くせ……直ってないね……」


「やかましい」


　思わず口元を押さえていた右手を降ろしながら、シャノンは言った。


「このままさあ……私が死んだらさ……シャノン兄もラクウェル姉も……マヌーリンに還かえれるよねえ……」


「……かもな」


「もう、誰も死ななくてすむよねえ……」


「……誰だって死ぬ。いつかな」


　面めん倒どうくさそうな口く調ちようで応じるシャノン。


「夜、寝るときにさあ……このまま明日あした眼が醒さめなかったら楽なのにって……考えたこと、ない？」


「……ないな」


　短く言葉を切る。迂う闊かつなことを言えば、それがきっかけで喚わめいてしまいそうだった。


「でもさあ……」


「やかましいっ！」


　シャノンは立ち上がって喚いた。


「おとなしく寝てろ！　何が、私が死んだら、だ！　他人を気き遣づかうのも、善ぜん人にん面づらも、大たい概がいにしとけっ！　きれい事を言うなっ！　こんな時くらい……」


　そこで興こう奮ふんを下げるように、ゆっくりと息を吐はく。シャノンはベッド脇わきの椅い子すに座すわり直しながら言葉を続けた。


「こんな時くらい、素す直なおに甘あまえてこい」


「……お兄ちゃん」


「……何だ」


「手……つないで」


　シーツの下から伸のびた手。一瞬、それを見つめてから、シャノンはその手を握にぎった。
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　強く、握った。握ることでどこかに行こうとしている妹をつなぎ止めておこうとするかのように。


「……これでいいのか？」


　返事はない。


　安心したのか、それとも気力が尽つきたのか、パシフィカは再ふたたび意い識しきを失うしなっていた。








　王室からの機き密みつ指し令れい。


　それは王おう妃ひの生うみ落とした双ふた子ごの一方……女じよ児じの殺害であった。


　選せん択たくの余よ地ちはなかった。なかったと思う。


　絶対とも言うべき〈託たく宣せん〉が告つげる内容はあまりに深しん刻こくで、どうしても見過ごす事はできなかった。その言葉を信じるならば、罪つみもない民たみ草くさに大いなる災わざわいが降ふりかかる。そしてその的てき中ちゆう率りつはあまりにも高かった。


　王国を、いや世界を護まもるためには、その赤ん坊を殺さねばならない。そう。王国の騎き士したる彼にとって、他の選択肢しなどなかったはずだ。


　だから……


「だからあの日、私は底も見えないような深い硝子がらす谷だにに、あの赤ん坊を……エルマイア王妃のお生みになった姫ひめ君ぎみを、投げ棄すてたんだよ……」


　剣では殺せなかったのだ。どうしても……どうしても彼にはできなかった。


　だから投げ殺すことを選択した。それならば、無む惨ざんに殺害された赤ん坊の亡なき骸がらを見る事もない。亡骸は〈ジェイド・サーキット〉が回収して封ふう印いんする手はずになっていた。


「……しかし……」


　あの運命の瞬間。


　彼がその小さな命を投げ棄すてた瞬間。


　赤ん坊は笑った。


　笑っていた。何をされたのか、赤ん坊に分かるはずもなく……自由落らつ下かの浮ふ遊ゆう感かんに包つつまれながら、無む邪じや気きに、一瞬前まで自分を抱きしめていたドイルに向かって、その赤ん坊は甘あまえるように、慕したうように、笑ったのだ。


　打算もなく、しがらみもなく、勿もち論ろん、罪つみさえもがない、幼おさない笑顔。


　底知れぬ暗くら闇やみに消えて行く、生まれたての、命。


　その瞬間。


　彼の正せい義ぎは壊こわれた。


　一歩踏ふみ出したその瞬間に、彼はそれが過あやまちであったと悟さとったのだ。


　……この刃やいばは何のために？


　全すべてのか弱き者のために。


　……この力は何のために？


　刃なき人々を踏みにじる、全ての暴力に抗するために。


　……ではこの、赤ん坊を投げ殺した腕うでは何のために？


　何のために……!?


『ああっ……！』


　思わず伸のばした手は虚むなしく空をつかみ……嬰えい児じの姿は闇に消える。


　彼はその場に思わず膝ひざをついて叫さけんだ。


『私は……私は……なんて事を……！』


　半年後。バレット家に世よ継つぎが生まれた。


　だがドイルは生まれた我わが子に触ふれることができなかった。待ち望んでいたはずの我が子は、彼にどうしようもない恐きよう怖ふを与えた。


　赤ん坊が無む垢くな笑顔を見せる度たびに、気が狂いそうになった。彼の妻つまと同じ金きん髪ぱつ碧へき眼がんの赤ん坊。それは嫌いやでも、彼が殺した姫君の記き憶おくをえぐり出す。


　結局、彼は妻さい子しと別れ、逃げるようにして王おう都とを出た。


　自分は……宮きゆう廷てい騎き士しドイル・バレットはもう駄だ目めだと分かっていた。剣をふるっても馬を駆かっても、以前のように熱意を持てなかった。それどころか一人の父親として、我が子を抱いてやることさえできなかった。


　気がつけば、我が子を投げ殺している自分がいるような気がして……


「で、ですけどバレット様……」


　レオが困こん惑わくの表情で言う。


「騎士は、大たい義ぎを果はたすのが務つとめです。より多くの人々を救うためならば、それは……」


「大義としては間ま違ちがっていない。今でもその行こう為い自体は正しかったと思う。だがそれでも私は……騎士としてではなく、人間として、してはならない事をしたんだよ」


「わかりません」


　食い下がるレオの表情は……まるで泣くのをこらえている迷まい子ごのようだった。


「たくさんの人々を救うためなら、冷れい酷こく無む情じように徹てつしてでも、剣をふるうのが騎士……僕はそう思ってきました。大義のため、多くの人々を救うためなら、それは正しい事でしょう？　それが正義でしょう？　そもそも戦たたかうって事は、人を殺すという事です。より大きな正義のために、殺すという悪あく業ごうを背せ負おうことです。その赤ん坊にしたって、むしろ貴方あなたに感かん謝しやしていると思います。邪じや悪あくな存在として生きるよりは、むしろ……」


「正義に大きい小さいなどあってたまるか」


　ドイルの言葉がレオを沈ちん黙もくさせる。


「レオポルド。君は、人を殺したことが、あるか？　それも無抵抗の人間を」


「い……いえ、それは」


　ドイルはむしろ哀あわれむような視線をレオに向けた。


　この少年はまだ実感として分かっていないのだ。絵物語の騎士、英えい雄ゆう譚たんに語られる騎士の光の部分をしか見ていない。人を殺すという事の意味を……どんな相手であれ、その者の未来を一方的に奪ってしまうという事の罪つみの深さを、理解していないのだ。


「殺してみれば、分かるさ。憎にくんでいるわけでも嫌きらっているわけでもない、無力な人間を……好こう意いさえ抱いだいてくれたかもしれない人間を、その手で殺せば、分かる……」


「…………」


　ドイルとレオの会話を聞きながら、ラクウェルは薄暗い洞どう窟くつを黙だまって歩いていた。


　多分、投げ降おろされた直後に、王おう妃ひエルマイア一派の人間が赤ん坊を回収したのだろう。魔ま導どう士しの一人でもいれば、落らつ下かする赤ん坊を救出するのは不可能ではない。


　これ以上の事は、ドイルも知らないだろう。彼も、ただ託たく宣せんに人生を狂わされただけの被ひ害がい者しやに過ぎない。事情に詳くわしくないからこそ、彼は〈廃はい棄き王おう女じよ〉の存ぞん命めいが発はつ覚かくした時の、粛しゆく清せいを免まぬがれたのかもしれなかった。


「……ところでドイルさん、レオくん」


　ラクウェルの声に二人が振り向く。


「あまりにも〈魔バ蟲グ〉の攻こう撃げきがないとは思いませんか」


「…………！」


　話に没ぼつ頭とうするあまり、二人はその事を失しつ念ねんしていたらしい。確かに〈砦ザ・フオートレス〉に入ってしばらく経たつが、一匹の〈魔バ蟲グ〉も襲おそってこない。もうそろそろ、問題の草が生はえているという場所のはずだが……


「いらっしゃーい」


　その声と同時に……無数の光が暗くら闇やみを浸しん食しよくした。それが無数の〈魔バ蟲グ〉が、その翅はねが、光を放はなっているのだと分かって、ドイルとレオは息を呑のんだ。


「放った蟲むしが帰ってこないから、ひょっとして、と思ったら大当たりビンゴ！」


「あなたが、〈サイレンサー〉ですか？」


「はい。私が〈サイレンサー〉さんです」


　ラクウェルの問いにキダーフは頷うなずいた。


　道どう理りで〈魔バ蟲グ〉がいないはずである。先にキダーフが入り込んで、全すべての〈魔バ蟲グ〉を支配下に置いていたのだ。


　キダーフのいるのは、洞どう窟くつの突き当たり……通路がそのまま広がって広間になったような空間である。そしてその壁かべにはびっしりと無数の〈魔バ蟲グ〉が張り付いている。ただ異い様ようなのは、その〈魔バ蟲グ〉たちが、まるでもとからその壁に描かれた模も様ようであるかのように、綺き麗れいに整列している事だった。


　キダーフの制せい御ぎよが行き届とどいているからだ。その一点を見ても、彼がいかに優秀な〈魔蟲使いバグ・ハンドラー〉かが分かる。


「ちなみに問題の薬やく草そうはここ。俺おれの足あし下もとにいっぱい生はえてますよお」


　見れば、確かに薬草らしき薄うす緑みどりの植物が、彼の周囲に生えている。薄暗いこんな場所で、どうやって育っているのかは、定さだかではないが……


「もっとも……」


　キダーフが鍵けん盤ばんの上に指を走らせる。


　一いつ斉せいに〈魔バ蟲グ〉が襲おそいかかった。


　無論、〈塞壁ミズガルズ〉に阻はばまれて一定以上は近づけないのだが……〈塞壁ミズガルズ〉の防ぼう御ぎよ結けつ界かいは、びっしりと〈魔バ蟲グ〉に覆われていた。


「これを採とろうと思ったら、一度、その防御魔法を解かい除じよしないとねい」


　視界を真っ黒に覆う〈魔バ蟲グ〉の群むれの向こうから、キダーフの声が言って寄よ越こす。


　無論、解除したならその瞬しゆん間かんに無数の〈魔バ蟲グ〉が襲いかかってくるだろう。攻こう性せい魔法でキダーフを攻撃しようにも、見えなければ照しよう準じゆん出来ない。


「防御魔法もいつまでも維い持じできるわけじゃなし……諦あきらめて帰るか、ここで死ぬか。どっちにしても〈廃はい棄き王おう女じよ〉ちゃんは昇しよう天てん。かわいそうだけど、これも仕事でねい」


「〈廃棄王女〉……？」


　その一語に眉まゆをひそめるレオとドイル。


「おや、そちらのお二人は御ご存ぞん知じない？　あのパシフィカ・カスールちゃんはね、実は王室が抹まつ殺さつし損そこなった〈廃棄王女〉なんだよほ」


「何を言ってるんだ、貴き様さま！　わけのわからない世よ迷まい言ごとなど……」


　レオの叫さけびに被かぶせるようにして、キダーフが続ける。


「今度こそ……って事で、〈廃棄王女〉には賞金がかけられてるんだよ。なんとその額五百万セトメ。んー、さすが王室、お大だい尽じんだあね」


「噓うそだ！　そんな……」


「噓だと思うなら、そこのおねーさんにきいてごらん？」


「まさか、そんな……」


　レオとドイルは二人してラクウェルを振り返るが、彼女は黙だまったままである。どんな答えよりもそれが雄ゆう弁べんに、殺し屋の言葉の正しさを認みとめていた。


「さて。衝しよう撃げきの事実はおいといて。どうする？　必要以上の殺人をするのは二流の証しよう拠こだから、俺おれとしては素す直なおに帰ってくれると嬉うれしいけどねい」


「ドイルさん」


　それには取り合わず、ラクウェルは一歩前に出て言った。


「薬やく草そうは、多少、潰つぶれてても別に薬やつ効こうに差はないですよね？」


「あ？　ああ……どうせすりつぶすものだが」


「分かりました」


　ラクウェルはうなずくが、ドイルやレオの位置からは彼女がどういう表情をしているのか、見えない。


「無む益えきな殺せつ生しようは嫌きらいなのですけど」


　ラクウェルの言葉と同時に。


「なにっ……!?」


〈魔バ蟲グ〉の群むれが吹っ飛んだ。


　いや。違う。


　爆ばく裂れつするような速さで、〈塞壁ミズガルズ〉の防ぼう御ぎよ結けつ界かいが広がったのだ。〈魔バ蟲グ〉たちは逃げる間も許ゆるされずに拡大した結界と洞どう窟くつの壁かべの間に挟はさまれる。


「ぐおあっ……」


　それは使い手たるキダーフも同じだった。


　すさまじい速さで広がった〈塞壁ミズカルズ〉に後こう方ほうの壁まで吹っ飛ばされ、跳はね返る間もなく追いついた結界によって、壁に押しつけられる。


「結界は必要に応じて大きさや形を変えることができるんですよ。あんまり意味がないので、普ふ段だんはしませんが」


　淡たん々たんとラクウェルが説明するが、無論、キダーフはそれを拝はい聴ちようできるような状態ではなかった。みしみしと自分の骨がきしむ音が、彼の脳のう裏りに直接響ひびいている。


「ぐ、ぐぬうう……っ！」


「……さて、〈サイレンサー〉、このまま滅ほろびますか？」


　キダーフのあげる苦く悶もんの声に比して、ラクウェルの声は恐おそろしいほどに静せい謐ひつだった。


「それともこの〈魔バ蟲グ〉たちを下がらせて薬草を渡しますか？」


　さらに結界が広がる。殺し屋の絶ぜつ叫きようと、そしてあちこちで〈魔バ蟲グ〉の潰つぶれる音がする。


「やはり、滅びますか……」


　残念そうな……心しん底そこ残念そうな、その癖くせ、苦く悩のうの響きはまったくないラクウェルの口く調ちように、キダーフは己おのれの敗はい北ぼくを悟さとった。


　双ふた子ごであっても、男と女……その考え方は異ことなって当然だ。この〈守護者ガーデイアン〉は、剣を向けながらも、そこにある種の躊躇ためらいがあった双子の弟とは違う。決して殺人を望みも認めもしないだろうが……それしかパシフィカを助ける方法がないなら、彼女は、躊躇いもなくキダーフを圧あつ殺さつするだろう。


　殺し屋の脳のう裏りに、ゆっくりと己の肋ろつ骨こつの折れる音が響く。


　一本、二本、三……


「ま、待て……分かった……！」


　気の狂いそうな苦く痛つうの中で、キダーフはそれだけを言うのが精せい一いつ杯ぱいであった。








　目め覚ざめは意外と爽そう快かいだった。


「えっと……」


　身を起こすパシフィカ。あれだけひどかった熱も、頭ず痛つうも、綺き麗れいにひいている。どうにも倒れてから今までの記き憶おくが朦もう朧ろうとしていて、断だん片ぺん的てきにしか思い出せないのだが……何やらやたらと苦にがい薬くすりを飲まされたのは覚おぼえている。どうやら苦いだけの事はあったらしい。


「……起きたか」


　声に振り返ると、壁かべ際ぎわの椅い子すに座すわって腕うでを組んでいたシャノンの姿すがたが目に入った。


「シャノン兄にい……」


「峠とうげは過ぎたらしいが、まだしばらくはおとなしくしてろ」


「う、うん……」


「何かあったら、隣となりに皆みんないるから、大声を出してよべ」


「シャノン兄は？」


「……寝る」


　そう言ってシャノンは黙だまり込む。


「って、ちょっと、シャノン兄……？」


　パシフィカはベッドから身を乗り出し、うつむく兄の顔をのぞき込む……


「…………」


　昨晩ゆうべは一いつ睡すいもしていないのだろう。


　シャノンは座ったまま寝ていた。




　第六章　弱さとそして強さと







　空を雲が流れてゆく。


　間ま抜ぬけなくらいに晴はれ渡った好こう天てん気きである。日向ひなたぼっこをするにはやや暑あついが、レオポルド・スコルプスは、ソロサーン邸ていの庭にわ先さきで、大きな庭石の上に腰こし掛かけ、ぼんやりとした視線をどこでもない中空にそそぎ込んでいた。


　元気が取とり柄えのレオであるが、どうにも今の彼には覇は気きがない。馬ば鹿かみたいに緩ゆるんで半開きの口を閉じようともせず、膝ひざの上の手にも力がない。一気に六十年以上も老ふけ込んで引いん退たい間ま際ぎわの年寄りになってしまったような雰ふん囲い気きである。膝ひざの上に丸くなって眠る猫ねこでも載のせると似に合あうかもしれない。


　そんな昼下がりの情じよう景けい。


　ふと……満まん身しんに注そそいでいた日差しの一部が欠ける。


「…………」


　その陰かげりに何げなく眼めをやったレオの瞳ひとみに映うつったのは……ものすごい勢いきおいで振り降おろされる鉄てつ槌ついであった。


「……のわあああああっ!?」


　ほとんど反射神しん経けいだけで横に跳とんでそれを避よけるレオ。ごいん、と硬かたい音をたてて鈍どん器きと庭石は火花を散らす。


「な、何をするんですかあっ！」


　無理矢理跳んで、そのまま地面にひっくり返りながら、レオが叫さけんだ。


「いや。元気がないから、ちょっと景気づけに一発、と思ったんじゃが」


　音からすれば大の男でも振り回すのに苦労しそうな鉄槌を、ひょいと持ち上げながらソロサーン邸の主あるじ、リタ婆ばあさんは言った。


　起きあがって身体からだについた土をはたき落としながら、レオは不服そうに言った。


「直ちよく撃げきすれば、元気どころか命までなくなるとおもうんですけど……」


「それは時の運じゃな」


「……運不運なんて関係ないくらいに必ひつ殺さつの凶きよう器きじゃないでしょうか、それは」


「細こまかい奴やつじゃの。大物になれんぞ？　宮きゆう廷てい騎き士し団だんに入るんじゃろ？」


「…………」


　レオは一いつ瞬しゆん、困こまったような表情を浮かべた。


「〈砦ザ・フオートレス〉から帰ってきてから、変じゃな。そういやドイルの様よう子すもおかしかったが」


「いや、あの……」


　そのとき。


　病やみ上がりとは思えないような、陽気な声が響ひびく。


「レオー。レオレオー、あ、いた」


　飼かい犬でも呼ぶような気安い声で彼の名を呼びながら、庭先に出てきたのは、パシフィカである。さすがにまだいつもの衣い装しようではなく、髪かみを下ろして病人用の寝ね間ま着きを着ているが、もうすっかり回復しているようだ。


「あ、あの、その」


　対してレオはといえば、彼女の声を聞いた途と端たんに、あたふたと落ち着きなく、視線を彷徨さまよわせ始める。どこか隠かくれる場所でもないかと探さがしているような仕し種ぐさだった。


「折せつ角かく、薬やく草そうのお礼れいを言おうと思ってんのに、すぐどっか行っちゃって……」


　彼の前に回り込んできたパシフィカは、困こん惑わく気ぎ味みのレオの顔をのぞき込む。


「いえ、お礼なんて、その」


「……レオ？」


　明らかにいつもと違う彼の様子に、眉まゆをひそめるパシフィカ。改あらためて彼の顔をのぞき込むが、少年騎士は視線を合わすのを恐おそれるかのように微び妙みように顔の向きを変える。


「……む」


　そちらに回り込むと、また別の方向へ。


　やたらと不自然な体勢で横を向いているレオをじっと見つめていたパシフィカであったが……やおらその手を伸のばすと、彼の顔をいきなりつかんで、無理矢理自分の方へ向ける。


「ぐえ？」


「人と話すときはちゃんと相手の顔見て、って習ならわなかった？」


　かなり無理な体勢でパシフィカに顔を固定されながらレオはそれでも視線をあちこちに彷徨さまよわせている。明らかに彼は、パシフィカとの、まともな会話を避さけていた。


「レオ？」


「…………」


「……ひどいよ、レオ」


　その顔を離し、パシフィカはくるりと彼に背を向ける。


　少女の小さな肩は、小こ刻きざみに震ふるえていた。


「あ……」


　途と端たんにレオは、情なさけない表情でおろおろとし始める。こういうところはいつもの通り、善ぜん人にんそのものであった。


「パシフィカ、さん……」


「私との事は遊びだったのね！」


　パシフィカは空の雲を拝おがむように両手を胸むな元もとで組み合わせて言った。


　視線は言うまでもなく、斜ななめ上方。だって、そうでもしないと涙なみだがこぼれちゃうんですもの……とでも言うように。


「君の全すべてを愛してるって言ったのに！　だから身も心も捧ささげたのに！　ひどいわ、私のおなかの赤ちゃんはどうなるの？　せめて養よう育いく費ひは払ってね！　慰い謝しや料りようもよろしく！」


「ちょ、ちょっとパシフィカさん！」


　無茶苦茶な事を言い出す彼女に、さすがのレオも慌あわてて彼女の正しよう面めんに回り込んだ。


「ひ、人聞きの悪いことを！」


「だってレオ、私を避さけるんだもん」


　少し拗すねたような表情で言うパシフィカ。


「いや、それは……」


　再ふたたび視線をそらすレオを見つめ……そしてふと、パシフィカは表情を緩ゆるめた。


「……そっか」


　何かを諦あきらめた者の、それは笑顔。


　怒おこるでも泣くでもなく、ただ何かを悟さとり、そしてその全てを受け入れる、優やさしくも疲つかれた笑顔だった。


「全部知っちゃったみたいだね。まあ、それなら嫌きらわれるのは仕方ないと思うけど……別にレオの事、騙だまそうと思ってたんじゃないんだよ。本当に。だから、せめてお礼ぐらいは言わせてよね」


「……僕ぼくは……」


「いいから」


　何か言いかけたレオを制し、パシフィカは短く微笑ほほえんだ。


「ありがと。薬草の事だけじゃなくて。楽しかったよ、ここ何日か……」


　そう言ってパシフィカは彼に背中を向けると、ソロサーン邸ていの中に入っていった。


「……何じゃ？」


　わけがわからずに尋たずねてくるリタ婆ばあさんに、しかしレオは首を振った。首を振って……しかし表情にまとわりつく苦く悩のうと困こん惑わくは振り払えずに、彼はうめくように言った。


「僕は、どうしようもない道どう化けだ……」








　庭先で栽さい培ばいしている薬草に水をやっていると……ふと背はい後ごに気け配はいを感じてドイルは振り向いた。


　黒い外がい套とうに黒い髪かみ。一いつ瞬しゆんその姿すがたを、死に神のような、凄せい惨さんなものに感じた心の動きは、ドイル自身にも意外だった。もっとも……普ふ段だんはただのんびりとした風ふ情ぜいだけが印いん象しように残る娘むすめだが、それだけの人間でないという事は、ドイルも知っている。


「……君きみか」


　ラクウェルに向けて、ドイルはため息のような声を出した。彼女の視線を恐おそれるようにして、顔を戻もどし、水やりを再開する。


「その後、妹いもうとさんの様よう子すはどうだ？」


　ドイルはパシフィカに投とう与よする薬くすりを造つくった後、逃げるようにしてソロサーン邸を出てきたのだ。


　理由は自分でも分からない。


　強しいて言うならば、あの時の赤ん坊の、十五歳に成長した姿を、目の前に見続ける事が、耐たえ難がたかったのかもしれない。


「おかげさまで、もうすっかり回復しています。一いつ緒しよに来てお礼を言うと言っていたのですけれど、私の独どく断だんで家に残してきました」


「そうか……」


　ラクウェルは話を続けるでもなく、話を促うながすでもなく、ただ静かに作業するドイルの背中を見守っていた。


　重い静せい寂じやくの中、土に撒まかれる滴しずくの音だけが二人の間にわだかまる。


「……なあ。君はどう思う？」


　やがて……土にしみこんで行く水を眺ながめながら、ドイルは思い出したように言った。


「何がですか？」


「私の事さ。やはり馬ば鹿かな男だと思うかね？　弱い人間だと思うかね？」


　壊こわれてしまった正せい義ぎ。


　パシフィカが……〈廃はい棄き王おう女じよ〉が生きていたという事実は、彼にとって慰なぐさめにはならなかった。自分の手で何の罪つみもない赤ん坊を殺そうとした……それを思いとどまる事ができなかったという事実は、消えないのだから。


「正義だ、騎き士し道どうだと突っ走って……挙あげ句くの果はてがこのザマだ。どこにも絶対たるべき正義なんてない。


　人が百人いれば百人の事情があるように、人は皆みな、それぞれの正義で動いている。だが……一つの正義を貫つらぬこうとする事は、他の、利害の衝しよう突とつする正義を潰つぶす事だ。


　いや、分かっていた。それは最初から分かっていた事だ。私はそれでも割り切っていた積つもりだったのだ……。


　だが、あの日……君の妹を谷底へと投げ棄すてた時に、私は気付いたよ。私は何も割り切っていなかった。正義というどこにもないものにすがって、自分の行こう為いを一方的に正当化していただけだ。


　私は、それが怖こわくなったのだよ。正義を貫くことは、何か、取り返しのつかない横おう暴ぼうさを振りまくことなのではないか、と」


　問いにラクウェルは答えず、代かわりに……


「御礼とは別に……妹から、伝でん言ごんがあります」


　微かすかな……ほんの微かな、意味を込こめた響ひびき。恐おそらく他の時なら気付かなかったであろう、声の抑よく揚よう。


　だがそれでドイルは悟さとった。


　あの少女は、ドイルが自分を殺そうとした事を知っているのだ。伝言とは、その事についての一言なのだろう。


「……何と？」


　じょうろの水が、途と切ぎれる。


　ドイルはそのまま立ちつくして待った。


　彼を裁さばく言葉か。それとも責せめる言葉か。あるいは……赦ゆるす言葉か。


　何でもよかった。どんな言葉であろうと、たとえ永えい劫ごうに続く罵ば詈り雑ぞう言ごんであろうと、彼は甘あまんじて受け入れる積もりだった。


　正義という言葉の庇ひ護ごの中、自分の横暴さに目をつぶり、耳を塞ふさいできた自分には、そうする責任があった。


「……『ごめんなさい』と」


「…………!?」


　予想外の言葉にドイルは思わず振り返った。


　そしてその瞬間に悟る。


　あの少女は……パシフィカは彼を誹そしるでも責めるでもなく、ただ、自分の封ふう殺さつに関かかわって人生を狂わされたドイルに詫わびたのだ。


　被害者としての糾きゆう弾だんでも、許きよ容ようでもなく、むしろ加害者としての謝しや罪ざいを、あの少女はしているのだ。


　無論、ドイルの事については、自分の責任ではないと彼女も分かっているだろう。それでも敢あえて謝罪の言葉を託たくしたのは、被害者としての言葉では、決して彼の心にのしかかる重さを減へらすことはできないと、気付いていたからに違いない。


　だが……


「……何という……」


　ドイルはうめくようにつぶやき、そして短くため息をついた。


　これがわずか十五歳の少女の度ど量りようなのか。信じ難がたくもあり、そしてそんな少女が彼の過あやまちにも拘かかわらず、生きていてくれたことが、嬉うれしくもあった。


「……気き遣づかい、痛み入る。もし直接言われていたら、むしろ私は恥はずかしさで、首でもくくっていたかもしれん。あんな少女ですら、そこまでの強さと度量を持っているというのに……私は……やはり弱い人間だよ……」


　彼はただ考えればよかった。


　自分の正義というものについて、いつもいつも考えていればよかったのだ。不安でも苦しくても、自分の正義を、騎き士し道どうを振りかざして突っ走るのではなく、ただ一歩一歩、自分の踏ふみ出す道が本当に正しいのか考えながら、生きていればよかったのだ。


「確かにあなたは弱い人間ですね」


　ラクウェルは言う。


「ですが誇ほこっていい弱さだと思います」


　ラクウェルの続ける言葉に、ドイルは顔を上げた。


「弱いからこそ優やさしくなれるし、弱いからこそ強くなろうと前に進めます。誰だれだって弱いから、絆きずなが生まれ、弱いから、一いつ生しよう懸けん命めい考えて、他人を思いやれます」


「…………」


「本当に強い人間がいるとすれば、それは、弱さを切り捨すてた者ではなく、それを認みとめた向こうに強さを築きずいた者なのだ……と。母の言葉ですが」


　ドイルは何か言おうとして……だが想おもいを形にできず、結局、別の言葉を選んだ。


「……君たちのご両親は、妹さんの素す性じようを知っていて、彼女を引き受けたのか？」


「はい」


「……一度お会いしたいものだ」


「亡なくなりました」


「……そうか。残念だ」


　心しん底そこからドイルはそう思った。


「私達は今日中にでも村を出ます。正しよう直じき、長なが居いが過ぎました。必要以上にこの地に留とどまれば、殺し屋どころか、もっと恐ろしいものを呼び寄せてしまうかもしれません」


　ラクウェルの物言いに、ドイルは眉まゆをひそめて問い返した。


「恐ろしいもの……？」


「妹の命を狙ねらうのは、何も人間だけとは限らないので」


　そう語るラクウェルの言葉はただ淡たん々たんとしていた。








　促うながされるままに戸口を開いて入ると……いきなり抱ほう擁ようが待っていた。


「まあまあまあまあ、よくいらっしゃいましたわ、バイラッハ卿きよう！」


　まるで我わが子か孫まごにでも久しぶりに会ったかのように……あるいは珍めずらしい愛あい玩がん動物にでも触さわるかのように……ぺたぺたと髪かみだの顔だのに触ってくる手に、クリスは戸と惑まどった。


　そもそも、彼は他人に触ふれられるのは──色々な意味で──苦にが手てなのだ。


　彼は触れることも触れられることにも、慣なれていない。戸惑ってしまう。彼の知っている手は、ただ、叩たたき、殴なぐり、押さえつけるためにあるものだったから。


「あの……ええと」


　その、ふっくらした三十代半なかばの女性──どうもフォルシス付きの侍じ従じゆう長ちようらしい──は、困こん惑わく気ぎ味みのクリスから身を離し、にこやかに言った。


「丁ちよう度どスコーンが焼き上がりましたのよ、このルキア、自信作にございます。是ぜ非ひ是ぜ非ひご賞しよう味み下さいましね。ああ、そうそうお茶はロシー産とギゼッペ産のものがございますが、どちらがお好このみで？」


「いや、お構かまいなく……」


「いいえ！」


　ルキアという名の女性は、やたら力のこもった口く調ちようで言う。


「殿でん下かのお命をお救いいただいた、バイラッハ卿へのおもてなし、手を抜いたとあっては私が宮きゆう廷てい中の物笑いの種たねになります！」


　まるで打ち合わせでもしてあったかのように、侍従長……ルキアの後ろに控ひかえている若い侍女達も、揃そろってうんうんと頷うなずいている。


「ルキア。彼が困こまってるよ」


　苦笑混まじりにそう口を挟はさんできたのは、ソファに座すわっているラインヴァン王国王おう子じのフォルシスである。


　元々線が細く、大人おとなしい雰ふん囲い気きの少年だが、押しの強いルキアの前ではこれがさらに儚はかなそうな雰囲気に……繊せん細さいに見える。この辺あたりは、母親の血なのだろう。


「お茶はロシー産のものを」


「はい、殿下。では」


　そう言ってルキアはようやくクリスを離し、退たい室しつする。ちなみに侍女二人は他にも用件が生じたときのために、残ったままだ。


「すまないね……クリストファ。元々は僕の乳う母ばなんだが、世せ話わ好きで」


「いや、まあ……悪い気はしませんが」


　取り繕つくろう言葉ではなく、本気でそう言える自分が……クリスにはむしろ驚おどろきだった。


「それはそうと殿……いえ、フォルシス様。お人払いをお願いします」


　ちらりと部へ屋やの隅すみに控ひかえている侍女二人を見て、クリスは言った。


「内ない緒しよの話かい？」


「御ご婦ふ人じんに聞かせる話でもないので」


　フォルシスは頷うなずくと侍女達に部屋から出てゆくように命じた。愛あい想そうの良い侍女達は主人とクリスに、にこやかに一いち礼れいすると、そのまま部屋を出てゆく。


　彼女たちの気け配はいが遠ざかったのを確認してから、クリスはおもむろに本題へと入った。


「例の、暗あん殺さつ者しやの件です」


　王おう宮きゆうの舞ぶ踏とう会かいにおいてフォルシスを狙ねらった暗殺者を、クリスは倒している。その事でフォルシスのクリスに対する信しん頼らいは一気に深まった。〈バロネス〉は少しでも宮きゆう廷てい内で味方を造つくっておくのは良いことだと言っていたが……そういった打算を別にしてもクリスには、自分に向けられる彼の信頼に満ちた視線がくすぐったく、そして少し心ここ地ちよかった。


　もっとも……そのせいで『王子を救った少年貴き族ぞく』として変に顔が売れてしまい、密ひそかに動き回るのが難むずかしくなったのも事実だ。ネレイディア・プレッシンなど、バイラッハ邸ていの方に、何度も手紙を送っているらしい。よほど彼が気に入ったのだろう。


「申し上げにくい事ですが」


　クリスは努つとめて事じ務む的てきな口く調ちようで言った。


「ブレンテン公こう爵しやくの手の者のようです。尋じん問もんしきる前に、死にましたが」


「死んだって……」


　フォルシスが表情を曇くもらせる。


　自分を狙ねらった暗殺者の死にさえ、こういう顔ができるのは、一つの強さではないかと、最近、クリスは思うようになった。全まつたく違う環かん境きようで育てられながらも、やはり双ふた子ごなのか、フォルシスにも、あの少女に似にた部分がある。


「前もって遅ち効こう性せいの毒どく物ぶつを飲んでいたらしくて。成功すれば、解げ毒どく剤ざいを飲むつもりだったのでしょう。拷ごう問もんなどされて背はい後ご関係を暴ばく露ろしないようにと、貴族や王族お抱かかえの暗殺者が、よくやる手です」


　実のところ、クリスの所属する特殊部隊〈オブスティネート・アロウ〉でも、暗殺任務において、そういう手法を採とっていた時期がある。創そう設せつ者しやたる先代バイラッハ卿の死後、その妻つまアイリスが部隊の管理を引きついでからは、なくなったのだが。


「義は母はに頼たのんで身元を洗ってもらったのですが……あの娘、ブレンテン公爵の出資する公こう娼しよう館かん……〈グロウ・パレス〉にいた事があるようです。あそこは、元々政治的な駆かけ引きに利用するためにブレンテン公爵が設せつ置ちしたものですから、中には多少の暗殺訓くん練れんを受けた娼しよう婦ふもいたでしょう」


「……血なまぐさい話だね」


「確かに。確固たる証しよう拠こはありませんが、公爵のフォルシス様暗殺の意い図とについては……」


　不意にフォルシスは片手を挙あげてクリスの言葉を制した。


「その話はもういいよ。今に始まった事じゃないし」


「なんですって？」


「ブレンテン卿は……叔お父じさんは昔むかしから、僕を王おう位い継けい承しようの障しよう害がい物ぶつとして、目の敵かたきにしてたからね。実は今までにも二度ほど、命を落としかけたこともあるんだ」


「それを……陛へい下かやエルマイア様は、御ご存ぞん知じなのですか？」


「母かあさんは知らないだろうね。父とうさんは……気付いてるんじゃないかな」


「…………」


　クリスは継つぐべき言葉を失うしなった。


「まあ、今までは本格的に暗殺者とかが来ていたわけじゃないし、もっと地じ味みだったからね……でも最近は父さんも叔父さんのしてる事を黙もく認にんしてるようなところがあるし、ちょっと今回は思い切ったんじゃないかな。今いま更さら、僕なんか暗殺してもしょうがないと思うんだけど、叔父さんはなんていうか……そういうのにこだわる人だから」


　ブレンテン公爵の噂うわさはクリスも聞き及およんでいる。彼について語る者達の話には必ずといっていいほどに『好こう色しよく』『傲ごう慢まん』『偏へん執しゆう的てき』などの言葉が含ふくまれる。元より階級的にそういう傾けい向こうのある貴族達にさえそう言われるのだから、彼がどういう人物かはそれだけで想像がつく。


　何代にも渡る支配階級の腐ふ敗はいを、そのまま具ぐ現げん化かしたような人物らしい。


「しかしこのままにしておいては、フォルシス様の御おん身みの安全が……」


「君は護まもってくれないのかい？」


　明日あしたの天気でも聞きくかのような口調で尋たずねてくるフォルシスに、一瞬、クリスは黙だまり込んだ。善ぜん人にんであるのは間ま違ちがいないが……ひょっとしたらこの王子、相当な大物か、底抜けの馬ば鹿かかのどちらかだろう。


「……フォルシス様。失礼ながら、あなたは人を信用しすぎです」


「そ、そうかな」


　クリスの鋭するどい言い方にフォルシスはとまどいの表情を見せる。


「私がフォルシス様に差し向けられた暗殺者である可能性もあるのですよ。私が捕ほ縛ばくしたあの暗殺者は、あなたの信用を得るための捨すて駒ごまで……」


「……そうか。そういう方法もあるね、なるほど」


　フォルシスは素す直なおに感心したようである。


「でも、まあ……信じるにしても疑うにしても、それは僕の決めることだし。裏うら切ぎられたからって君に文もん句くは言わないよ。どうせ信じるなら、とことん信じてみたいしね」


　屈くつ託たくなくそう言うフォルシス。


　やはり似にている……苦笑しながらクリスはそんな事を考えていた。








　見送りはリタ婆ばあさんだけだった。


　レオの姿すがたは、見送る側にも、見送られる側にもなかった。半日かけてシャノンたちは彼を捜さがしたが、愛あい馬ばの〈パラベラム〉共とも々ども、彼の姿は消えていたのだ。


　無理もない、とシャノンは思う。


　シャノン達はただ一つの事を……パシフィカが〈廃はい棄き王おう女じよ〉であるというその事実を語らなかっただけである。


　だが、今いま更さらにそれを知らされたレオにしてみれば、騙だまされていた、と思ったかもしれない。シャノン達を許ゆるせないと思っても何ら不ふ思し議ぎはない。憎にくみさえしたかもしれない。


　決して忘れていたわけではないが、改あらためて自分たちが逃とう亡ぼう者しやである事実をシャノンは突きつけられたような気がした。


「もうちょっとおってもいいんじゃぞ？」


　名残なごり惜おしそうにリタ婆さんが言う。


「急に皆行ってしまっては寂さびしうなるわい」


「ごめんね、お婆ちゃん。でも迷めい惑わくかかるし」


　パシフィカは力無く微び笑しようした。


　この一いつ風ぷう変わった、しかし親しん切せつで優やさしい老ろう婆ばも、彼女の正しよう体たいを知ったら、掌てのひらを返したかのように、怒いかりと憎しみを覚おぼえるのだろうか。


　そう思うとシャノンはたまらないほどに悔くやしい気がした。


「何が迷惑なのかわからんが、ま、故ゆえあって去る者を、こちらの都つ合ごうで引き留とどめても詮せん無ない事じゃしな。気を付けて行くがええ。だが、また、この近くを通る事があれば顔を出してくれい。必ずじゃぞ」


「うん」


　二度とそれはないと思いながらも、パシフィカは頷うなずいた。


　噓うそ。こうして寂さびしい噓を塗ぬり重ねて行く。


　相手の事を、案じればこそに。


　シャノンとラクウェルが順に頭を下げ、そして馬車は動き出す。振り返って見れば、見送るリタ婆さんの姿が、やけに小さく見えた。


「……いい人だったね」


「ああ。えげつない婆様でもあったがな」


　苦笑してシャノンが言う。


　そして……会話は途と切ぎれた。


　こういう気持ちには、いつまでたっても慣なれない。慣れるはずもなかった。








　ホウランドの村を出て半時間グロツク。


　無む言ごんで馬車を進めるシャノン達の前に、ゆらりと現れた人影があった。


　馬車の行く手を阻はばむように立つ、その姿を見て……シャノンは一いつ瞬しゆん眉まゆをひそめたが、次の瞬間、鋭するどく手た綱づなを打って馬車を突とつ進しんさせた。


「シャノン兄にい……!?」


　思わず兄の顔を見て、そしてもう一度道の真ん中に立つ男の顔を見る。


　記き憶おくの中に閃せん光こうが走った。


　知った顔だ。あれは……


　殺さつ到とうする馬車。まともにぶつかれば、どんな頑がん丈じような人間とて、良くて全身打だ撲ぼくと骨こつ折せつ、悪ければ全身粉ふん砕さい骨折で即そく死しである。


　だが、シャノンの表情には躊躇ためらいはない。


　先頭の二頭の馬が男に迫せまり……


　そこで停まった。


　馬たちが自発的に急きゆう制せい動どうをかけたのだ。


　慌あわててシャノンは馬車の制動器を踏ふみ込み、緊きん急きゆう用の杭くいを地に撃うち込む。元は高速で角かどを曲がる際に、地面に撃ち込んで使うものだ。


　車輪と杭に、がりがりと地面が削けずられる。


　間かん一いつ髪ぱつ、強力なバネで地面に突き立てられた二本の杭と、車輪を押さえ込む制動器の作さ用ようで、馬車は何とか自みずからを牽けん引いんする馬たちの尻しりに激げき突とつせずに済んだ。


　だが。


「わっ……！」


　馬車は大きく横よこ滑すべりを起こし、平へい衡こうを失うしなって派は手でに転てん倒とうした。御ぎよ者しや台だいにいたシャノンとパシフィカは地に投げ出され、二人の身体からだは大きく跳はねる。


「つっ……つつっ」


　立ち上がろうとして、パシフィカは顔をしかめた。足首をひねったか、打ったかしたようだ。放り出された瞬間にシャノンが彼女を庇かばおうと手を伸のばしたのが見えたが、届とどかなかったらしい。


「シャノン兄……ラクウェル姉ねえ……？」


「……くっ……」


　だが、シャノンに姉や妹の安あん否ぴを気き遣づかっている余よ裕ゆうなど、なかった。半なかば地面から身を起こし、刀かたなに手をかけたまま、彼は動きを凍こおり付かせている。


「貴き様さま……」


　こうして改あらためて前に立たれると、相手が人間でない事がよく分かる。そこから発せられる異い様ような気け配はいは、シャノンですら身体に震ふるえが来そうな代しろ物ものだった。恐おそらく馬たちを怯おびえさせ、止めたのは、それだ。


「本体、か」


「そうだ。光栄に思うがいい」


　男は鷹おう揚ような口調で言う。だが、その声には若じやつ干かんの怒いかりが混まじっていた。人間のそれとは異ことなる、怒りではあったろうが。


　ガリル……第四の〈秩序守護者ピースメイカー〉。


「前と同じというわけにはいかんぞ、人間」


　言われるまでもない。


　実際、シャノンは動けなかった。


　足が萎なえる。腕うでが震える。全身から闘とう志しがごっそり抜け落ちてゆく。意い識しきのほとんどが、この眼前の男に対する畏い怖ふで占しめられ、絶対服ふく従じゆうしたいという衝しよう動どうがわいてくる。


　……これは、何なんだ!?


　前にも一度……タウルスの街まちで経験した感覚だ。だが、今度はさらに強い。本体が目の前にいるからなのだろうか。


「馬車を降おりろ」


「シャノン兄？　ラクウェル姉？」


　ふらふらと立ち上がるシャノンと、客室から降りるラクウェルを見て、パシフィカが驚おどろきの声を上げる。


「そうだ。それでいい。人間は我われに絶対服従するものだ。そう〈律りつ法ぽう〉に決められている」


「はい」


　パシフィカを護まもるべき二人の〈守護者ガーデイアン〉は、ごく自然な動きで頷うなずいた。


「ついてこい。ここで互たがいに殺し合わせてもいいが、また邪じや魔まが入ると面めん倒どうだ」


　頷いてガリルの方へと歩き出すシャノンとラクウェル。既すでにその動きには敵てき意いも、躊ちゆう躇ちよすらもない。


「シャノン兄？　ラクウェル姉！」


「動くな、〈廃はい棄き王おう女じよ〉よ」


　奇き怪かいな光を宿した瞳ひとみに見み据すえられ、パシフィカは動きを止めた。


　人間の眼めではない。何が違うと問われれば即そく答とうできないのだが……それは人間の眼などでは断じてあり得なかった。


「何なら、今すぐここで貴様の兄と姉に、互いに喉のど笛ぶえを嚙かみちぎらせてもいいのだぞ」


「…………！」


　彼女はガリルの言葉を疑えなかった。実際、一度ガリルの命令に従したがって、二人はパシフィカを殺そうとしている。


　このガリルには……〈秩序守護者ピースメイカー〉と呼ばれる存在には、人間を絶対服従させる何かがあるのだ。


「さて。邪魔の入らぬ場所へ行くか」


　ガリルはそうつぶやくと片手を振った。


　びしりと空気が鳴る。


　シャノンとラクウェル、そしてガリルを囲かこんで地面に光る円が出現した。それが筒状に持ち上がって行き、光る曲きよく壁へきに三人の姿が遮さえぎられる。


　どうしていいか分からず、ただその場に立ちつくすパシフィカの目の前でシャノンたちの姿は完全に見えなくなり……次の瞬間、光の円えん筒とうは砕くだけ散った。


「な……!?」


　思わず声を漏もらすパシフィカ。


　まるで奇き術じゆつのように……光る円筒の消えた後には、三人の姿も残ってはいなかった。








　レオは……呆ぼう然ぜんとした表情で愛あい馬ば〈パラベラム〉の手た綱づなを握にぎっていた。特に目め指ざす場所はない。ただ漫まん然ぜんと馬を進めているだけだ。方向としてはドイルの小屋に向かっているのだが……


　どうしていいのか分からない。


　ドイルには騎き士し道どうの在あり方かたを否ひ定ていされ、好こう意いを持っていたパシフィカは、忌いむべき〈廃棄王女〉だった。


　何か……何もかも馬ば鹿か馬ば鹿かしい。


　まるで大きく盛もり上がった宴うたげの後のように、白しらけて気の抜けた気分。悲しむべきなのか怒おこるべきなのか、それさえも分からない。


「僕ぼくは……馬鹿だ……」


　初めてパシフィカたちと出会ったあの時。


　自分を見つめる少女の、強い瞳に彼は瞬間的に恋をした。理り屈くつではない。


　強しいて言うならば、繊せん細さいで美しいが、水の中を漂ただよう泡あわのように自主性がなく、脆もろい少女たち……彼が今まで出会ってきた貴き族ぞくの娘むすめたちと異ことなる何かを、感じた。風に逆さからってでも飛ぼうとする鳥のような……ある意味では傲ごう慢まんなほどの強さを、彼はパシフィカの眼の中に見たように思った。


　だから、自分は彼女が好きなのだ。


　好きだったのだと……思う。


　今はもう、分からない。ただ劇げき的てきな出会いで浮かれていただけなのかも。


　それは、ドイルの事にしてもそうだ。


　これでは自分は単なる道どう化けだ。一人で浮かれて一人で盛り上がって……気がつけば実体のない幻げん像ぞうに踊おどらされていただけの、馬鹿だ。


　しかし。


　……騎き士し道どうはある。正せい義ぎはある。


　頭の中でもう一人の自分が言う。騎士としての自分、正義を信じる自分が言う。


　それは必要なものだ。


　千せん変ぺん万ばん化かし、何もかもが移ろいゆく世界で、そうでなければ人は何を目指して生きて行けばいいというのか。


　理想。正義。確かつ固こたる信念。


　揺ゆるぎない、何か。信じるに足たる何か。


　それは必要なものなのだ。


　あると信じなければ、何も始まらない。何もできない。


　だから……迷まよいは断たち切らねばならない。


　揺らがぬ正義があることを、自みずからに示しめすため。自分の信じ、歩んできた道を無意味なものにしないため。


　そのためには。


「……そのためには……」


　パシフィカは〈廃はい棄き王おう女じよ〉。


　結論はあまりにも明めい白はくだった。


　彼女に罪つみはないかもしれないが、彼女が生きていれば、多くの人々が危険にさらされる。より多くの人々を救うため、選ばれるべき選せん択たく肢しはただ一つしかない。


　彼女一人の犠ぎ牲せいで遥はるかに多くの人間が救われるのならば、考えるまでもない。


　一人でも多くの人間が助けられるならば、躊躇ためらわないのが、正義。分かり易やすく、揺らぎやすい個人的なその場の状じよう況きように左右されない、純じゆん粋すいな、騎士の道。


　けれど……


　ふと顔を上げて道を見渡す。閑かん散さんとした道の風景。彼の他に道を行く者の姿は……


「……え？」


　とぼとぼと道を歩いてくる影。


　それは、パシフィカだった。








　足が痛い。折れてはいないようだが、痛くてまともに歩けない。もし動くのなら、走り出したいぐらいなのに、激痛のせいで足が言うことをきいてくれない。


「お兄ちゃん……お姉ちゃん……」


　自分は馬鹿だ。パシフィカはそう思った。


　あの時……兄と姉が連れて行かれる瞬間、足が駄だ目めになるのを覚悟で追いすがっておくべきだった。


　タウルスの街まちの騒そう動どうとその顚てん末まつに関しては、彼女も自分なりに考えてみた事がある。


　人間は、あの〈秩序守護者ピースメイカー〉に逆さからえない。


　どうあっても逆らえないのだ。それはまるで、そういうふうに規き則そくが定められているかのようだった。


　だが……ならばなぜ、わざわざ〈秩序守護者ピースメイカー〉はパシフィカを直接操あやつって自殺させなかったのか。なぜ、回りくどい方法を……他の人間を操るなどという手段に出たのか。


　そして……絶対に逆らえないはずのシャノンたちが、ある一瞬を境さかいに、その呪じゆ縛ばくから解とき放はなたれたのは、なぜなのか。


　わざわざガリルが兄と姉をパシフィカから引き離したのは、なぜなのか。


　ひょっとしたら……いや、きっと……


「行かないと……私が行かないと……」


　そうつぶやいて歩くパシフィカ。


　だが痛みのせいか、それとも気が動どう転てんしているからか……自分がどこに向かっているのかも分かっていない。そもそも向かうべき場所さえ分からないのだ。


　だが、これだけはなぜか確信できた。


　自分が行かないと、兄と姉は間ま違ちがいなく殺される。


　不意に、陽が陰かげる。


　顔を上げたパシフィカは……そこに立つ一組の人馬を見た。


「レオ……」


　長ちよう騎き剣けんを携たずさえた少年騎士は、複雑な表情で彼女を見下ろしていた。


「助け……」


　思わずそこまで言いかけて、パシフィカは口をつぐんだ。


　駄目だ。助けを乞こえる義理ではない。いや、世せ間けん一いつ般ぱんの『正義』からすれば、助けてくれるどころか、殺されても仕方ない。


「……せめて、見み逃のがして」


　そうつぶやくように言うと、パシフィカはレオと〈パラベラム〉の横を通り過ぎ、ホウランドの村へと歩いて行く。リタ婆ばあさんに添そえ木か何かを借かりよう。


　そして探さがすのだ。


　ひょっとしたら、どこか、彼女など千年かかってもたどり着けないような遠くに兄と姉は連れて行かれたのかもしれないが……それでも諦あきらめない。諦めたら、駄目だ。


　世界を敵てきにしても、諦めずに兄と姉は自分を護まもってくれたのだから。


「おや……？」


　その時。


　レオでもパシフィカでもない声が二人の間に割り込んできた。


「どうしたの、おっ嬢じようさーん。お一人？　だったら俺おれとお茶でもどうお？　……って一人じゃないか。残念」


　いつの間にそこに来ていたのか、一人の若者が、飄ひよう々ひようとした様よう子すで立っていた。


「…………!?」


　パシフィカは怪け訝げんそうな顔をし……そしてレオは思わず剣を構かまえた。


「〈サイレンサー〉！」


「……え？」


　魔蟲使いバグ・ハンドラーの殺し屋の事は、パシフィカも聞いている。ラクウェルとの一戦の後、リタ婆ばあさんを通じて、その身み柄がらは村の自じ警けい団だんに引き渡されたはずだが……


「ああ、捕つかまったはずじゃないのかって？　あのねえ、魔蟲使いバグ・ハンドラーを閉じこめておこうと思ったら、棺かん桶おけの中に入れないと駄だ目め駄だ目めよ」


　人差し指を立てて左右に振りながら、軽けい薄はくな口く調ちようで、キダーフは言った。


「魔バ蟲グの中には、縄なわくらい簡かん単たんにちょんぎる鋏はさみを持ってるのや、酸さんを出して鉄や石を溶とかすのもいるからねい」


　今、周囲に魔バ蟲グの姿は見えないが……あらかじめ命令を与えられた魔バ蟲グは、パシフィカを襲おそった時からも分かるように、複雑かつ自じ律りつ的な行動もとれる。物もの陰かげに潜ひそんで攻こう撃げきの合あい図ずを待っているという事は、十じゆう分ぶんに考えられた。


「ところで、君きみ、その剣は何？」


　キダーフに言われて、レオは自分の長ちよう騎き剣けんに視線を落とした。


「お嬢ちゃんを護まもろうってのかな？　〈廃棄王おう女じよ〉ちゃんを」


「ぼ、僕は……」


　反射的に剣を構えてしまったが……レオは自分がどうすべきか、まだ分からなかった。


　いや。


　簡かん単たんな事だ……と自分の中の誰だれかが囁ささやく。


　何もしなければいい。そうすれば自分は手を汚よごさずに済すむ。正義も守られる。多くの人が、危険にさらされる事もなくなる。何もせずにこの殺し屋が目の前の少女を殺すのを、見ていればいいのだ。楽な事ではないか。


「〈サイレンサー〉さん、だっけ？」


　黙もくして苦く悩のうするレオの横で、代かわりにパシフィカが口を開いた。


「私を殺した報ほう酬しゆうって、どうやってもらうの？　あなたが確実に私をしとめたって事は、どうやって依い頼らい主ぬしは確かく認にんするの？」


「……なんの話かな？」


「答えて。どうするの？」


　パシフィカの真剣な表情に何か感じるものがあったのか、キダーフは一いつ瞬しゆん考えるような仕し種ぐさをしてから、言った。


「普ふ通つうは首持っていって確認するんだけどね。でも最近は指し紋もんってのも流行だな」


「何？　指紋？」


「そう、指紋。よく見たら指に模も様ようがあるでしょ、木の切り株かぶみたいなやつ。これって一人一人違ってて、同じ模様の人間はいないって話だねい。本当は首を持っていくのが一番確実なんだけど、最近は手首を切り落として持っていって、確認するって方法もよく使われるんだな、これが。何しろ首は重いし、腐くさりやすいし、かさばるし。苦労して遠えん距きよ離りをえっちらおっちら持って歩く間に、証しよう拠こだの何だのって問題じゃないくらい傷いたんじゃう。その点、手首は小さいし、防ぼう腐ふ処しよ置ちも簡単なんだな」


「……そう」


「君の言いたい事は分かるよ。腕うで一本差し出すから、殺した事にして、見み逃のがしてくれってんだろう？」


「違うわ」


　パシフィカは挑いどむような表情で言った。


　一瞬……キダーフの顔から軽けい薄はくな表情が消える。彼は、目の前の少女に、一瞬だが、気き迫はくで呑のまれたのだ。


（氏うじより育ち、か……さすがにあの兄にーちゃんと、姉ねーちゃんの妹だけは、ある）


　パシフィカの提案は、彼の予想を大きく裏切っていた。


「取とり引ひきよ。私の片手を売るわ」


「……な、何だって？」


「だから、代わりに、〈魔バ蟲グ〉を使って、シャノン兄とラクウェル姉の居場所を探さがして。一いつ刻こくを争あらそうの」


　これにはさすがのキダーフも啞あ然ぜんとなった。


「私は死ねないの。あっさり死んだら、私を守るために死んだ父とうさんや、私のせいで死んでしまった人たちに申し訳わけがたたないもの。だから、お願い。片手さえあれば、賞金はもらえるんでしょ？　だから、私はあなたに片手を売るわ。あなたはそれを買うの。料金は、兄と姉の捜そう索さく」


「おい……お嬢ちゃん、それは……」


「レオ……」


　振り返ったパシフィカの、いつもと同じ可愛かわいらしい顔に、凄せい絶ぜつな表情が浮かんでいるのを見て……レオは凍こおり付いた。


「さすがに自分で手を切り落とす根こん性じようないからさ……悪いけど、お願いできる？」


　レオは……その少女の蒼あおい眼めを見つめ返す。


　揺ゆらがぬ決意のその光。


　それを見ながら……彼は長ちよう大だいな剣を、無む言ごんで持ち上げた。




　第七章　騎き士したる者達







　それは、簡かん単たんな事だった。


　ただ剣を振り下ろすだけでいい。それだけでレオ愛用の長ちよう騎き剣けんは、断だん頭とう台だいの刃はのごとく、少女の華きや奢しやな手首を切り落とすだろう。


　あるいは……それを手ではなくパシフィカの首に下ろしてもいい。


　根こん拠きよはないが、そうしてもパシフィカは彼を恨うらまないような気がした。


「…………」


　頭の中でぎりぎりと音がする。


　それが、自分が歯を食いしばっている音だと気付くのに、レオはしばしの時間を要した。


「ぱぱっとやっちゃって。レオならあんまり痛くなくできるでしょ？」


　パシフィカが言う。恐おそれていないわけではない。当たり前だ。自分の兄あにや姉あねのためとはいえ、自分の手を切り落とすという行こう為いに、恐きよう怖ふを覚おぼえないわけがない。


　だが……少女はむしろ不ふ敵てきな笑いさえ無理矢理に浮かべて、自分の左手を差し出した。


「左で、いいよね？」




[image: ]


　尋たずねられても、しかしキダーフは答えない。


　魔蟲使いバグ・ハンドラーの殺し屋は、ただ小さく肩を竦すくめただけだ。


「くっ……」


　レオは剣を握にぎり直した。力を緩ゆるめていたわけではないのだが、彼は剣が自分の手から滑すべり落ちるかのような錯さつ覚かくを覚おぼえていた。


　……怖かった。


　彼は、間ま違ちがいを犯おかすのが怖かった。


　やがて彼は領主となって民たみを導みちびき、護まもる立場になる。何百人、何千人という人々の未来を決定する立場になる。その権利と同時に責任をも負おうことになる。


　間違いは許ゆるされない。


　貴き族ぞくは……統とう治ち者しやには間違いはあってはならない。それは時に人の命さえ左右する。


　だからある貴族は独どく善ぜんに逃げる。悪あく徳とくに逃げる。目をつぶる。耳を塞ふさぐ。偽ぎ悪あくを気取りさえする。


　過ちを犯す事への恐怖から逃れるために。


　それはレオも同じだった。


　絶対に正しい何かを彼は望んだ。


　間違いなく正しいと思える何か。それさえあれば、それにさえ従したがっていれば、間違いを犯さない何か。


　理想。正せい義ぎ。騎き士し道どう。揺ゆるぎなき正しさ。


　だが。


　正しいのか？　本当に正しいのか？


　今ここで、この〈廃はい棄き王おう女じよ〉の手を切り落とすことは正しいことか？　それとも正しいのは、手ではなく首を切り落とすことか？


　それが間違いのない事なのか？　眼の前の正義は……本当に絶対か？


　いや、そもそも正義などという都つ合ごうのいいものが本当にあるのか？　それがドイルの言うとおりに幻まぼろしでないという保証は？


　レオは剣を持つ手に再ふたたび力を込こめる。そして……


「……おっと」


　キダーフがひょいと身を引いた。


「……レオ!?」


「僕は……」


　殺し屋に長大な剣を突きつける少年騎士を見ながら、パシフィカが驚おどろきの声をあげる。


　レオは憔しよう悴すいしたような表情をしながら……しかしパシフィカを庇かばうような体勢で、キダーフをにらんでいた。


「僕は、こんな事をする騎士になりたかったわけじゃない……こんな『切り捨すてる』正義がほしかったわけじゃないんだ……!!」


「……ふむ」


　一歩踏ふみだし、レオの剣の切っ先を指で摘つまみながら、キダーフは言った。


「一度失敗した標ひよう的てきを二度も狙ねらう事はないよ。これでも、引ひき際ぎわは心こころ得えてるんでねい」


「え……？」


　拍ひよう子し抜けした表情で自分を見つめる少年少女に、キダーフは肩を竦すくめて見せた。


「……というのは、まあ、ちょっと恰かつ好こうつけてみただけだけども。俺としては、お嬢ちゃんのお兄ちゃんや、お姉ちゃんと、もう一度闘やるのは、勘かん弁べんしてほしいんだよねい」


　シャノンの、そして何よりラクウェルの性格と実力を、キダーフはあの短い時間でよく理解していた。


　パシフィカを殺せば、彼かれ等らは地の果はてまでも彼を追いつめて報ほう復ふくするだろう。もう一度、しかも復ふく讐しゆうの念に燃えているであろう彼等と闘たたかうくらいなら、賞金を諦あきらめた方が遥はるかにマシだ。それに……


（……あと五年もすりゃ、いい女になるな、この〈廃はい棄き王おう女じよ〉ちゃんは）


　美しい女は少ない。


　だが、美しく、優やさしく、しかも強い……本当の意味で強い心を持った女は、もっと少ない。キダーフはこの少女の未来を見てみたい気になったのだ。


「で、でも！　それじゃ……」


「だから依い頼らいは別に受けようか。急いでるみたいだから、料金の交こう渉しようはまた後で」


　そう言うと、キダーフは肩から提げていた楽がつ器きに指を走らせた。


　その瞬間、どこに隠かくれていたのか、パシフィカ達の想像以上の……恐おそらくは数百匹単位の〈魔バ蟲グ〉が、一いつ斉せいに空中に舞まい上がった。


「…………！」


　パシフィカ達はただ呆ぼう然ぜんとするばかりだ。もしキダーフがまだ依頼を遂すい行こうする意志があったなら、二人は恐らくあっという間に殺されていたろう。


「行け、我わが手足」


　声と共に、キダーフの音なき旋せん律りつが異い形ぎようの虫たちに命じる。霧きりが一気に晴はれ渡わたるかの如ごとく、〈魔バ蟲グ〉たちは四方八方に散っていった。


「あ、あの……ありがとう……」


「礼は、そのお坊ぼつちゃんに言いねい。相あい打うち覚かく悟ごでそのでっかい剣を向けられてなかったら、俺も考えを変えてたかもしれんよ」


「……レオ」


「僕は正しよう直じき、まだ迷まよってます」


　振り返るパシフィカに、少年騎士は弱々しい笑みを見せた。


「パシフィカさん、〈廃棄王女〉である貴女あなたを助けるのが……放ほう置ちしておくのが、正しいことかどうか。そして……正せい義ぎというものが、騎き士し道どうというものが、ドイルさんの言うように、形のない幻げん影えいなのかどうか」


「それは……」


「でも……こんな不安定な気持ちのまま、あなたを見殺しにしたら、きっと後こう悔かいします。それだけは分かる。だから……今は答えを出しません。今だけは。でもひょっとしたら」


　重く痛い言葉。


　だがそれを隠さず告つげるのが、今の彼にとっての精せい一いつ杯ぱいの正義であった。


「いつか僕は貴女あなたの敵てきになるかもしれない」


「……いいよ」


　パシフィカは微笑ほほえんで言った。


「今は、それだけで、十分だよ。ありがとう」








〈魔バ蟲グ〉は言うまでもなく単なる虫ではない。その能力は通常の昆こん虫ちゆうという概がい念ねんを大きく裏うら切ぎるものだ。


　特に、その半なかば知性とさえ言い得るような高度な自じ律りつ判断力は、極きわめて単純な神しん経けい系けいしかもたない虫とは、明らかに異ことなる。


　その程度の事は、学者たちやキダーフら〈魔蟲使いバグ・ハンドラー〉も承知している。しかし……


（ユニット２４３８９０からユニット２７７７８３へＣＣにて命令転送）


（ユニット３００００１中ちゆう継けい）


（ユニット２４４５５５より全ユニットに最優先モードで連絡／強制割わり込こみ／権けん限げん〈Ｄ１〉／第一戦術目標を〈Ｇ〉に設定……）


　だが、音なき声で〈魔バ蟲グ〉たちが交かわす言葉に気付いている人間はいなかった。








〈砦ザ・フオートレス〉。


　この奇き妙みような建けん築ちく物ぶつがいつ造つくられたものか、地元の人間にも知る者はいない。所しよ詮せん人は限られた時をしか生きられない存在だ。伝でん統とう、伝説、文化……そういったもので時の流れに抗しても、それらはいつか風ふう化かする。


　しかし、それは人ならぬ存在にとっては、また別の話だ。


「ブラウニンよ。貴き様さま達が誇ほこった砦とりでの一つにて、貴様達の希望は潰ついえる」


　ガリルは二人の〈守護者ガーデイアン〉達を背はい後ごに従したがえて、笑った。


〈砦ザ・フオートレス〉の内部。そこに彼と……彼に連行されたシャノンとラクウェルの姿すがたはあった。


　一ひと際きわ大きな円形の広間。その天てん井じようは崩くずれ、青空が見える。その全景は、ある種の闘とう技ぎ場じようのようにも見えた。


　シャノン達に反応はない。


〈秩序守護者ピースメイカー〉の前では、人間は自由意志を許ゆるされず、ただ絶対服ふく従じゆうするだけの存在だ。だからこそ彼かれ等らは世界を律りつする秩ちつ序じよというものを守しゆ護ごできる。それが〈律りつ法ぽう〉の定さだめだ。


「〈守護者ガーデイアン〉よ。貴様らさえ死ねばあの〈律法を破る者〉を護まもる者はなくなる。後は他の人間達が始し末まつを付けてくれるだろう」


　そうつぶやき、シャノンたちに向けて伸のばしたガリルの手が……不意に肘ひじの辺あたりからずるりとずれて、落ちた。


「な……!?」


　切せつ断だんされた。だが……誰だれに？


　振り返るガリルが見たのは、虚こ空くうからにじみ出るようにして姿を現す、一匹の〈魔バ蟲グ〉であった。


（高こう次じ迷めい彩さいモード解かい除じよ／戦せん闘とう体勢／全ユニットに緊きん急きゆう連れん絡らく／目標〈Ｇ〉発見）


　人には決して聞こえぬはずの〈魔バ蟲グ〉の声を聞いて、ガリルは表情を歪ゆがめた。


「余よ計けいな事をっ！」


　ガリルの叫さけびと共に不可視の力が迸ほとばしり、〈魔バ蟲グ〉を撃うつ。いかなる力が作さ用ようしたのか……次の瞬しゆん間かん、〈魔バ蟲グ〉は内側からの圧あつ力りよくに耐たえかねたかのように、爆ばく裂れつした。


　ぼとぼとと、残ざん骸がいが硬かたい床ゆかに落ちる。


　高熱でも浴あびせられたのか、その残骸は湯ゆ気げを漂ただよわせていた。


「生なま意い気きな……！」


　右手が、時間を逆回しにしたかのごとく、宙を飛んでガリルの身体からだに戻もどる。切断面同士が接せつ合ごうするやいなや、傷は瞬時に癒ゆ着ちやくし……ガリルは具合を試ためすように右手を二、三度動かした。


「〈魔バ蟲グ〉などに、何ができるか」


「そうやって自分以外を頭から侮あなどってかかるのが、貴様の愚おろかさだな」


　その言葉に愕がく然ぜんと眼を見開くガリル。


　ふわりと体重を感じさせない動きで、シャノン達をかばうように現れたのは、蒼あおい髪かみの少女であった。








「……来た！」


　キダーフが、猛もう烈れつな勢いきおいで戻もどってきた〈魔バ蟲グ〉の一匹に手を差し伸べる。〈魔バ蟲グ〉はキダーフの掌てのひらに着地すると、辛かろうじて耳に聞こえる程度の、甲かん高だかい音を発する。


「……見つけたらしい。こいつが案内するから後を追いな」


　言って、キダーフが軽く楽がつ器きの鍵けん盤ばんを叩たたいてから、再ふたたび〈魔バ蟲グ〉を放り上げる。


〈魔バ蟲グ〉は一度パシフィカたちの上を大きく旋せん回かいすると、元来た方向へと飛び始めた。


「承知！」


　後ろにパシフィカを乗せたレオが、〈パラベラム〉を駆かって飛び出す。


「ありがと、〈サイレンサー〉のおじさん！」


　パシフィカが一瞬、振り返って叫さけぶ。


「おじさん……」


　キダーフが眉まゆをひそめる。


「むむう。四し捨しや五ご入にゆうしたらまだ二は十た歳ちなのに、それはあまりなお言葉」


　何やら場違いな衝しよう撃げきを受けているキダーフを後に残して、レオたちは一路、〈砦ザ・フオートレス〉の方向へと疾しつ走そうを開始した。








「……ご苦労、ユニット２４９８７１」


　アーフィは原形をとどめぬほどに破は砕さいされた〈魔バ蟲グ〉の残ざん骸がいに向けて、そう言った。


「出てきたな、〈ゼフィリス〉……！」


　うめくようにガリルが言う。


「そうか……〈魔バ蟲グ〉の通つう信しん網もうに割込みをかけて、ここを突き止めたか」


「その通りだ」


　あくまでも平然とした口く調ちようのアーフィに対して、ガリルはその満まん面めんに怒いかりの表情をたぎらせていた。


「この壊こわれ損ぞこないのガラクタが、小こ賢ざかしい。〈ゼフィリス〉、貴き様さまなど……」


　蒼あおい髪かみの少女は、冷れい厳げんたる口調でガリルの言葉を遮さえぎる。


「私をその名で呼んでよいのは、我わが主あるじたる〈竜騎士Ｄナイト〉のみ。貴様のような二級品に呼ばれる筋すじ合あいはないな」


「二級品？　ふははは！　二級品だと？」


　ガリルは笑った。


　笑いながら、両手を広げる。


　しゃあああん……


　まるで無数の硝子ガラス片へんがさざめくような音。一瞬前まで確かに何も存在していなかったはずのガリルの背中に、しゃりしゃりと涼すずやかな音をたてながら、何かが生はえて行く。


　何が？


　巨大な……どんな鳥のそれよりも大きな、輝かがやく翼つばさが。


　瞬またたく間に成長しきった四枚のそれは、その秘めたる権けん勢せいを誇こ示じするかの如ごとく、優ゆう雅がに広げられた。


　しゃああああああんん……


　天より降ふり注そそぐ陽光を七色に分解してまき散らしながら、半透とう明めいの翼が四枚、大きくゆっくりと羽ばたく。


　虹にじをまといて現れたるもの。


　その名は〈秩序守護者ピースメイカー〉。主なる神マウゼルの使し徒とにして、〈律りつ法ぽう〉の寵ちよう児じ。


　仰あおぎ見よ、その姿。目に焼き付けよ、その威い容よう。そしてただ畏おそれよ……その御み心こころを。


　彼かの者は神の代理人。其そは定さだめとして人たるものの頭上に立つ存も在の故ゆえに。


　ガリルは笑いを怒いかりに切り替かえて叫さけんだ。


「……なめるなあっ！」


　異い相そう空間接せつ続ぞく。回路確立。質量補ほ塡てん。


　ＰＭユニットIV〈ガリル・シビリアン〉、第三級神しん罰ばつ執しつ行こう形けい相そう体たいに移行。


　ガリルの形相変へん換かんが始まった。








　空中に舞まい上がるそれは、人の姿をしていた。背に四枚の翼を……七色に輝かがやく四枚の翼を備そなえた輪りん郭かくを、人型と呼んでも良いならば、だが。


　距きよ離りが不明なので、大きさははっきりとはしないが……その身長は、少なくとも、人間の数倍はあるだろう。


　しかも……


　顔がない。眼めも鼻はなも耳も口もない。


　身に帯おびた軽けい装そう鎧よろいのようなものの間から見える、その表ひよう皮ひ……艶つややかな白い表面にも、毛の一本さえなく、ただ遠くから見ているだけでも、金属のような質感がうかがえる。


　単なる突とつ起き物ぶつのような、尖とがった頭部には、左右に二本ずつ、計四本の鋭するどい切れ込みが走っており、その奥に並ぶ紅あかいもの──複ふく眼がんか？　──が、呼こ吸きゆうするようにゆっくりと明めい滅めつしていた。




[image: ]


　右手には黄こ金がね色に輝く長ちよう大だいな槍やりが携たずさえられている。持ち手の身長にも匹ひつ敵てきするほどの、異い様ように長いその槍には複ふく雑ざつ怪かい奇きな紋もん様ようが彫ほり込んであり、その紋様の中を無数の光の点が駆かけめぐっていた。


「あれは……なんだ？」


　虚こ空くうに舞う『それ』を見上げ、呆ぼう然ぜんとした口く調ちようでそう言いながら……しかしレオは気付いていた。本能よりももっと奥深いところで、彼はそれが何なのかを理解していた。


　それに対する絶対服ふく従じゆうは、ありとあらゆる人間の中に焼き込まれているからだ。


　あれは人の上に君くん臨りんするもの。


　はるかな太たい古こ、歴史さえ及およばぬ昔むかしからこの世界を見守ってきた上位存在。永遠たるべき世界の守しゆ護ご者しや。混こん沌とんを退しりぞける戦士。


　ゆえにそれらはこう呼ばれる。


〈秩序守護者ピースメイカー〉と……


「あれは……あれは……！」


　不ぶ気き味みで異様な姿。人型でありながら人とは異い質しつすぎるその姿。


　だがその姿を見たレオの全身を貫つらぬいたのは嫌けん悪おではなく……ある種の感動であった。


　全身から力が抜ける。心の奥底から迸ほとばしり出るような畏い怖ふに、彼は思わずその場に這はいつくばりたくなるような衝しよう動どうを覚おぼえた。


「レオ？」


　パシフィカが背中越ごしに声をかけてくる。


「あれは……あああああ、あれは……！」


　駄だ目めだ……レオは絶ぜつ叫きようしそうになった。


　あれには逆さからえない。逆らうなどとんでもない！　人はあれに盲もう従じゆうするべきだ。あれに対して敵てき対たい行動をとるなどと……そんな事はできない……！


　畏怖が、身体からだを縛しばり付ける。


　主人の失しつ調ちようを感じたのか、〈パラベラム〉が地を駆かけるのを停とめた。


「レオ！」


　少女の声が遠い。


　雷らい鳴めいのように自分の中で轟とどろく声がある。本能よりも深いところから、それを既き知ちの事実として再さい確かく認にんを強要する声がある。その声が彼の脳のう裏りを駆けめぐる。


「ああ、あれこそが……！」


　あれこそが正せい義ぎ。絶対の善ぜん。


　正義？　正しさ？　小こ賢ざかしい判断など意味がない。あれは正義そのもの。あれの存在と行こう為いが即すなわち正義なのだ……！


「レオ！　レオ！　気をしっかり持って！　あれはただの化ばけ物よ！」


　パシフィカの声を、レオは呆ぼう然ぜんと聞いた。


　この少女は……あれを恐おそれていない。


　あれを……あのどうしようもないくらいに正しく、強大なものを恐れていない。


　何な故ぜだ？


　あれには逆らえない。そう決まっている。


　上にあるものは下に落ちる。夜の次には昼が来る。そういった事じ象しようとまったく同じ次じ元げんであれは人を支配する。人はただ畏い怖ふし這はいつくばるだけだ。


　あれは正しいのだから。


　絶対確実に正しいものなのだ。逆らうわけにはいかない。逆らうのは即すなわち、間ま違ちがいを犯おかすことだ。許ゆるされない罪つみを背せ負おうことだ……


　なのに何故この少女はあれに逆らえる？


　気き迫はくか？　意地か？　いや、違う。それもあるだろうが、それだけではない。


　もっと別の……


　絶対正義に敵対する者。世界を滅ほろぼすと託たく宣せんにて告つげられた者。


「レオポルドおっ！」


　パシフィカの叫さけびが彼の背中を打った。


　音はない。光もない。


　だが何かが……何かはレオにも分からないが、彼を押さえ込んでいた畏怖を砕くだいた。絶対的な服ふく従じゆうの意志が霧む散さんし、袋ふくろ小路こうじに入り込んでいた思し考こうが、再ふたたび動き出す。


「パシフィカ……あなたは……？」


　唐とう突とつな開放感に荒れる呼こ吸きゆうと鼓こ動どうを何とか静めながら……レオは少女を振り返った。








　アーフィは片手をあげると大きく振った。


　途と端たんに周囲に半透とう明めいな多角形が幾いくつか出現し、それが折り畳たたまれながら、彼女と気絶したシャノン達を包つつむ多面体となる。


「防ぼう御ぎよ場ばか？　小こ賢ざかしい」


　ガリル……その本体……は、翼つばさを広げた。


　それは羽毛などではなく、何かの結けつ晶しよう片へんが集まってできたものだった。ふれあい、さざめくその無数の結晶片が、虹にじ色の光と共に奇き跡せきを顕けん現げんさせる。


　槍やりの紋もん様ようの中を走る光の点が、一いつ斉せいに輝かがやきを増ます。


　ガリルは翼より流れ込んできた『力』を収しゆう束そくし、突き出す槍の動きに載のせて放はなつ。


　激しい音と光の渦うずを巻きながら、神しん罰ばつを代だい行こうする者の一撃がアーフィ達を襲おそった。


「…………！」


　多面体が空中に浮き上がり、跳はねるように動いてその一撃を避よける。かわされた激げつ光こうは〈砦ザ・フオートレス〉と、そして大地をなめるように走り、そして別の閃せん光こうを生うんだ。


　轟ごう音おん……！


　激光が走った跡あとに沿そって発生した超高熱により急速膨ぼう張ちよう……いや、爆ばく発はつした大たい気きの悲ひ鳴めいである。


〈砦ザ・フオートレス〉は大きく縦たてに割られ、大地にも黒々と傷きず跡あとが刻きざまれている。


　超高熱で灼やかれ、融とかされた大地の傷。


　その跡は、深さ長さの程度差こそあれ、大陸の各地で見られる硝子谷と酷こく似じしていた。


　圧あつ倒とう的てきな力だ。一撃で地形を変える……いや、地形を作ってしまうほどの破は壊かい力りよく。最大出しゆつ力りよくの一級戦術魔法でさえ困こん難なんなそれを、ガリルはただ槍の一振りで発はつ揮きするのだ。


　超高熱の余よ波はは急激な気圧変動を引き起こし、暴ぼう風ふうが荒々しく辺あたりをなめる。


　それはまさしく、局所的な天てん変ぺん地ち異いであった。


「知っているぞ」


　大気の激しい鳴めい動どうの中で、ガリルは嘲あざけるように言った。


「貴き様さまの本体は〈狭はざ間ま〉に閉じこめられたままだ。こちら側に出てきて使える力は本ほん来らいの百分の一もあるまい？」


　翼が虹色のきらめきを撒まき、続けざまに放はなたれる激光。


　それを避よけつつ、アーフィは多面体を上じよう昇しようさせた。下へ手たに地表近くで逃げ回れば、角度的にガリルの一撃が近くのホウランドを直ちよく撃げきする可能性もある。


　虚こ空くうを貫つらぬいて放たれる破壊の光は、天へと伸のび、触ふれた雲を次々と爆ばく砕さいさせた。


「いや……たとえ百分の一とはいえ、貴様の力は我われ等ら〈シビリアン〉クラスの秩序守護者ピースメイカーには脅きよう威いだ。だが……」


　幾いくつもの紅あかい眼が複雑な順番で明めい滅めつする。


　あるいはそれが人ならざるものの「笑み」であったのかもしれない。


「貴様等ＡＲＦＦＩ・Ｍ４〈ドラグーン〉シリーズは、〈竜騎士Ｄナイト〉との接せつ続ぞくなくば、そのほとんどの兵へい装そうを稼か働どうできないように、制限が設もうけられているという事も知っている。


　おそらくはその二人のうちのどちらかを新しい〈竜騎士〉とする積つもりだったのであろうが、無む駄だなことだ。人間は我われらに刃は向むかえない。我に対して闘たたかう意志を持ち得ない者を御ぎよ者しやとしたところで、貴様は結局、攻こう撃げき力りよくを解放できない。はは、貴様には最初から勝ち目はないぞ！」


「……貴様は馬ば鹿かか？」


　多面体の中で、失しつ神しんしていたシャノン達が呻うめきを漏もらしながら身じろぎするのを一いち瞥べつし……アーフィは言う。


「この二人が……人間が貴様に刃向かえない？　ではタウルスで、貴様が〈中ちゆう継けい点てん〉越ごしに喫きつした敗はい北ぼくは、幻まぼろしか？　分かっているのだろう？　貴様は自分で思っているほど、完かん璧ぺきでも絶対でもないのだ」


「黙だまれ！」


　パシフィカ・カスールが近くにいない限り、人間は〈秩序守護者ピースメイカー〉に逆らえない。絶対に、だ。そのためにわざわざシャノンとラクウェルをあの少女から引き離したのだ。


「黙れ、黙れ！　滅ほろびよ、旧世界の亡ぼう霊れい！」


　渾こん身しんの力を収しゆう束そくしてガリルは槍やりを構かまえた。


　攻撃手段を切り替かえる。


　遊びは終わりだ。超高熱や衝しよう撃げき波はなどというものは、彼の本ほん来らいの攻撃能力からすれば、ほんの児じ戯ぎに過ぎない。


　神しん罰ばつ執しつ行こう形けい相そう体たいの彼の力は、世界を統すべる力そのものだ。触ふれる空間の全すべてを支配し、可能性さえも制せい御ぎよして、物質をいかなる形にも変へん換かんできる。


　それは万ばん物ぶつの『在あり様よう』を支配する力。形相干かん渉しよう能力。


　まさしく神なる力だ。これで破は壊かいできないものは存在しない。


　まだ本体を顕けん現げんさせていないアーフィの破壊は無理でも、あの二人の〈守護者ガーデイアン〉を滅ぼすことはできるはずだ。最低限の兵装しか稼働できていないアーフィに、形相干渉能力を防ふせぐことはできない。つながれた魔ま獣じゆうなど、所しよ詮せん、恐れるには値あたいしないのだ。


　だが……


「シャノン兄にい！　ラクウェル姉ねえ──！」


　その声にガリルは動きを停めた。


「〈律りつ法ぽうを破る者〉……！」


　白はく馬ばの騎き士しに連れられて、少女が近づいてくる。ガリルの、いや絶対たるべき〈律法〉力が及およばぬ、この世で唯ゆい一いつの存在が。


「ちいっ！」


　ガリルの槍が猛もう然ぜんと突き出された。


　膨ぼう大だいな破壊力がその軌き道どうに載のって迸ほとばしる。不完全な力しか発はつ揮きできないアーフィに、それを防ぎきることはできなかった。ろくに中和する事もできず、多面体は砕くだけ散る。


　シャノン達への直ちよく撃げきを防ぐために彼女は両手を広げてその身を盾たてとし……


「…………！」


　少女の小さな身体からだは、あっけなく消しよう滅めつした。


　その甲か斐いあってか……シャノンとラクウェルは致ち死しの光を浴あびる事なく空中に投げ出される。だが、もう彼かれ等らを支ささえるものは、ない。シャノン達は為す術すべもなく落らつ下かする。


「…………！」


　パシフィカの悲ひ鳴めいが響ひびく……そして──








　声がする。


　自分を呼ぶ声。妹いもうとの声。


　護まもらないと。どんな事をしてでも護らないと。


　ああ。でも今の俺おれは無力だ。立ち向かうための気力も能力もない。


　あの強大すぎる〈秩序守護者ピースメイカー〉の前では、人間など塵ちり芥あくたにも劣おとる……


『あなたは護まもると誓ったんだろう？』


　いつかどこかで聞いた言葉。


　そうだ。俺は誓った。


　正せい義ぎとか理想とか、そんな大たい層そうなものじゃない。ただどうしても嫌いやだった。怖こわかった。あいつがいなくなるのが……たまらないくらいに寂さびしかった。哀かなしかった。


　当然のように自分の側そばにいる者。愛いとしい家族。


　それがある日奪うばわれる事への怒いかり。理り不ふ尽じんな運命への抵抗。


　母が、若すぎる年ねん齢れいで世を去ったとき、彼はそれを意い識しきした。


　父が、殺されたときそれは信念に変わった。


　神。運命。定さだめ。


　ふざけるな。それが避さけ得ないものだとしても、座ざしてそれを受け入れてなどやらない。決して受け入れてなどやるものか。


　だから……力を。そのための、闘たたかうための力を！


　剣か。違う、そんなものでは足たりない。


　魔法か。それでも足りない。


　足りない。足りない、足りない……！


　力！　運命に抗し得るだけの力！


　たとえ神であろうと、その理不尽に異いを唱となえられるだけの……力！


　神をも滅ほろぼせるだけの、力を！


（……よく言った）


　どこかで、涼すずやかな声が言う。


（仮かり初そめなれど……まずは汝なんじに我われの御ぎよ者しやたる資格有ありと認みとめる！）


　何かが動き出す。遥はるかな、深く遠いどこかで、何かが……


（いまだ復ふつ活かつは不完全なこの身ではあるが、我われ、ＡＲＦＦＩ・Ｍ４〈ドラグーン〉・シリアル２６〈ゼフィリス〉、汝なんじの刃やいばとなりて敵を滅ほろぼす！）








　天の高みで弾はじけた多面体から、石のように地面に向かって落ちて行く二人。


　レオはパシフィカの悲ひ鳴めいに急せかされるようにして、〈パラベラム〉を疾しつ走そうさせた。


　間に合わないと分かってはいた。


　それでも……もがく。あがく。無む駄だとは分かっていても、ただ座して結果を見守るような真ま似ねだけは、したくなかった。


　絶望を前にしても諦あきらめない者。


　奇き跡せきは……常つねに彼かれ等らのために起こる。


「…………!?」


　愕がく然ぜんとその様さまを見上げるレオ。


　落らつ下かが、停とまる。


　シャノンは空中に浮かんでいた。両腕うででいまだ気を失うしなったままのラクウェルを抱かかえて。


　いや。浮かんでいない。落ちてはいる。


　落ちてはいるのだが、しかしその速さは、とても落下とは言えないほどに減げんじられていた。ゆっくりと、羽う毛もうが舞まい落ちるようにシャノンたちの姿すがたは地に下か降こうしていった。


「お義に……シャノンさん！」


「……ラクウェルを、頼たのむ」


　馬を飛び下りて駆かけ寄るレオの方をちらりと見てから、シャノンが言う。


　問もん答どう無む用ようで腕うでの中に押し込まれたラクウェルを何とか支ささえ、レオは困こん惑わくする。


「一体、何が……」


「行け。説明は後だ」


　そうシャノンが言った瞬しゆん間かん……


　空中のガリルが槍やりを振った。


　色のない光。純じゆん粋すいな光。柔やわらかく、美しく、そして、とても無む惨ざんな光が押し寄せてくる。


　神の御み業わざ。それは万ばん物ぶつを自由に御ぎよする。破は壊かいも創そう造ぞうも思いのままだ。


　御使いの閃光アポストリツク・レデイエンス。


　触ふれるもの全すべてを虹にじ色の光に変へん換かんし……空気さえもが分解され、光となって虚きよ無むに散り……それはシャノンとレオに向けて押し寄せる。レオは本能的に死を確信した。


　だが。


　……ううううううるるるるおおおおおおおおおおおっ……!!


　美しくも奇き妙みような……風のような、あるいは何かの獣けものの遠とお吠ぼえのような音が響ひびく。


　天に牙きばをむいて挑いどむ魔ま獣じゆうの声。眼がん前ぜんに迫せまった絶対死の運命にさえ抗あらがう、反逆者の雄お叫たけび。


　その咆ほう哮こうの前には……時に定さだめすらも屈くつする。


　光は……彼等に届とどくことなく霧む散さんした。


　そして。


「な……!?」


　レオは、そしてパシフィカは見た。


　一いつ瞬しゆん……光の中に、巨大な影が浮かび上がったのを。


　片手を挙あげ、まるで小石を掌てのひらで受けるかのような姿し勢せいで、ガリルの閃せん光こうを受け止めたシャノン。まるで彼自身の影のように、彼と全く同じ姿勢をとり……しかし彼よりも遥はるかに大きく、力強い輪りん郭かくを備そなえた何かの影を、二人は確かに見たように思った。


　翼つばさを広げた……人とも獣ともつかないものの影を。
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「シャノン兄……」


「行け。この者は、我われが、滅ほろぼす」


　その口く調ちように、パシフィカはびくりと震ふるえた。


　それは聞き慣なれた兄の声でありながら、明らかに兄の口調ではなかった。


　兄の意志に何者かの意志が混まざってできた、異い質しつな誰だれか。今、目の前にいるのはそれだ。


　兄であって兄でない誰か。人であって人でない何か。


　パシフィカは本能的にそれを察さつ知ちしていた。








「〈竜機神ドラグーン〉……！」


　ガリルは自分の閃光をはねのけたシャノンを……いや、その背はい後ごにあるものを見て、つぶやいた。


　神しん罰ばつ執しつ行こう形けい相そう体たいのガリルの視し覚かくは、人間のそれとは全まつたく異ことなる。人間の眼めが捉とらえきれないような光、熱、あるいは気け配はいや風の動きでさえも視覚として見る事ができる。


　そのガリルの視覚の真ん中に、それは己おのれの姿すがたを焼き付けるようにして立っていた。


　シャノンと同じ構かまえで立つ、異い形ぎよう。人とも獣ともつかない、巨大な何か。


　……〈竜機神ドラグーン〉。


　人間の眼には見えまい。確かに物質的な実体は、ない。だがその強大すぎる力の塊かたまりは、〈秩序守護者ピースメイカー〉の複ふく合ごう視覚の中に、厳げん然ぜんと存在していた。


　それは……巨大な翼を広げたその姿は……ガリルの神罰執行形相体に似にている。似ているが、遥はるかに鋭えい角かく的てきな……攻こう撃げき的な形をしていた。


「おのれ……」


　戦せん慄りつしている。


　ガリルは自じ覚かくすると共に、屈くつ辱じよくを覚おぼえた。


　恐おそれている。戦おののいている。この絶対者たる自分が、〈竜機神ドラグーン〉の力を得たとはいえ、たかが人間を前にして……！


「おのれっ！」


　ガリルは怒ど号ごうしながら突とつ進しんする。


　シャノンは悠ゆう然ぜんと刀かたなを抜いた。天を舞まい、地を切り裂さくガリルにとって、それは、本ほん来らいであれば、冗じよう談だんにもならない行こう為いだったろう。


　突き出される槍やり。それは虹にじ色の光をまき散らしながら、大気を貫つらぬく。


　だが。


　無む造ぞう作さな横よこ薙なぎの剣けん閃せんがそれを弾はじき飛ばした。


　飛ひ沫まつのように、破は片へんのように、虹色の光が跳はねる。続く動作でシャノンは剣を振り上げ、そして無造作に降ろす。


　しゃん！


　無数の硝子ガラス片へんがふれあうような音。


　その瞬間、ガリルのそれと同様の……いや、遥はるかに強きよう烈れつな閃光が迸ほとばしった。


　咄とつ嗟さに身をかわすガリル。だがかわしきれなかったのか、その左さ翼よくの一枚が根ね本もとから切り落とされ……そして次の瞬間には、虹色の光となって消しよう滅めつした。


「おああああっ、き、貴き様さま、貴様……！」








「こ、こんな……こんな事が！」


　パシフィカとラクウェルを〈パラベラム〉に乗せ、自身はその隣となりを駆かけながら、レオは背はい後ごを振り返った。


　人じん智ちの及およばぬ戦たたかいだった。


　飛び交かう色なき閃光。血しぶきも爆ばく音おんもなく、代わりに舞い散る虹色の破は壊かい。さざめく硝子の旋せん律りつ。


　美しくも凄せい惨さんな死し闘とう。


　何がどうなっているのかさえはっきりとは把は握あくできない。それはあまりに強大であまりに高こう次じの戦いだった。


「何なんだ……パシフィカさん、あなたは……いや〈廃はい棄き王おう女じよ〉って……一体、何なんですか!?　シャノンさんも！」


「こっちが知りたいくらいよっ！」


　パシフィカが轟ごう音おんに負けじと喚わめき返した。








　形けい相そうを……事じ物ぶつのあらゆる在あり様ようを制せい御ぎよし、その結果を引き出す形相干かん渉しよう能力。


　それを激げき突とつさせながらガリルは悟った。


　勝てない。少なくとも単純な力ではアーフィの力と加か護ごを得たシャノンの方が上なのだ。


（馬ば鹿かな……馬鹿な！　我われは秩序守護者ピースメイカーだぞ！　この世界を在るべき形に統とう治ちすべく、マウゼルより権けん限げんを委い託たくされた四柱の絶対者！　その我が何なに故ゆえに……）


　虚こ空くうでぶつかり合う光と光。


　休むことなく互たがいに放はなつ攻撃は相手の身体からだに触ふれ得ず、周囲に無数の虹にじを産うむ。


（むうっ……！）


　ガリルは覚かく悟ごを決めてシャノンとの距きよ離りを詰つめた。


　共に形相干渉能力を持つ者同士では、御使いの閃光アポストリツク・レデイエンスを放つだけでは──遠えん隔かく攻撃は、力の削けずり合いになるだけで、決定打にならない。形相干渉能力であれば、自じ己こ修復も思いのままだ。実際、ガリルの斬きられた翼つばさも既すでに復ふく元げんされている。


　最終的には、相手に自分の武器を突つき刺さして、直接にその形相干渉力を流し込まねばならないのだ。


　逆に言えば、先に相手に武器を食い込ませ、力を流し込んでやれば、いかな〈竜機神ドラグーン〉とて破は壊かいされるはずだ。全質量を一気に熱量に変へん換かんされては、修しゆう復ふくのしようもない。まだ本体が実体化できない以上、攻撃力を現空間に出すための窓まど口ぐち、依より代しろたる騎き士しの肉体を失うしなえば、さすがのアーフィも、打つ手はあるまい。


　刀かたなの斬ざん撃げきを槍やりでいなす。


　接近戦であれば、肉体の差は……その間合いの差ははっきりと出る。ガリルはシャノンから放たれる激げつ光こうを槍ではじき、刀を受け流し、そして強ごう引いんに隙すきを創つくり出した。


　槍が突き出される。


　同時に放たれた激光がガリルの左腕うでを斬きり落とし、四し散さんさせたが、それはもうどうでもいい。捨すて身の一撃は功こうを奏そうし、槍はその先端をシャノンの左肩に突き刺した。


　よろめくシャノン。


（勝った！　素そ粒りゆう子しまで分解してやる！）


　確信と共に渾こん身しんの干渉力を流し込む。


　一いつ瞬しゆんにも満たない時間でシャノンは完全分解されるはず……だった。


「な……なに？」


　だが……瞬時に分解されるはずのシャノンが、ふと顔を上げて凄せい絶ぜつな笑顔を見せる。


　そして……


（何？　何だ、これは……!?）


　逆流してくる。


　圧あつ倒とう的てきな形相干渉能力が、ガリルの流し込んだそれを押おし戻もどし、逆に槍を伝わって流れ込んでくる……！


　共に捨て身。だがそこに賭かけた全力に桁けた違ちがいの差があった。


「おおおおおおっ！」


　ガリルは槍を手放すが、一瞬遅い。その右腕は素粒子までに分解され、飛ひ散さんした。


「くっ……！」


　武器と両腕を失ったガリルは、空中へと舞まい上がった。


　だがシャノンは即そく座ざに跳ちよう躍やくしてガリルを追う。


　人間には到とう底てい不可能な高さまでも一気に舞い上がるシャノン。一瞬にしてガリルの頭上に到とう達たつした彼の振り上げた刀が、陽光を弾はじき散らし……


（こんな、こんな馬鹿な……！）


　狼ろう狽ばいしながら……ガリルは自分の頭上に叩たたき降おろされる刃やいばから眼めを逸そらすことができなかった。まるで悪あく夢むに魅み入いられているかのように。


　容よう赦しやない斬ざん撃げきが、最も早はや為なす術すべもない〈秩序守護者ピースメイカー〉の脳のう天てんに食い込む。


（我われは〈秩序守護者ピースメイカー〉だ！　我は認みとめんぞ、認めん、認めなイ、認メ、ミト、ミトメナイイイイーッ！）


　そそぎ込まれる滅ほろび。頭とう頂ちようから股こ間かんへと刀が抜ける。


　右半身と左半身……二つになりながらガリルは絶ぜつ叫きようする。


（イいぎいぎいいギギぎいイいいーっ!!）


　そして。


〈第四の秩序守護者ピースメイカー〉ガリルは、左右にゆっくりとその巨体を分けて落らつ下か……地に激げき突とつする直前、虹にじ色の光をまき散らしながら、消しよう滅めつした。








　気がつけば……シャノンは、ヌシの湖みずうみの岸きし辺べにいた。


　ガリルから受けた肩の傷は、跡あと形かたもない。奇き跡せきと言えば奇跡だが、今いま更さら、この程度では、驚おどろくに値あたいしないだろう。


「……何なんだ、結局」


　振り向いて尋たずねる相手は、無論、蒼あおい髪かみの少女だ。長い髪と、獣けものの耳のようにぴん、と立ったリボンが風に震ふるえている。


　闘たたかっていた時の記き憶おくは……彼女と一体化して動いていた時の記憶は、おぼろげながら、ある。その時に脳のう裏りに飛び込んできた断だん片ぺん的てきな知ち識しきも、記憶に残っている。


　だがそれはあまりに彼の生きてきた世界の常じよう識しきとは異い質しつで、理解しがたいものだった。


「我われは、遥はるかな時の向こうから、汝なんじらに贈おくられた武器だ。汝らが、神と……この封ふう棄き世界を創そう造ぞうしたマウゼルと闘う意志を持った時、汝らの助けになるようにと、空間の狭はざ間まに隠かくされ、遺のこされた最後のドラゴン」


「神と、闘う？」


　困こん惑わくを含んだシャノンの問いに、アーフィは小さく頷うなずいた。


「そうだ」


「……実感がわかないな。俺達はただ……」


　ただパシフィカを失うしないたくないだけだった。


　それが神に対する叛はん逆ぎやくだと言われれば、シャノンに返す言葉もないが……


「今はそれでもかまわん。だが覚おぼえておいてくれ。私は神と闘うための最後の魔ま獣じゆうだ」


　アーフィは静かな口く調ちようで言った。


「異い層そう空間に封じられたこの身は、まだ完全に復ふつ活かつしたわけではない。この世界に出て来るにも時間制限がある。また、人間同士の諍いさかいにはその戦せん闘とう力りよくを使うことは禁じられている。私とて決して万ばん能のうではないのだ。


　だが……汝らが残る三柱の〈秩序守護者ピースメイカー〉と闘うとき……そして天なるマウゼルと闘う時には我を喚よべ。我わが主あるじにのみ呼ぶことの許ゆるされる我が真まことの名を。その時我は、〈竜騎士Ｄナイト〉シャノン・カスールの刃やいばとなって敵を滅ほろぼすだろう」


　そう言って少女はシャノンに歩み寄ると、ふわりと浮き上がり、彼の額ひたいに唇くちびるを寄せた。


　幻まぼろしのはずの唇は……不ふ思し議ぎと実体のような柔やわらかく暖かい感かん触しよくをシャノンの額に残した。


「私は……あなたの力となるために、五千年以上もの時を、待っていたのだ」


「……俺は……」


「……また会おう、我が仮かり初そめの主あるじよ」


　そう言うと、アーフィはその姿を薄れさせ、そして消えた。




　終章







「今日きようも見回りか。ご苦労」


　家の前で声をかけられて、リタ婆ばあさんは顔を上げた。


　一いつ瞬しゆん……誰だれか分からなかった。馬に乗ったその男の姿すがたが、ドイルであると分かったのは、その眼がん帯たい故ゆえのことだ。旅たび装しよう束ぞくらしい衣い装しようと共に彼を包つつむ雰ふん囲い気きが……気け配はいが、何か以前と違って見えた。


「あの連中が来ている間はちょっとさぼっておったが。日につ課かだからのう」


　昨日きのう、ヌシの湖みずうみで何やら騒さわぎがあったらしい事は聞いている。実質的にホウランドの村には何ら被害は出ていないのだが、村の者は祟たたりだの何だのと騒さわいでいた。ヌシを何度も見ているリタ婆さんは、今いま更さら驚おどろくまでもない……と、あまり深しん刻こくに考えてはいなかったが。


「あんたこそ、どうしたね、そんな恰かつ好こうをして」


　ドイルの身に帯おびる衣装は……明らかに旅をする者のそれであった。肩には大きな鞄かばんも下げている。一日二日で消化できるような道どう程ていではなさそうだ。


「妻さい子しに……王おう都とに残してきた妻つまと子に会いに行こうと思う」


「……あんた、結婚しとったんかい」


「十五年も前の話だがな。一方的に彼女らの元から私は逃げ出してきてしまったが」


「そうかい……また、寂さびしくなるが……」


　リタ婆さんは小さく、何度も頷うなずいた。


「それがええ。戻もどれる場所があるなら、戻ればええ」


「戻るのではない」


　ドイルははっきりと言った。


「踏ふみだしてしまった過あやまちはもう戻せない。せいぜい、償つぐなうことができるだけだ。私は過か去こを繕つくろいに行くのではない。今の私が戻ってくるべき場所は、この村だよ」


「ふむ……」


「妻子のことは、今更、許ゆるしてもらえるとも思えないが……彼女らがもし今、幸しあわせならそれでいい。そうでないなら……とりあえず今の私にできる事をしてこようと思う。まあ、良くても嘲ちよう笑しようか、罵ば声せいを浴あびるのが落ちだろうが、それは甘あまんじて受ける積つもりでいる。どういう形になるにせよ……せめて一言なりとも謝あやまりたくなってな」


「……おかしなもんじゃな」


　リタ婆さんは笑いながら言った。


「ド田舎いなかのしがないヤブ医者が……そうしてると、やけに勇いさましく見えるよ。まるで戦いくさに出かける、騎き士し様さまみたいじゃないか」


「そうか？」


　ドイルは苦笑する。リタ婆さんはにやりと笑って、今度は大きく頷いた。


「そうともさ。ま、気をつけて行くがええ」


「留る守すの間、頼たのむ。薬くすりの類たぐいは可能な限り調ちよう剤ざいして棚たなに置いてある」


「ああ。分かった、任まかしとき。存ぞん分ぶんに行っといで」


　リタ婆さんの言葉に、初老の元騎士は大きく礼をして……そうして旅立っていった。








「僕ぼくは、一度ホウランドに戻ります」


　レオは言った。


　ホウランド近くの分ぶん岐き路ろ。そこに馬車と〈パラベラム〉を停とめて、シャノン達とレオは別れの挨あい拶さつを交かわしていた。


「まだソロサーンさんやバレット様にもお別れも言ってませんし」


「……そうか」


　シャノンは頷き……そして一いつ瞬しゆん躊躇ためらってから、言った。


「……寂さびしく、なるな」


　レオは微笑ほほえんで応じた。


「ありがとうございます」


「その後は、どうするんですか？」


　ラクウェルの言葉に、レオは照てれたような笑みを浮かべて自分の頭を搔かいた。


「いろいろありましたけど……やはり僕は立りつ派ぱな騎士になりたいんです。だからとりあえずは、実家に帰って勉強しようかと。武む者しや修しゆ行ぎようよりもまず、考えるべき事があると、思い知らされましたので」


「騎士……か」


「……ドイルさんはああはおっしゃってましたが……僕はやはり騎士道は……騎士が殉じゆんじるべき正せい義ぎはあると思うんですよ。もしないとしたら、それはまだ誰だれも見つけていないだけで……きっと誰もが共有できる正義が、どこかにあると、僕は思います」


　胸むねを張って言う少年の姿すがたには、清すが々すがしささえあった。


「それにすがって、盲もう従じゆうして、ものを考えなくなるのがいけないだけで……やはり理想や正義というものは必要なんです、きっと。この不確かな世界で、人々が信じ抜ける何かは……やはり必要です。人間は、弱い生き物ですから。


　だから……それを探さがしてみようかと。見つけられないかもしれませんけど……でも、見つけられなくても、それを探したい。探すことにも意味が在あるんだと……僕は思います」


「……いい騎士になれるよ、おまえは」


　シャノンは肩を竦すくめて言った。


「次に会う時は、敵てきか味方か、分からないけどな」


　レオは曖あい昧まいな苦笑を浮かべる。彼にもそれは分からないだろう。


「それまでしばしのお別れです、シャノンさん、ラクウェルさん、パシフィカさん」


　そう言ってレオはパシフィカに歩み寄ると、その手を取り、地に膝ひざをついた。


　戸と惑まどい、頰ほおを赤らめる少女の手の甲こうに軽く口づけをするレオ。それは双そう方ほう共ともに幼おさなくはあったが……確かに騎士と、その忠ちゆう誠せいを受ける貴き婦ふ人じんの図であった。


「また、いつか」


「うん、またね」


　パシフィカは笑顔で頷うなずいた。








「……『追われ去る者と、求め行く者と』」


　とある樹きの上から、道の左右に分かれて行く者達を眺ながめながら、キダーフは愛用の楽がつ器きに指を走らせた。〈魔バ蟲グ〉制せい御ぎよ用とはいえ、普ふ通つうの音を出そうと思えば、出せるのだ。


「『道は、分かれる。されど……されど』うーん。やっぱ詩人の才能は、俺おれにゃないねい」


　苦笑するキダーフ。彼はただ彼かれ等らに手た向むけるかのように、優ゆう美びな旋せん律りつだけを奏かなでた。


　されど行くは共に苦難の旅たび路じ。


　されど辿たどるは共に真なる騎士への道。


　その果はてに何があるのか。


　それはまだ彼らも知らない。






　あとがき







　ある日どこかで。


　距離という覆ふく面めんに覆おおわれた者達が、互いの表情を見せずに言葉を交わす。文明の利器テレフオーンにより縮められた距離はかくも不自然な接触をもたらし、人は嘲ちよう笑しようを浮かべてすら哀あい惜せきの言葉を口にする術すべを覚えてしまう。


　偽ぎ善ぜんと偽ぎ悪あくの狭はざ間まにて、互いの真意を測る苦労は、さて如い何かに困難なことか。


「最近、どうも私がメイドフェチだという噂うわさがたっているのだが」


「事実じゃん。[image: ]のメイドフェチなんて、うちの母さんとかも知ってるよ」


「……ちょっと待て」


「父さんも弟も知ってるよ。弟なんて『メイド好きなら、[image: ]さん、名古屋駅近くのレ〇ャックに案内したげたら』とか言ってた。あそこって店員がメイドさんの恰かつ好こうしてるし」


「……いや、あのな」


「大体、[image: ]の本ってどの本にもメイドさんでてくるじゃん」


「はっはっは。何をそんな。偶然だよ」


「『経験則という概念がある以上、偶然も積み重なれば必然となる』って言ってたよね？」


「こ、小こ癪しやくな……いや、だからな。そもそも私のメイドさん好きというのは、巷ちまたにあふれるような単なるコスプレではなくてだな。歴史的な背景を元に、名実共に、品格と知性を併あわせ持つ上に、傲ごう慢まんさを抑えた、理想的な女性の一つの類型として」


「はいはい」


「ちょっと待て、その子供をあやすよーな口振りはすげえ傷つくぞ！」


「はいはい、もう好きにしてって感じ」


「おい、いいか、そもそも私はだな……」


「はいはい」


「〇△◇￥で、×＆％だから……！」


「はいはい」


「□☆＄＄……！　……!!」


「はいはい」


　……以降無限ループ。


　教訓：誤解は解こうとすればするほどに泥沼化する。





　というわけで、どーも、[image: ]です。


　一部には私がメイドさん好きという噂がでていますが、それは真っ赤な偽いつわりです。その証拠に、ほら、この４巻でもメイドさんなんて、どこにも……（と自分で書いた４巻の著者校了原稿を見る）……………………。


　……ま、まあそれはそれとして（原稿を背後に隠しながら）、「スクラップド・プリンセス」第四巻、「半熟騎士の行進曲」をお届けいたします。








　御存知の方も多いでしょうが、念のため……本編はドラマガ誌上で連載された「レオ編」に加筆修正を加えたものです。やはり前の「ウイニア編」の時と同様、全話何らかの手が入っているので、雑誌の方で読んだ方も新たな発見（？）があるかも。書き下ろしもあるし。ね？　ねね？　ほら、そこの人。悩んでるくらいならレジへもってこうよ（笑）。








『白はく馬ばの騎き士し未み満まん』


　本巻の主要ゲスト、レオポルドくんの登場の回。何故か調子が良くて、珍しく一発でＯＫがでました（普通は一回くらいは編集さんからの意見を入れて書き直しする）。いつもこうだといいのに。


　ちなみにこのレオくんですが、奇くしくもウルト〇マン・レオの歌がよく似合うという指摘をネットで受けました。ははあ、なるほど。さすがに作中でパシフィカに歌わせようとしたら、担当のＴ嬢に止められましたが。








『お嬢様の憂ゆう鬱うつ』


　書き下ろし。レオくんの故郷を感じさせる部分が連載時は全くなかったので、ちょいとこういう話も入れてみました。


　全くの新キャラ二名を使っているので、掲載時の六話に比べると完全に番外編の様相を呈していますが、まあ、それはご愛あい敬きようという事で。フィーシェみたいな、お姉さんぶりたいんだけど変なところで子供、というキャラクターは結構私的には好きですが（実際側そばにいられたらたまらんくらいに迷惑でしょうが）、読者の方々の反応や如い何かに。








『ヌシ様の湖みずうみ』


　水着の話（おい？）。そろそろ誌上でも夏かなー、という事と、読者サービスを兼ねてちょっとお色気、お色気。まあ、実際のサービスはイラストの安曇さんにお任せになっておりましたが、やはり扉絵が水着姿のラクウェルの立ち姿だったもんで、ホームページの掲示板やらチャットやら見てても、えらくウケてました。単行本でのみ読む、という方も多いようですが、この辺はやはりドラマガ購入者だけの特権ですね（笑）。


　はてさて今回はどういうイラストが入るのやら。楽しみであります。








『王国騎き士し』


　問題の引退騎士ドイル登場。無論、このおっさんの外見モチーフは酸素破壊爆弾造って原子怪獣と海の藻も屑くずになった某博士です。


　同時に殺し屋キダーフ登場の回でもあります。担当編集Ｔ嬢に「黒いスナフキン」と呼ばれておりましたが、友人のスナフキンフェチに言わせると「こんなのスナフキンじゃないッ」そうです。そりゃそうだわな。








『より大きな正せい義ぎ』


　ラクウェル大活躍……というか何というか……の回。この回もちょっと反響がありまして、「ラクウェルがあんなに残酷なんて」という人と「いや双子でも男と女の違いがはっきりでて面白かった」という人とがいました。私としては、やはりこういう「大事な人のためにはあえて鬼になれる」女性（母性か？）って結構、迫力があって恰好いいとは思うのですが。








『弱さとそして強さと』


　レオくん苦悩の回。ここら辺あたりから前半、演出的な意味であえて書かなかったレオの内面を書き始めてます。正義馬鹿は正義馬鹿なりの考えがある、という事ですな。


　ガリルも再登場。急展開です。








『騎き士したる者達』


　レオ編最終回。もうこれでもか、とゆー位に派手にしてネタばらししまくってますが、実はこれでもまだ第一稿の時に比べると派手さで三割、ネタばらしで二割減（当社比？）しております。


「いくらなんでもやりすぎ」と担当Ｔ嬢に言われてセーブしたのですが、まあ、結果的に自分で読み返してみると、これで良かったようです。








　他にクリスくん再々登場とか、パシフィカの母親や双子の兄の登場など、実は意外に他の部分でも急展開だった感があります。全体として、多少詰め込みすぎたかな、という気もしますが……やはりシャノン達だけに視点を当てるべきではないという判断の元に、特にクリスの関係についてはさらに連載時より書き加えています。








　さて。最後にいつものやつをば。


　まずレディ・ファースト。


　草野ぐりま嬢。ホームページに、ネタの検証にといつもご協力感謝。


　担当編集のＴ嬢。なんか余計な雑談でいつも仕事の邪魔をしているような気がしますが、どうかお許しを。


　次に男性陣。


　イラストの安曇雪伸さん。感謝の言葉、最も早はや底をつきかけておりますが……安曇さんあっての「すてプリ」であります。これからもよろしくお願いします。


　[image: ]一郎公認ホームページ『うごうご[image: ]くん』への訪問者の方々、そして夏のオフ会参加者の方々。楽しい時間をありがとうございます。


　そして誰よりも読者の方々。


　お陰様でデビューして３年目に突入します。そろそろ尻についてる新人の殻を落として加速せにゃならんのですが、はてどうなることか。どうか温かい目で見守って下さいまし。





　ではでは。


　１９９９／１２／１


　ＭＡＣＨＩＮＥ：パナソニック・レッツノートＡＬ─Ｎ２


　ＢＧＭ：ダンス（ｂｙ　高嶋さち子）




初　出





この小説は『月刊ドラゴンマガジン』１９９９年６月号～１９９９年11月号に連載されたものに加筆したものです。




スクラップド・プリンセス４


半はん熟じゆく騎き士しの行こう進しん曲きよく
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